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    　大人と子どもの境界線はどこにあるのだろう。


    　そもそも、そんなことを考えている僕が子どもなのか。


    「晶しよう、大人になるためには、つらさに耐えていかなくちゃいけないよ」


    　聡明なる僕の兄は、かつてこう言った。


    「大人は強い存在だと考えるのは、ある意味正しい。けれど裏を返すとこうとも言える。大人になれば、つらいことが多くなる。つらさに耐える強さが必要だ、と」


    　そんな未来……いやだ。だったら子どものままのほうがいいじゃないか。


    「なあ、晶。どうして大人になるとつらいことが増えるか、わかるか？」


    　わからない。


    「人間は生きていく上でたくさんのものを手に入れる。友だち、恋人、お金、夢、知識、感情。でもな、持てる数には限りがある。やがてお前は決断しなくちゃいけなくなる」


    　決断？


    「失う決断だ。新たなものを手に入れるためになにかを捨てる。……大人になるっていうのは、手に入れるために失うことを、いとわないことじゃないかと思う」


    　…………。


    「む、つまらない話をしたか」


    　僕は首を横に振った。


    　そうじゃない。そうじゃないんだ。


    　兄は黙って僕の頭をなでた。


    　そのころ兄は、もう父のあとを追って医師になる決意をしていた。そのことがいろいろなものを失う結果につながると兄は知っていたのに。なぜなら大学病院で権力闘争に明けくれている父は、僕ら家族を顧かえりみなかったから。


    「なんだ、晶は俺が『お医者様』になるのに反対か？」


    　兄に、父のようになってほしくなかった。


    「医者にだっていいところはいっぱいあるんだ。職業で人を差別するな」


    　そう言った兄は、理性でいろいろなことを理解していたのだろう。そして、いつだって兄は理屈で僕に説明した。


    　兄の感情はどこにあったのだろうか。


    　感情を理屈で説ときふせられるようになるのも、大人になる条件なのか。


    　理屈でもって理解することが、この世のすべてなのか──。


    



    



    「……ずいぶん長いこと寝ていたわね」


    　車の助手席で目を覚ました。午前三時。雨はすでに止やんでおり、オレンジ色の街灯が濡れたアスファルトを照らしている。


    　僕は吉き良ら伶れいの運転する車内にいた。


    　夕ゆう顔がおがさらわれたという報しらせを受けてから数時間が経っている。


    「あとすこしで神かん発だつ緑園都市に入る」


    「夕顔が……いるはずですよね」


    　口を開いた僕の声は、がらがらだった。


    「そうね、和泉いずみ夕顔だけじゃなく……夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうもいる」


    　夜木坂康太朗。カレンの叔お父じ。カレンの目的である──兄、夜木坂慶よし幸ゆきのシ念とともにいるはずの人物。


    　神発緑園都市に行くということは、カレンの願いを叶かなえることにも近づくのだ。


    　願いを叶えれば、カレンは消える──。


    　カレンが消えるということはカレンを失うということなのか。


    　カレンを失うことで、僕はなにを手に入れるのだろう。
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    　人の思いの力により生まれる、シ念。シ念を自在に生みだし、それを能力とする者たちの争い──抗争、と言ってもいいだろうか。


    　シ念を破壊することを目的に掲げ、シ念能力者を多数抱かかえている「シ念掃そう滅めつ機構」──略して「ＷＣＯ」と呼ぶこともある。


    　そのシ念掃滅機構から一方的に攻撃を受けた日本のシ念能力者。彼らが結成したのが「星せい詠えい会かい」。会頭には、夕ゆう顔がおの父である和泉いずみ清せい玄げんが就ついている。


    　ふたつの団体の狭はざ間まにいるのが吉き良らだ。政府官かん僚りようが主体となってつくった組織「壬じん戌じゆつ」。シ念能力者たちの監視や、その力のコントロールを目的としている。


    　僕も、さらわれてしまった夕顔も、三つの組織のどれにも関わっていない。そもそも夕顔は、シ念の能力をまったく持っていないのだ。自分で生みだすこともできなければ、それを利用することもできない。


    　ただ──彼女は視みることができた。


    　ふつうの人間なら一生視ることのないシ念を。


    　能力を持たない人間が、シ念を視ることができる。それはすなわち特殊な眼球の構造によるものだ。


    　夕顔の眼球を調査すれば、シ念を視るメカニズムを知ることができるはず。


    「研究のためにシ念掃滅機構は夕顔をさらった。吉良さん、あなたはそう考えている」


    「ええ。でも──あなたの相棒さんの言う可能性も無視できない」


    　吉良はちらりとルームミラーに視線を走らせた。まるで後部座席に誰かがいるかのように。


    　実際には、いる。僕の目には視えている。ワインレッドのセーラー服を着た、はっとするほどの美しい少女が。


    　髪は長く漆しつ黒こく、大きな瞳は自動車の窓から外を見つめており、ぷっくりとした唇が今はぎゅっと結ばれている──。


    　彼女、カレンはもともとの名前を夜や木ぎ坂ざか恋れんと言った。けれど彼女は十年も前に死に、この世に強い思いを遺のこした。それがカレンだった。


    　カレンはシ念だ。だから、吉良からは視えない。そして声も聞くことができない。


    「……夕顔を殺すかもしれない、という可能性ですか」


    　それはカレンが指摘したことだった。


    　シ念の存在は一般的には知られていない。シ念能力者にとってシ念は当たり前の存在だけれど、能力を持たない人間にはにわかには信じられないものだ。だからこそ、夕顔の存在は人類の未来を左右する可能性を持っている。


    　もしもシ念を観測する技術が確立されれば、世の中は大混乱に陥おちいるだろう。なぜなら、人は誰しも「思い」を隠しきることはできないからだ。殺害された被害者の思いが遺のこっていれば犯人を簡単に逮たい捕ほできるかもしれない。逆に思いを読みちがえての誤認逮捕もあるかもしれない。詐さ欺ぎ事件が減るかもしれないし増えるかもしれない。恋人は想いを伝えやすくなるかもしれないし、浮気がバレてしまうかもしれない。なにが起きるかなんて予想しきれない。


    　それは、予測不可能な危険な未来。


    「シ念掃そう滅めつ機構って、どんな団体なんですか」


    　たずねると、ルームミラー越しに、カレンがこちらに顔を向けるのが見えた。吉き良らはしばらく考えるように目を細める。


    「……機構が、シ念を破壊することを目的として結成されたことは？」


    「知っています」


    「近代までシ念の破壊活動だけをしてきたのよ。それ以上でもなければそれ以下でもない」


    「え……清せい玄げんさんは違うふうに言ってましたけど。シ念を破壊するには危険が伴う。だから、それだけを目的にする団体なんて、ふつうあり得ないだろうと」


    「そうよ。危険だからこそあり得るのよ」


    　逆説的だった。


    「シ念が引きおこす現実世界のトラブルを解決することで、報ほう酬しゆうを得ていたの」


    　シ念は現実世界に影響を及ぼす。しかし現実世界の人間には、シ念の能力がなければシ念を視みることすらかなわない。


    「『原因不明の奇病』、『原因不明の事故』……そんなものを機構は解決してきた。機構は財力を持った個人が支えてきたわ。いわばパトロンね。公務で扱うには、シ念はイレギュラーに過ぎたから、公に認知されることはなかった」


    「でもあなたは国家公務員です」


    「イレギュラーに過ぎる。だからこそ監理が必要……官かん僚りようがそんなふうに考えるようになったのはつい最近。でもね、今回のことはイレギュラーのなかでも最たるもの。だって、シ念を科学的に証明できるのかもしれないのよ？　機構は今回のことで、さんざん荒っぽいことをしたわ。日本のシ念能力者を襲ったり、和泉いずみ夕ゆう顔がおを拉ら致ちしたり。それは、ことの重要性を誰よりも深く認識しているからよ」


    「……警察沙ざ汰たになれば、ＷＣＯだって身動きがとれなくなる」


    　僕はその手を打てないかと考えていた。吉良の「警察庁」の肩書きが有効なら、警察に手を回して非常線を敷しくこともできるのではないか、と。


    「難しいわ。機構のスポンサーは大きいところで言うと、ハムナビラ油田グループ、コール財ざい閥ばつ、レッドパインファンド、王おう海かいグループ、日本だと六ろつ花か財閥ってところ。本気になれば国のひとつやふたつ買えるようなレベルの財力よ」


    「……日本の警察くらい抑えこめるってわけですか」


    「拉ら致ち程度ならね。殺人まで行けばさすがに無理でしょうけど。星せい詠えい会かいだって、宗教、しかも日本神しん道とう、仏教界という強いネットワークでつながってる。星詠会の働きかけで動く政治家だっているはずだから、これ以上騒ぎが拡大することはないわ……しばらくは」


    『……夕ゆう顔がおの目の調査が終わるまで？』


    　背後でカレンがぽつりと言った。


    　吉き良らは無言でアクセルペダルを踏みこむ。夜が明けようとしていた。
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    　雨が止やみ日は昇りはじめていたけれど、漂う空気がさえざえとしていた朝六時。


    　僕らは神かん発だつ緑園都市へやってきていた。


    　情報を仕入れるために吉良が選んだ行き先は──警察。神発緑園都市の中央に位置する警察署。その駐車場で僕らは車から降りた。


    「そろそろ梅つ雨ゆも明けそうね」


    　外気を吸った吉良が、独り言のようにつぶやく。


    　警察署内は、早朝であるにもかかわらずそれなりの人間がいた。夜中に暴れでもしたのか、酔っぱらいがベンチでぐったりしている。あくびをかみ殺した警察官が、書類を持って廊下を歩いていく。漂うけだるい空気。


    　受付カウンターの前に立っていた若い男が吉良に気づいて手を挙げた。


    「ああ、吉良さんですか？　こりゃどうも。遠いところを……って、そっちの男の子は」


    「事件の関係者よ」


    「はい、はい、了解」


    　刑事らしき男は素直にそう言った。


    「あのー来て早々なんですけど。実はひとりの男を保護していまして」


    「保護？」


    「川を流れていたんですよ、その男。こう、どんぶらこ、どんぶらこと流れていたらしいです。たまたま川原に車を駐とめて、いちゃついていたカップルが発見し、通報してきたんですよ。保護してみたところ……レインウエアを着てポケットにはミネラルウォーターのペットボトルを四本も突っこんでましてね……その男、お知り合いじゃありませんか？」


    　僕と吉良は目を合わせた。


    　お知り合いもなにも、壬じん戌じゆつの一員であり、吉良の部下であり、夕顔を連れだした張本人だ。


    「……今会える？　どんな様子？」


    「はあ、やっぱりお知り合いで。部屋までお連れしますよ」


    　僕らは別室に通された。


    　パイプイスと長机の置かれている部屋。小さな会議室というところか。


    　彼は、イスのひとつに座っていた。


    　服は生乾きだった。イスからぽたりぽたりと滴しずくが垂たれている。これだけ濡れていたら、着ているレインウエアもなんの役にも立たない。


    　彼──萬ばん菊きく馬まは、入ってきた僕らにちらりと視線を投げた。


    　つんつんに短い髪。とがったほお骨。無ぶ精しようひげ。目に覇は気きはなく、今まで見たことのあるどの萬とも違った。


    「生きていたの？」


    　投げつけるように吉き良らは言った。


    　しかし萬は、ぴくりとも動かない。


    　妙だ。萬は……こんな男ではなかった。なにもかも小馬鹿にしたような顔で、僕のことをさんざん「メガネメガネ」と呼んだ。


    　僕は、吉良を制して萬の前に進みでる。


    「……萬、夕ゆう顔がおはどうした？」


    　夕顔、という言葉に初めて萬が関心を示す。ぴくりと眉が持ちあがった。


    「萬、なにがあったんだ」


    「……別に、なにも」


    「なにもないわけがないだろ」


    「そうっとしておいてください、そうっとしておいてください……」


    　萬はおびえたように僕から顔を背そむけた。


    『な、なにどうしたのこいつ。こんなやつじゃなかったよね？』


    　おかしい。人格が豹ひよう変へんしてしまったようだ。


    　僕はこのとき、ひとつの可能性に気がついた。


    「もしやシ念の能力を、奪われた……？」


    　それは「ＦＭＱ‐９」という薬品。シ念を使用することで、身体にかかる負担──代償を緩かん和わする目的で開発された。


    　しかしこの薬品の開発は失敗した。反動を消すことは、シ念の能力を消すことにもつながったからだ。


    　シ念掃そう滅めつ機構はこれを逆手に取った。


    　シ念能力者に薬品を注入することで、能力を使えなくしたのだ。おそらく萬も、この薬品を注入された──。


    『薬品を注入されると、その人は茫ぼう然ぜん自じ失しつになるんだっけ。無気力で、なにもしたくなくなるような……』


    「雨あま野のくん、行きましょう。萬ばんはもう役に立たないわ」


    　うなだれたままの萬。なにを考えているのか。なにも考えられないのか──。


    「夕ゆう顔がおは……どうしたんだ。お前といっしょだったんだろ」


    「…………」


    「黙ってちゃわからないよ。夕顔はお前が連れだした、そうだろ？」


    「雨野くん」


    　感情を一切消した目の吉き良らはすでに部屋のドア口にいた。もう、萬に構うな、ということなのか。吉良は廊下へと出て行った。


    「……萬」


    　それでも僕はあきらめきれなかった。


    「萬、夕顔は、お前だから信じたんだ。そうだろ？　夕顔は……お母さんに会いたいだけなんだ。その思いを利用されたんだ」


    「…………」


    　音もなく滴しずくが垂たれ、床に染みを広げていく。


    　僕は萬に背を向けた。


    　ダメなのか。萬はもう、ダメなのか──。


    　歩きだそうとした僕の足が止まる。


    　シャツの裾すそを握られた。弱々しい力で。


    「……ほ、ホテルフランルージュ神かん発だつ……」


    　ふり返ったそこに、うつむいた萬のかすかな、声。


    「──なんだって？」


    「そこに……たぶん、連れてかれた……。お、お前に、頼めた義理じゃねえ……でも、頼む、夕顔さんを、頼む雨野……」


    　僕は萬にうなずいた。


    「わかった。夕顔は必ず助ける」


    



    　　　　　　　３


    



    　ホテルフランルージュ神発。萬ばんから聞いたその名前を伝えると、吉良は壬じん戌じゆつのメンバーに調べてもらうと言った。


    　病院を出た僕らは、仮眠をとるためにビジネスホテルへとやってきた。宿泊の費用は吉良が持ってくれた。


    　ベッドがひとつあるだけの狭い部屋。僕はベッドの縁へりに腰を下ろし、カレンは薄いカーテン越しに、外を見つめていた。


    　なんとはなしに点つけたテレビでは、ニュース番組が、とある国会議員のスキャンダルを放送していた。脱税だか汚職がどうのという、年に数度くらいはあるニュース。その対象が「政界のフィクサー」などと呼ばれている大物だけに一大ニュースになっている。


    　まったく、僕らとは関係もない話。


    　ほんとうの重大事──夕ゆう顔がおの誘ゆう拐かい、シ念の秘密が暴あばかれようとしていることについては報道されてもいない。


    『ねえ……。晶しよう、どうするの？』


    　カレンにたずねられる。


    　僕らは夕顔を捜しに来た。けれど一方でカレンの兄、慶よし幸ゆきにも会えるかもしれない。


    　慶幸の望みを叶かなえることで、カレンの望みを叶えられる。わかっている。わかっているのに──ちっともうれしくないのはどうしてだろう。


    　そのときカレンが不意に手を叩いた。


    『晶、あれ！』


    　その目は窓から地上を見下ろしている。


    『見て、夕顔が歩いてる！』


    「なんだって!?」


    　ベッドから飛びおきる。もつれる足に転びそうになり、泳いだ両手がカーテンをつかむ。


    「どこ！」


    　カーテンをつかんで身体をひきおこし、僕は窓に顔を張りつけ、


    『うそ、ですっ』


    　地上を見下ろし──。


    　僕はカレンを見た。


    『あは、あははっ、あはははは！　やだ、晶、本気にしすぎ！　すごい、よく転ばなかったよね、今の』


    「…………」


    　僕はなにも言えず、ただ呆ぼう然ぜんとしていた。カレンは身体を折って笑いころげ、ばんばんと僕の肩を叩いた。


    「……るのか」


    『あはははっ、はは……え？　なに、なに晶？　おかしくって』


    「ふざけてるのか君は!?」


    　肩に置かれたカレンの手を僕ははねのけた。


    「僕らは遊びに来てるんじゃないだろ!?　夕顔を助けに来たんだ！　それに──それに君の……君のお兄さんのシ念だっているかもしれない。わかってるのかよ！」


    『わかってるよ。晶しよう、本気なんだねー』


    「当たり前だろ!?　なんだよ、それ、本気か、って──僕がいつ本気じゃないときがあったんだよ！」


    　僕は心底怒っていた。こんなときにたちの悪い冗談を言うカレンが信じられない。


    　どうしてこんなことをする。僕ががんばっているのは夕ゆう顔がおのためだし、夕顔だけじゃなくカレンのためでもあるというのに。どうしてこんな。


    『……私のことはさ』


    　僕がにらみつけていると、カレンはぽつりと言った。


    『私のことは、いいの』


    「どういうことだよ」


    『夕顔のことだけでいいから。そうじゃないとあなた、無理しすぎちゃうから』


    「あのな、僕は──」


    　カレンは、僕の両肩に手をそっと載せた。


    『なで肩だね、晶は。背中だって小さいし』


    　にこりと、とても穏やかな笑み。


    『いっぱいだよ。重荷がいっぱいあるの。私はあなたのそばにいるのに、今その重荷を背負えるのは、あなただけじゃない。無理しなくていいから。そのかわり、ひとつだけちゃんと背負ってくれればいいから』
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    　肩に触れるカレンの手は、どこまでも優しかった。


    「…………」


    　にこにことしているカレン。


    　僕は心も、頭も、昨日からフル回転だった。


    　その回転がゆっくりとスピードを落としていく──。


    　まったく……。君はやっぱりふざけてるよ、カレン。


    　ほんとうにふざけている。


    　直接僕に「落ち着け」と言ったって落ち着かないだろうから、こうしてわざと怒らせる。そしてカレンの話を聞くようにし向ける。


    　僕の心を解きほぐすために。


    『えへ、バレちゃった？』


    　思いが伝わっていたらしい。


    「ああ、もちろん──」


    　うなずいた直後、僕は手を振りはらった。


    『晶しよう？』


    　無言でカレンから離れる。


    「……シャワー浴びてくる」


    　僕はカレンをふり向かなかった。二メートル離れた。もう、大丈夫なはず。僕の思考や感情が、意識せずに伝わってしまう危険領域からの脱出。


    　たった今僕は、カレンの顔を見て安心した。


    　でもそのすぐあとに、初めて実感した──僕らが、神かん発だつ緑園都市にいるということに。この町のどこかにカレンの叔お父じである夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうがいるということに。カレンの兄である夜木坂慶よし幸ゆきのシ念もまた、いるということに……。


    　初めてカレンが僕の前に現れたとき、『百体のシ念を撮影して』などというとんでもないことを言った。あのときの僕は百体を撮影するのなんて未来永えい劫ごう不可能ではないかと思った。百体の撮影云うん々ぬんは結局カレンのはったりだったのだけれど、それでもあのときの僕にとってカレンは、今後、結構長いこと僕のそばにまとわりついているだろう存在だった。


    　でも今は違う。カレンの願いを、叶かなえられる可能性が出てきた。


    　いつどこで、カレンの願いが叶えられて。


    　いつどこで、カレンがいなくなってしまうのかも、わからなくて。


    　それに気づいたとき、僕の心の隅に一点の黒い染みが生まれた。染みはみるみる大きくなっていった。だから僕はカレンの手を払った。彼女にこの思いが伝わらないようにした。


    　その染みは、「恐怖」とかいう言葉で呼ばれているもので。


    　カレンがいなくなることを、僕は怖いと感じている。


    「昨日から汗っぽくてさ、身体中どろどろだよ。シャワー浴びたらちょっと寝よう。いい加減頭も働かなくなってきたしね」


    　心をうそで塗りかためて、平静を装ってカレンをふり返る。


    『う、うん。あの、晶しよう──』


    「起きたら夕ゆう顔がおを助けるためにがんばる。それでいいでしょうか、お嬢様？」


    『……うん、そうだね。がんばろ！　それでよいぞ、晶』


    　笑顔のカレンにうなずいて返し、バスルームへと入った。


    　服を脱ごうとして、気がつく。


    　指先が小刻みに震えていた。


    



    



    「調べはついたわ。『ホテルフランルージュ神かん発だつ』、そこの十五階、セミスイート」


    　正午、ホテルのロビーへと下りていった僕とカレン。ロビーのソファで新聞を広げ、政治家のスキャンダルネタを眺めていた吉き良らが、いきなりそう言った。


    「夕顔の居場所ですか」


    「急ぎましょう。研究所に連れこまれたら取りもどすのは厄やつ介かいよ。今なら──多少は強引な手も通用する」


    　僕らはホテルを出て、吉良の車に乗りこんだ。


    　神発緑園都市の町並みは新しく、道路は碁ご盤ばん目め状に整備されている。街路樹は当然として、公園も多く目につく。芝生で遊ぶ子どもたち。


    　平和だった。シ念を視みる技術が確立されたら、こんな平和もなくなってしまうのか。


    「……この先よ」


    　駅の繁華街にほど近いところ。「ホテルフランルージュ神発」は大通りに面して建っていた。ヨーロッパ調のおしゃれな外見。夕顔のいる十五階が最上階。敷地内には植えこみも多く、贅ぜい沢たくなつくり。


    　エントランスまで緩ゆるやかなスロープになっているが、吉良はその横の入り口、地下駐車場に車を向けた。


    「車で乗りこんだら目立ちませんか？」


    　シ念掃そう滅めつ機構だってバカじゃない。油断しているとは限らない。


    「素人は黙ってなさい」


    　吉良は無む頓とん着ちやくに、広々とした駐車場へ車を駐とめる。そして颯さつ爽そうと車を降りた。


    『……やっぱり、私この人あんまり好きじゃない』


    　カレンがぼやく。
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    　駐車場からエレベーターに乗り、地上階で降りる。そこはホテルのエントランス脇にある、エレベータースペースだ。


    　壁に寄りかかってあくびをしていた男。さっきの刑事がいた。吉き良らに気がつくとあわてて片手を上げた。


    「ご苦労様」


    「んもう、なんですか、急に呼びだして……俺、夜勤明けで……」


    　眉み間けんをもみながらこちらへ歩いてくる。


    「ちょっと手伝って欲しいのよ」


    「なんすか？　刑事部長が、まぁ、できる範囲でやれっつってたんで、あんまり手伝えませんけどねえ、審しん議ぎ官かん」


    「たいしたことじゃないわ。ホテルの一室に押しこむだけよ」


    「ああ、それくらいなら……」


    　言いかけて、刑事はじっと吉良を見る。


    「なにか」


    「今なんて……？」


    　吉良はため息をつく。


    「聞きこみをするためにあなたを呼んだわけじゃないことくらい理解してほしいものね。いいから、フロントに行ってあなたの黒い手帳をちらつかせて穏おん便びんかつ速すみやかに一五〇七号室の鍵かぎを受けとってきて」


    　なんとも横おう暴ぼうな警察庁所属の特別審議官だった。


    



    



    　エレベーターがゆっくりと十五階を目指して上っていく。刑事は首尾よく鍵をもらってきたのだが、吉良に「遅い」と言われたことにむっとして、「俺は帰ったっていいんですよ」と突っぱねたものだから、「県警の捜査一課長にこの場で電話をかけてもいいんだけど」と逆にやり返されてすっかりしょげかえっている。


    『このまま突入するの？　危険はないの？』


    　エレベーターの奥、僕とカレンは並んで立っていた。


    （シ念相手は僕、能力者でなければこの刑事が相手をする、ってことだろう）


    　先ほど刑事がフロントから聞いたところでは、一五〇七号室の客はふたり組の男。かなり大きなトランクを持っていたという。ボーイが「運びましょう」と言うと、頑かたくなに拒んだ。そのトランクに夕ゆう顔がおが入れられていた可能性は高い。


    　ふたり組のうちひとりは、チェックイン後、すぐに外出していた。


    『ふっふっふ、成長した私の能力がまたも炸さく裂れつしてしまうというわけね』


    （いや、別に君が成長したわけじゃないと思うけど……）


    『なんだっけ、名前。ナイトメアセブン？』


    　どうやらツクヨミが勝手につけてしまった名前のことを言っているようだ。僕としてはあんな恥ずかしいネーミング、記憶の彼方かなたに流してしまいたいというのに。


    （悪夢ナイトメアじゃないよ……ていうか君もいやがってなかったっけ、あの名前）


    『だって必殺技なら名前があったほうがいいじゃない！　でも、使うチャンスあるのかなー。ここにいるのがほんとうに夕顔かどうかだって、絶対確実ってことでもないんでしょ？』


    （そうだけど……今はほかに手がかりもないし、実際にあやしげなふたり組がいる。行動するなら早いほうがいい。その点、吉き良らさんの判断は正しいと思う）


    『…………』


    　僕が答えると、不意にカレンは沈黙した。


    （なんだよ）


    『晶しよう、この吉良って女ひとみたいなのが好みなの？』


    （……はぁ？）


    　急によくわからないことを言いだした。


    『なんか、無条件でこの人の言うこと聞いてるもん。私とか夕顔が言うことは最初から疑ってかかるくせに』


    （はー……。そんなことは、どうでもいいじゃないか）


    『よくない』


    （どうして）


    『私と吉良の言うことが違ったら、あなたはどっちを選択するの？』


    （そんなの……時と場合によるだろ）


    　カレンはむすっとしてそっぽを向いた。


    『私じゃないんだ』


    （なんでふてくされるんだ……。というか、今はそんなこと議論してる場合じゃない）


    『だってー』


    （だってじゃない）


    『あさってー』


    （あさってじゃない……ってなんだよ明後日って）


    　そんな会話をしていると、エレベーターが十五階に到着する。


    



    



    　一五〇七号室の扉の前で立ち止まる。


    　吉き良らはルームキーを手にしている。刑事は吉良に言われ、ジャケットの裏のガンホルダーに手をかけていた。「相手は人殺しだと思いなさい」


    「相手がなにかしそうだったら躊ちゆう躇ちよせず撃ちなさい」「責任は私が持つ」とさんざん吉良におどかされたせいか、顔色は真っ青だった。


    「行くわよ」


    　カードを挿しこみ口に当て、吉良は言った。


    「……カレン」


    　僕が言う前に、すでにカレンはカメラに入っていた。相手がシ念能力者だった場合、カレンの力でその能力を無効化しなければならない。


    　シ念を写真に写すことでそのシ念を取りこんでしまうこの能力。使用すると、僕は気を失い、大きな隙すきが生まれてしまう欠点があるのだ。けれど今は刑事や吉良がフォローしてくれる。相手がひとりなら能力を使っても問題ない。


    　問題ない、と思いつつも足が震えた。相手が何者なのかもわかっていないこの状況。どう転ぶかなんてわかりっこない。相手はどんなやつだ？　夕ゆう顔がおは無事なのか？


    「せーの……」


    　カードキーが通され、ピ、と赤い光が点ともる。


    　ドアが大きく開かれ、


    「警察よ！」


    　吉良が叫ぶと同時に、刑事が真っ先に飛びこんだ。
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    　入ってすぐはソファが置かれた広いスペース。ソファには毛足の長い白のカバーが掛けられ、今日の新聞が置かれていた。きっちりきれいに畳たたまれている。読まれた形跡もない。


    　黒のアンティーク調のテーブルには食べかけのピザがある。宅配ピザだ。缶ビールが数本。うち半分ほどはつぶされ、だらしなく転がっている。


    　巨大な液晶テレビは点つけられており、昼のワイドショーが映しだされていた。


    《えー……国会から中継です。一昨日、東京地検特捜部から取り調べを受けていた──》


    「警察だっ、動くな！」


    　刑事が先に飛びこんでいく。まるでアメリカの刑事ドラマのワンシーンだ。そこに自分がいるという、うそみたいな現実。


    　心臓がどく、どく、と強く打つ。


    　吉き良らも、拳銃を手にしていた。


    　黒く、吉良の細い指には似つかわしくないほど無ぶ骨こつ。


    『晶しよう、どうかした？』


    「……大丈夫」


    　カメラを持つ手に力を込める。


    　拳銃を持つ両手をぴんと伸ばし、下方に向けたまま吉良が、そろりそろりと先へ進む。


    　そのあとに僕も続いた。足が絨じゆう毯たんを踏む感覚がほとんどない。


    《──水みず町まち議員本人が体調不良を訴えたために取り調べは一時中断。その後、今朝方の記者会見を開催後に、行方ゆくえがわからなくなったようです。与党側はコメントを──》


    　テレビの脇をすり抜けて、刑事がベランダに視線を投げる。


    　吉良は壁を背に、室内をぐるりと見回すと、


    「奥、ベッドルーム！」


    　声を飛ばす。


    　弾はじかれたように刑事は駈けだしていく。


    　半開きのドア。木目が浮いており、どっしりと重そう。


    「抵抗するな！」


    　金色のドアノブを握ることもなく刑事はドアを蹴飛ばした。ベッドルームへと踏みこむ。拳銃を突きだしたままなかへ。吉き良らがそのあとに続く。僕は戸口から室内を確認する。誰かがいるという気配もない。
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    『シ念も──うん、いないみたい』


    「オーケイ」


    　身体が熱かった。今にも汗が垂たれそうだ。


    　吉良のあとからベッドルームへと入った。大きなベッドがふたつ。落ち着いたベージュのベッドカバー。大きな窓にはレースのカーテンが掛かっている。室内は明るい。


    　ベッドの手前に──刑事と対面している大男。


    　ポータブルゲームでもやっていたのか、この場の空気にまるでそぐわない軽快な電子音がかすかに響いている。


    「抵抗するな、手を挙げろ！」


    　刑事が怒声を発する。抵抗するどころか男は、驚きのあまり啞あ然ぜんとした顔で、おずおずと手を挙げている。ごとん、とゲーム機が絨じゆう毯たんの上に落ちた。


    　ニット帽をかぶり、白のＴシャツにハーフパンツ。バスケットシューズを履いている。身体はがっしりしていてスポーツ選手みたいだ。あごにひげが少々、目は眠そうで、若じやつ干かん充血している。


    　男は戸惑い顔で刑事を見て、その後ろにいる僕らを見る。


    「お、お、お、これ……」


    「いいから抵抗するなっ！」


    　ふり絞るような刑事の声、両腕はぴんと伸ばされ、銃口が男を向いている。刑事の横をすり抜けて、吉良が男のそばへ近寄る。


    「手て錠じよう」


    　吉良に言われ、刑事が左手でジャケットの内側をまさぐり、黒の手錠を手渡した。


    「雨あま野のくん。……雨野くん！」


    「あ、はい」


    　あっという間の展開に、意識がついていっていなかった。なかに入る。ドアの死角になっていて見えなかったけれど、もうひとつのベッドに横たえられた姿があった。


    『──夕ゆう顔がお！』


    　カレンがレンズから飛びでてきた。夕顔は、口に猿ぐつわを嚙かまされ、両腕、両足をタオルで縛られていた。その上から針金でがっちり固定されている。


    「夕顔っ」


    　僕は駈けより、夕顔の肩をつかむ。服装は昨日と、同じだ。シャツに、ジャージ。ぐったりして動かない。


    「夕顔、夕顔！」


    　猿ぐつわを外し、僕は呼びかける。けれど夕ゆう顔がおは目を閉じたままだ。


    　どうしたんだ──焦あせる。目を覚まさない。まさか。


    『晶しよう、夕顔は!?　死んじゃったの!?』


    　僕は彼女の顔に耳を近づける。まさか、そんなわけがない。そんなわけが──。


    「……すぅ、すぅ」


    　寝息。


    　首に手を当てる──温かい。


    「生きてる……生きてます」


    『夕顔、夕顔っ』


    　カレンが夕顔の肩にしがみついている。


    　僕はその場に座りこみそうだった。よかった。ほんとうによかった。夕顔は無事だ。


    　固められた針金を外す作業に取りかかった。夕顔はぐっすり眠っているのか、まったく目を覚ます気配もない。


    「睡眠薬かしら……」


    「おそらく」


    　僕が針金とタオルに苦戦していると、後ろで刑事と吉き良らのやりとりが聞こえた。


    「あの、この男……うちの警察でとりあえず預かればいいですか」


    「お願いするわ。あとでこっちから人をやると思うけど、それまでは」


    「了解。……おら、立て」


    　刑事が男を連れて部屋を出ていく。


    「和泉いずみ夕顔は病院に連れていったほうがいいわね」


    　吉良に言われて僕はうなずいた。時間をかけて夕顔の拘こう束そくを解いた。


    「担かつげる？　それなら私の車で送るけど」


    「やってみます」


    『大丈夫なの、晶？　晶は非ひ力りきだからなあ』


    　カレンの軽口も、どこか鼻声のようだった。


    「見てろよ」


    　夕顔の腕を、僕の肩から前に垂たれるようにする。両手で夕顔の膝ひざ下したをつかみ、立ちあがる。


    『おー』


    　僕は夕顔を背負った。


    　すー、すー、と寝息を立てている顔は、子どものようだった。


    「……こんなに軽かったんだな」


    　思わずつぶやいていた。


    　左手戦闘術という格闘技の使い手であり、大の大人を相手にしても一歩も引かない実力者。それでいて、シ念が視みえる──ただ視えてしまうというそれだけで、数々のトラブルに巻きこまれた──。


    　僕は夕ゆう顔がおを背負って、部屋を出た。


    



    



    　地下の駐車場に戻り、刑事と合流することになった。吉き良らは先行し、刑事と今後のことを話すと言った。


    　僕は夕顔を背負って、吉良の車のところへ向かっていた。天井の高い、コンクリの駐車場。僕が歩くと足音が響く。


    「……んんん」


    　そのとき、僕の耳元で声。


    『──夕顔！　晶しよう、ほら、目開けた！』


    「夕顔？」


    　首だけふり返り、僕は聞いてみる。


    「なんじゃ……ここは……って、あたしは……」


    　聞きおぼえのある言葉が聞こえてきて、


    「はっ!?」


    　びくんと身体を起こす気配。


    「ななななな、なんで雨あま野の!?　おんぶ!?　これはいったい」


    「危ない、暴れるな、落ちるだろ」


    「で、でも、これは」


    『いいんだよ、夕顔。まだ身体、変でしょ』


    「う、うむ？　たしかにまだふらついて……というか、あたしはどうしてこんな──」


    　夕顔はそこまで言って、


    「そうか……シ念掃そう滅めつ機構に騙だまされて、か」


    　騙されていたことも理解しているようだ。つまり、夕顔の母親なんてどこにもいないことも……理解しているということだ。


    　僕の肩に置かれた夕顔の手から、力が抜けていく。


    　そんな夕顔に、なんて声をかけるのが一番正しいのか、僕にはわからなかった。


    「……のう雨野、あたしは──」


    「いい」


    　でも僕らにしか言えないことだってある。


    「今は、いいよ。……ゆっくりしてて、いいよ。ちょっとは甘えてくれていいんだ」


    　夕顔の身体を背負いなおす。


    　そうだ。僕もカレンも今まで夕ゆう顔がおに助けられっぱなしだった。だから今くらいは。


    　夕顔は戸惑っていた。肩に置かれた手が、強こわばっていた。けれど、


    「……うむ」


    　おずおずと僕の服をつかみ、ぎゅっ、と力を込める。


    　それでいい。たまには僕にだって君を背負わせてくれ。


    『なんか晶しよう、やたらと夕顔に優しくない？』


    　そこへ突っかかってくるシ念がひとり。


    「気のせい」


    『気のせいじゃない気がする……』


    「ほほほ、気のせいじゃよ、ほほほ」


    『な、なんで夕顔が勝ちほこってる顔するのよ！』


    「あー、雨あま野の、雨野、あたし疲れちゃったからこのまま家まで運んでくれぬかの」


    「家までだって？　そんなに体調が悪いのか。それなら」


    『晶、騙だまされないでっ！　今の夕顔の顔、こうよ、こう！』


    　僕の前に回りこんで、カレンが自分の唇の端をつかんでむにっと上へ持ちあげる。


    「カレン……にらめっこのつもりか？　あいにく他人の変顔で笑えるほど僕はおめでたくはないんだ」


    『違うー！』


    「んー、夕顔眠いー」


    　夕顔ががばりと僕に体重を預けて、僕の後頭部に頭をぐりぐり押しつけてくる。


    『見てこの確信犯ぶり！』


    　僕はため息をつく。


    「そういう場合は『故意犯』というのが本来正しい」


    『そうじゃなーい！　晶、突っこみどころが違うから！』


    「──目を覚ましたの？　ちょうどよかった」


    　そこへ吉き良らの声が聞こえた。ふり返ると、吉良と刑事がこっちにやってくる。


    　むくりと夕顔が頭をもたげた。


    「あ」


    　そして、声を漏もらした。


    「雨野くん、とりあえず彼女は病院で異常がないかチェックしたほうがいいでしょうね。それから話を聞かないといけないことがいくつかあると思うけど……って聞いてる？」


    　吉良の話よりも僕は夕顔が気になった。


    　夕顔の身体が小刻みに震えるのが、背中に伝わったのだ。


    　急にどうしたのか。具合が悪くなったのか。


    「……あ、あいつ」


    　夕ゆう顔がおは言った。


    「そこの男」


    　絞るような叫び──。


    「機構の回し者じゃぞ!?」


    　そこの男。


    　僕らの視線の先。


    　吉き良らの背後にいた若い刑事。


    　若い刑事の表情が──消えた。


    　能面のようにまっさらになって。


    「機構って──」


    　直後、僕は背後に人の気配を感じ、固いなにかが脇わき腹ばらに当てられた。


    「雨あま野の!!」


    　びりっ、という感覚が身体を突きぬけていく。


    　夕顔の声が遠くに聞こえ。


    　彼女が引きはがされるのを感じ。


    『晶しよう、後ろ！』


    　悲痛なカレンの声。


    　地面に膝ひざをついて、自動車のサイドミラーにつかまり、ふり向いた──そこに、先ほどの大男。夕顔を、太い腕で抱えていた。


    「お、前……は……」


    「寝てろ」


    　男は、スタンガンを僕の背中にもう一度当てると、スイッチを入れた。


    　僕の意識が、闇に包まれた。
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    　カレンの能力のせいで、僕はこの半月ほどで一生分の気絶を経験したような気がする。だからだろうか。気を失ってから意識を回復するまでの時間が早くなったかもしれない。


    　どん、という震動が僕の身体に伝わった。


    「う……」


    　ほおに固い感触。ぼんやりとした視界に映るのは、駐車場の地面。僕はうつぶせに倒れており、鼻先十センチほどのところに僕のメガネが落ちていた。


    『晶、起きなさいよ、晶！』


    　相変わらずの容よう赦しやのない叱しつ咤たを聞きながら、僕はのろのろと身を起こす。身体が強こわばっている。脳の中心部分がいまだ覚かく醒せいしておらず、ぼんやりとした意識。鈍どん痛つう。身体が全然機能していない。


    　メガネをかける。コンクリートに寝そべっていたせいで、身体の右半身が冷たく、重い。


    「大丈夫か……？」


    『私は大丈夫に決まってるじゃない！　それより──』


    　カメラはカメラバッグに入れていた。バッグ内のショックアブソーバーのおかげもあり、無傷で済んだようだ。


    「……こ……そこ……がすな」


    「あっち……扉……地上からもっと……」


    　複数の人間の足音。声が飛びかっている。


    「くそ……」


    　ふらつく身体。僕は横にあるワゴン車に寄りかかるようにして立ちあがる。


    　なにが起きた？　どうして僕は気絶した？


    　そうだ。夕ゆう顔がおが叫んだのだ。あの刑事のことを。あの刑事がシ念掃そう滅めつ機構の回し者だと。つまりあの大男を逮たい捕ほしたのは茶番だったということか。


    　くそったれ。


    　警察にまでシ念掃滅機構の手が回っているのか。


    「なんだよ、これ……？」


    　そこまでは理解できた。


    　けれど、今僕の目の前に広がっている光景はなんだ？


    「あいつらまだ仲間呼んでやがる！」


    「『ＦＭＱ‐９』に気をつけろ！　倒れた仲間もかばえ！」


    「連中を逃がすなよ」


    　二十人ほど。男も女も老人もいる。数人が倒れている。革のジャケットにジーンズという男もいれば、つなぎを着た女もいる。スーツ姿、和服の老人、入りみだれ──。


    「ひとり残らずぶちのめせ!!」


    　大乱闘。


    　飛びかかり、蹴りとばし、右手から光がほとばしる。


    　バカみたいな騒音が駐車場に響きわたる。


    『シ念能力者！』


    　僕の前にカレンが立つ。


    『全員よ!?』


    「どういうことだよ！」


    『知らないわよ！　晶しようが倒れてから、吉き良らが刑事に押さえつけられて──そしたらいきなり数人が乱入してきたの』


    「いったい何者だよ──」


    「星せい詠えい会かいだ！」


    　聞いたことのある声に僕はふり向く。こちらに向かってくる小柄な男。肉付きはがっしりしており、まるで小さな戦車だ。


    「星詠会が能力者、角かく田た、参る！」


    「ちょ……ちょちょちょっと！」


    　先日、僕がシ念掃そう滅めつ機構と通じていると勘違いし、襲ってきたシ念能力者だ。「病魔の両腕アームド・イン・シツク」という名の能力。両腕に病原体のようなシ念をまとわりつかせる。その腕に触れると、急な熱病にかかったように感じられる──。


    『晶、逃げて！』


    　僕は駐車されている車を盾たてにして角田から逃げる。逃げた僕を追いきれず、角田の身体がワゴン車に突っこんだ。くぐもった衝突音が響き──、


    「おのれ、ちょこまかと……」


    　ワゴン車のフロントがべっこりとへこんでいた。


    『う、うええ、あの人ほんとに人間？』


    　僕もその点については非常に疑わしく思うのだけれど、そんな話をしている場合ではない。


    「なぜ……僕らを攻撃する！」


    「貴様、やはりＷＣＯに通じておったな。ここにこうして、シ念掃滅機構とともにいるのがなによりの証拠！　ぬうっ」


    　角田に、細身の男が飛びかかる。手にはなにも持っていないように見えるが、角田は小さな身体を器用に転ばせて男から離れる。直後、なにも持たないはずの男の手が、ワゴン車のフロントガラスを粉々にうち割った。


    　黒人の男だった。ドレッドヘアにカラフルなビーズをめいっぱいつけている。だぶだぶの紫のパーカーには金色で夜や叉しやのプリント。


    「この野郎アスホール」


    「雨あま野のをかばうか、貴様！」


    「僕は知らないよ、そんな男！」


    　どうやら──シ念掃滅機構と星詠会の集団戦となっている。星詠会も、ここに夕顔がいることをつかんで踏みこんだのだろうか。そしてそれが、運悪く──あるいは運良く、僕らの踏みこんだタイミングと重なった。


    　刑事は前もって機構に連絡を入れていたのだろう。応援をよこすように、と──。


    　そして角田は、僕が機構の応援を呼んだと勘違いした。


    『晶しよう、逃げようよ！』


    「待てカレン、夕ゆう顔がおは──」


    　僕は車の陰に身を寄せながら、たずねる。


    『……さらわれちゃった』


    　カレンは顔をうつむけた。


    『さらわれちゃったよ。まただよ。さっきのあのでかい男に、夕顔が……』


    「……わかった。あと吉き良らさんは？」


    『あいつ、逃げたのよ！　星せい詠えい会かいが突っこんできた隙すきを突いて、あの刑事から逃れて──こっちを見向きもしないで逃げたの！』


    　やはりそうか。


    『あいつやっぱり信用できないわ。晶を助けもしないで──』


    「その話はもういい」


    『なんで晶はそんなに平気な顔してるのよ!?』


    　吉良ならそうするだろうと思っていた。順当な判断と言うべきか。気を失っている僕を担かついで逃げることなんてできやしないし、それならひとりでも逃げきったほうがいい。そうすれば助けを呼ぶことができる。挽ばん回かい策を練ることもできる。


    「後で説明する。今は逃げよう」


    　角かく田たがドレッドヘアの黒人と戦っているうちに。


    　駐車場から地上へつながる道は、シ念掃滅機構が塞ふさいでいる。刑事と大男の姿は見あたらない。夕顔はもうこの駐車場にはいないのだろう。


    　非常階段は星詠会が押さえている。


    　であれば──、


    「エレベーター」


    　僕は車の陰から陰へと走り、コンクリートの柱の陰に身を寄せた。さっき、ホテル内に行くのに使ったエレベーターまで二十メートルほど。エレベーターのドアは閉じられている。エレベーターから星詠会の陣取る非常階段は近い。障害物もないために僕が近づけば彼らにすぐに気づかれるだろう。


    『どうするの!?』


    「ちょっと待って、考えてる」


    　スタンガンによる身体のふらつきはもうだいぶいい。エレベーターまで走っていくのに五秒ほどか。それなら走りきれる。だけど、ボタンを押して、エレベーターが来るのを待つ余裕は与えてくれないだろう。


    　どうする。


    『晶、あれ！』


    　そのとき、不幸続きの僕にも幸運がやってきた。エレベーターのランプがぽつりと点ともった。誰かが駐車場に下りてきたのだ。


    　チャンス──。


    　チン、と音がして、スローモーションのようにゆっくりと扉が開く。


    　スーツ姿の中年男性。手元の書類に目を落とし、黒のアタッシュケースを持っている。目の前で繰りひろげられている戦いに、まだ気づいていない。


    　僕は走りだしていた。灰色の駐車場にもたらされた、金色の光。


    　走れ。走れ。走れ。


    　まだ誰も気づいていない。非常階段の星せい詠えい会かいは、戦いに専念している。


    　走れ。あと五メートル。スーツの男はようやく異状に気づき、エレベーターを出たところで立ち止まる。


    「どいて！」


    　僕は叫ぶ。男がこちらを見る。非常階段の星詠会も初めて僕に気づく。そして、シ念掃そう滅めつ機構の連中も──。


    『──晶しよう』


    　カレンがつぶやいた。


    『あいつがいる！』


    　僕がエレベーターに到達する直前、シ念掃滅機構の人垣をかき分けて現れた、男。


    「そろそろ幕引きにしようナウ・ザ・シヨウ・イズ・オウヴア」


    　ちりちりの髪をオールバックにし、目元を濃いサングラスで覆おおっている。ストライプのスーツは仕立てもよく、なぜか肩からストラップでラジカセを吊るしている。


    　ハロルド・ガブリエル。


    　シ念掃滅機構でも──世界でも指折りの、シ念能力者。


    　シ念能力の総合ランクＡＡダブルエー。


    　ハロルドはすでに、両手を開いて前に突きだしていた。


    　その手の先には、星詠会、そして彼らと戦うシ念掃滅機構の面々。


    （仲間ごとやる気なのか!?）


    　あの攻撃を食らえばどうなるか、僕はわかっていた。紫の電撃。身体中をむしばみ、力を奪っていく。ここにいる全員の力を奪う──。


    　星詠会の人間は、誰もハロルドに気づいていなかった。


    　僕は、


    「ハロルドッ!!」


    　足を止めていた。


    　今ならエレベーターに飛びのれる。間に合う。


    『晶しよう……晶、逃げてよ！』


    　でも。


    『晶ってば!!』


    　このとき、僕の脳のう裏りには萬ばんの顔がよぎっていた。


    　警察署でずぶ濡れだった。かつては僕らに手を貸してくれ、いっしょに戦ったこともあった男。そして傲ごう慢まんで、戦闘好きで、人のことを簡単に見下す──いやな野郎。その萬が、しょげかえっていた。薬のせいだ。シ念掃そう滅めつ機構がばらまいている薬のせいで。


    　ハロルドを放っておけば、星せい詠えい会かいは全滅する。


    　萬のような被害者が、増える。


    　カメラを抜きだし、ピントを無限遠に合わせる。


    　ハロルドの両手が紫色の光をまとう。


    「この隙すきに逃げろ！」


    　声に気づいた角かく田たがはっとして僕を見る。


    『あいつの攻撃、私たち防げなかったのよ!?』


    　紫色の光が、電撃に姿を変える。


    　今なら行けると僕は確信していた。辛つらい戦いを経て、新しい力を手に入れた僕ら。ふたりで手に入れた力じゃないか。


    「僕たちは強くなった。そして、もう負けるわけにはいかない──夕ゆう顔がおのためにも！」


    『ああっ──もう』


    　カレンの姿がかき消え、


    『この頑固者！』


    　カメラの重みが増した。頑固者。まったくそのとおり。


    　でも頑固なのは君だって同じだろう？


    　僕がシャッターボタンを押した瞬間。


    「紫電閃爆パープル・イクスプロージヨン」


    　冷徹なハロルドの声が、僕の耳にも届いた。


    



    



    　周囲に降りたつ暗闇。


    　あちこちにちらちらと光るシ念。


    　斧おのの形状、病魔の霧きり、球、緑の蝶ちよう。


    　その一番向こう。巨大な紫。禍まが々まがしく輝いて。


    　立ち向かうべく現れた七枚の刃。いつになく巨大で。剣の形に近く。


    　光を纏まとい。


    　円を描いて整列した。


    　そして紫の爆発が始まり、紫の光が奔ほん流りゆうとなるそれを。


    　切り裂いた。


    　刃が舞い、すべての光を切り裂いていく。


    　光に呑まれ、いくつかの刃は消滅する。


    　しかし、最後の一本が消えるよりも早く、紫の光は最後の灯火となっていた。


    　光が飛び散る。


    　紫が。緑が。白が。あらゆる光が。破裂した風船のように。


    　飛び散った。


    　光を失った空間は──。


    　闇に沈む。


    



    



    　視界が戻ったとき、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ星せい詠えい会かいの能力者たちが見えた。


    「……逃げ、ろ……」


    　ハロルドはまだ何発もあの攻撃を撃てるはずだ。もうあれを防ぐ術すべはない。


    『晶しよう……晶！』


    　カレンの能力を使った反動で、僕の意識が闇に呑まれていく。ふらりと揺れた上体。背中がコンクリートの壁にぶつかり、そのままずり落ちていく。


    　意識を失う直前、ぽかんと口を開けて僕を見ている角かく田たが目に入った。


    　くそ。そんな顔してて逃げそこねたら怒るぞ──。


    　そして僕は意識を失った。
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    　僕は何事においても理解が早い人間だと思っていたけれど、最近よくわからないことが増えてきた。カレンのことだってそう。僕は夕ゆう顔がおを救いに神かん発だつ緑園都市に来た。けれどここにはカレンの兄である夜や木ぎ坂ざか慶よし幸ゆきのシ念もいる場所であり……僕はカレンに……。


    『……あ、目が覚めた』


    　目を開くと、ぼんやりとした木目調の天井が見えた。


    『メガネは枕まくら元もと』


    　身を起こす。僕は布団に寝かされていた。メガネをかけると、そこは和室だった。鼻をつく線香のにおい。


    「寺……？」


    　そばに座っていたカレンはぶすっとした顔でうつむいている。


    「カレン？」


    　再度声をかけると、カレンは口を開いた。


    『私たちはハロルドの攻撃を防いだ。そのおかげで星せい詠えい会かいは逃げるチャンスをものにした、ってところ。で、あの人たちが逃げるついでに晶しようも連れてこられたってわけ』


    「ついで、か。捨て猫でも拾うみたいだな」


    『星詠会に参加しているお寺みたい、ここ』


    　襖ふすまで仕切られている部屋だった。縁側はガラス戸で、寺の中庭が見えた。あまり手入れがされておらず、樹木の枝は伸び放題。雑にカットされた髪の毛みたいだ。


    「……夕顔は、またさらわれたんだよな」


    　カレンは黙っていた。


    「また、君のお兄さんからも遠のいてしまったか」


    　すると、カレンは立ちあがった。


    『あなたね……』


    　それは怒っているような口調。


    『あなた前から思ってたけど、自分のことを簡単に投げだしすぎなの。誰かを救うことは結構。でもね、考えなしに行動するのは止よして。どうしてそんなに簡単に自分を捨てちゃうの。捨て猫って今言ったけど、あなた、捨て猫よりひどい。だから──私、言ったのに。荷物をいっぱい背負わなくていいって……言ったのに』


    「…………」


    　僕に背を向けて、カレンは縁側に立った。


    『ふだんいろいろ考えてるふりしてるから、なにも考えないときのギャップが怖いの……。今回はたまたまうまくいった。ハロルドの攻撃を防げた。でもあのとき、あの瞬間、ハロルドの攻撃を防げるなんていう保証はどこにもなかった』


    　そのとおりだった。


    『それをあなたは、一瞬の感情だけで決断した。あのとき私が反抗したらどうするつもりだったの？　私は、あなたの言うことに必ず従うものだと思ってるの？　そうやってあなたが自分を軽く扱うってことは、私だって軽く扱ってるってことだよね？　私は──』


    「……もういい」


    　感情が出ないように言ったつもりだった。けれど、カレンははっとした顔でふり向いた。


    　軽くなんて扱っていない。あのときハロルドの攻撃を防げると思ったのは──。


    「わかった、君が正しい」


    　シ念掃そう滅めつ機構の能力者であるルージュとノワールを倒した僕ら。いっしょに「強くなりたい」と願った僕ら。新しい力を手に入れた僕ら。


    　僕らは強くなったんだ。


    　そうじゃないのか？　その力を信じることのなにがいけないんだ？　ハロルドの攻撃を防げる保証なんて、たしかにひとつもなかったよ。けれど僕らは強くなったんじゃないのか。


    「今後……気をつけるよ」


    　カレンが僕を見つめている。僕はカレンと目を合わせられなかった。


    『……うそ』


    「なにが」


    『晶しよう、自分が悪いなんて思ってない。今後気をつけるつもりもない』


    「思ってる」


    『うそ』


    　うそだ。うそに決まってる。だけれどそれを認めるわけにはいかない。


    　ケンカをしたくないというのが本音かもしれない。僕が我慢をして済むのならそれでいいじゃないか、と。


    　どうして僕はこんなに臆病なんだ。どうして。


    　今さらながらに僕は感じているのだ。根拠なんてない。ただ、なんとなく──カレンが近い将来消えてしまうのではないかと感じている。


    「うそじゃないよ。僕が悪かった」


    　そう──以前僕の目の前で、幼なじみである結ゆう城き美み莉りのシ念がその姿を消したように。


    『……晶？』


    　カレンがこちらに近寄ってきたので、僕は強制的に感情を脳から追いだした。思考も無理矢理消しさる。黒板消しをかけるみたいにきれいに。


    　笑え、僕。気づかれないようにしないと。カレンにだけは。


    「なんでもない。すまなかった」


    　笑ってみせた。


    　臆おく病びような僕のうそっぱちの笑顔は、割りとうまくできた。


    　けれど、黒板消しをかけたとしてもチョークの粉は残るのだ。


    



    



    　近づいてくる足音は、どす、どす、どす、とまるで無遠慮だった。


    　縁側のガラス戸がからりと開かれて、そこには小柄な男。


    「……目覚めたようだ」


    　角かく田たは相変わらずの作業着姿だった。


    「僕を介かい抱ほうして、あなたになんの得が？」


    「損得では動かぬ。そこに義があるかどうかだ──助けてくれたことには礼を言う。ハロルドに気づかぬまま、我々は全滅するところだった」


    　角田は深々と頭を下げた。僕とカレンは顔を見合わせる。


    「起きられるか？　ついてきてほしい。君に来客だ。ひとりはごく当然の。もうひとりは驚きの客だ」


    　僕は角田に促され、立ちあがった。身につけているのは昨日からずっと同じシャツとズボン。さすがにそろそろ着替えたかった。雨に濡れ、ルージュとノワールと戦い、神かん発だつ緑園都市へ来て、駐車場を転がされ──。


    　いや、夕ゆう顔がおのことを思えばそんなことを言っていられない。


    　布団の脇に置かれていたカメラを手に取る。角田に続いて部屋を出る。


    　縁側を伝って歩いていく。そう広くはない寺だった。本堂には如によ来らい像が安置されている。天井には曼まん荼だ羅らが描かれ、金色の装飾が吊りさがっている。


    　人ひと気けはなく静まりかえっていた。


    　本堂の裏手、別の家屋に入る。


    「角田です。雨あま野の晶しようをお連れしました」


    　明かりのない廊下、襖ふすまに向かって角田が言った。入れ、という和泉いずみ清せい玄げんの声が聞こえると角田は襖を開いた。


    　寺には似合わない、洋風の応接室。革張りのソファに腰を下ろし、首だけふり向ける和泉清玄。相変わらず凶悪な顔つきに、スキンヘッドとダークブルーのシャツ。目元にサングラスこそなかったが、「神職」と言われても絶対に信じられないような格好。


    「君とはよく会うな……俺は望んじゃいなかったが」


    　苦い表情。


    　そして清せい玄げんの対面に、吉き良らがいた。


    「吉良さん──」


    「星せい詠えい会かいにさらわれたのかと予測していたんだけど、むしろ救助されていたようね」


    　助けに来てくれたのだろうか、と思った僕の浅はかさを笑う言葉だった。資料を読むような、いつも以上に感情のない声だった。


    　その吉良が、横に目を向ける。


    　──驚きの客。


    　ああ、たしかにこれは予測できなかった。もちろんのこと僕は彼とは初対面なのだから当然かもしれない。


    『あれ？　この人……』


    　カレンも見覚えがあるようだ。ただしカレンのなかで彼の姿はいまだ十年前のものだろう。


    　肩書きを言うなら「国会議員」。こうも呼ばれている──「政界のフィクサー」と。


    「水みず町まち敬けい助すけさん、ですね」


    　ほとんど白髪になっている髪の毛を後ろになでつけ、恰かつ幅ぷくのよい身体をグレーのスーツに包んでいる。顔には深いしわが刻まれ、ぎょろりとした目が爛らん々らんと光る。


    　報道機関が血ち眼まなこになって追いかけている男。そして、東京地検特捜部から取り調べを受けている男でもあり、衆しゆう人じん環かん視しのなか、姿を消した人物でもあった。
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    「座ったらどうだ」


    　辣らつ腕わん政治家を思わせる偉ぶった声ではない。知的であり、一方で底冷えするような冷徹な声音。僕は黙って清玄の隣に腰を下ろした。


    　低いテーブルには湯飲みが三つ。どれも口をつけられた様子はなく、冷めていた。


    『そっか……テレビのなかで見たんだった。この人、前はなんとか大臣だったよね』


    　僕はカレンにだけわかるよう、小さくうなずく。


    　吉良が呼んだのか？　おそらくそうだ。しかしなんのために。


    「吉良くん、君の用事はこれで終わりか」


    「はい」


    「それではあとは、俺と和泉いずみの話だな」


    　俺と和泉。水町と清玄は顔見知りなのか。


    「手打ちにしろ」


    　水町は、余計な修飾語をつけずに言った。


    　上うわ目め遣づかいに清玄をにらみつけて。


    「無理だ」


    　清せい玄げんの返答も簡素だった。


    「これ以上争ってどうする。怪け我が人にんばかり量産し、繁はん盛じようするのは医者ばかりさ」


    「引くに引けねえ局面、曲げるに曲げられねえ信条ってもんがある」


    「機構に詫びを入れさせる」


    「それを確約できんでしょうが」


    　短い言葉のぶつかり合い。


    　部屋がまた、しん、と静かになった。


    　シ念掃そう滅めつ機構と星せい詠えい会かいの争い、その調停役として水みず町まちは呼ばれたのだろうか。


    　ならばその手引きをしたのは吉き良らだ。政治家を介入させて事態を解決しようとしている。その吉良は、まるでこんな話し合いになど興味がないとばかりに目を伏せている。


    「和泉いずみが粘ねばるのは、『星詠会』とかいうわけのわからん旗のせいだ。旗下に集つどう連中を思っているんだろう。だが、それはそれ、これはこれだ」


    「違う」


    「メンツを通さなきゃならんのはお前じゃない。俺のほうだ。そうだろう？」


    「あんたはＷＣＯに絡む野党議員が目め障ざわりなだけだ。ここでＷＣＯがシ念のことをぶち上げたら、日本中が大騒動。その台風の目に連中がいるのが、気に食わないんだろう」


    　清玄は憤然と言いはなつ。


    『晶しよう、どういうこと？』


    　わからない顔のカレンに、僕は思考を伝える。


    （うん……そうだな。僕らの思っていた以上に、ＷＣＯの研究に政治家が関与していたってことかな。それは資金を提供するという意味ではなくて、研究所設置の認可を出しやすく手を回したりとかそういうこと。代わりに、ＷＣＯがめざましい成果を挙げたときには、自分たちがその情報を一手に握り、世論を誘導する……）


    　シ念掃滅機構が夕ゆう顔がおをさらうなんていう、大胆な行動を起こせたのも、政治家のバックアップがあるからなのだ。問題が起きたら、かばってくれる立場にある人たち。


    「話にならん」


    　ふんぞり返って水町は腕を組んだ。ソファが沈みこみ、ぎぃ、と音が鳴る。


    　そして水町は──僕を見た。


    「雨あま野の晶」


    　いきなり話を向けられた。


    「はい」


    「君にも質問がある」


    　僕に質問？


    「俺は大体君の事情を知っている。それで……君はどうしたい。ひとつだけ選ばせてやると言われたらどうする」


    「……なにをですか」


    「このことでさっきから和泉いずみともめちまってるんだ。で、君に選んでもらうのはどうかと思ってな」


    「僕に？　いったいなんのことです」


    「あらかじめ言っておく」


    　水みず町まちは身を乗りだした。左肩からぐいと僕に近づく。


    「三つのうちひとつだけ選べ。その代わり、それを叶かなえたらほかのふたつは絶対に叶うことはない。それが──ハロルドと俺が交わした約束だ」


    　ハロルドと交わした約束──水町がハロルドと接触した？


    　シ念掃そう滅めつ機構と星せい詠えい会かいの調停をするのなら、シ念掃滅機構でも有力者であるハロルドに接触したのは当然──。


    　爛らん々らんとした目で、水町が僕を見すえる。


    　なんだ。


    　水町はなにを言おうとしている？


    「三つとはなんですか」


    　急に喉のどが渇いた。僕はかすれる声でたずねた。


    「ひとつ、機構と星詠会の調停」


    　僕はうなずく。それは予想できたこと。


    「ふたつ、和泉夕ゆう顔がおの身柄引きわたし」


    　水町はじっと僕の目を見たまま、離さない。


    　そして、三つ目。


    「最後──夜や木ぎ坂ざか慶よし幸ゆきのシ念と、夜木坂恋れんのシ念との再会」


    



    



    　また、部屋が静まりかえった。不思議なくらい物音ひとつない。ひとりひとりの呼吸音まで消えてしまったよう。


    　水町は、カレンと、慶幸とを会わせると言ったのか？


    　いや、そもそも夕顔さえ救えれば、星詠会とシ念掃滅機構は争いを止やめるのでは？　違う、そうじゃない、星詠会は仲間が襲われたことに怒っているのだ。それならどうしてカレンの話が出てくる？　カレンの望みを叶えることと、夕顔のこととは関係ないんじゃないのか。


    　僕の疑問を察したように、水町はつけくわえる。


    「俺はな、これでも『フィクサー』だなんて呼ばれてよ、多少は力を持ってる。一個だけなら叶かなえてやれる。魔法は一回こっきりだ。だがその代償で、残りふたつは叶わない。そんなら、どれがいい？」


    「どれがいい、って──」


    　争いを収めることで、多くの人々が傷つかない道を選ぶか、夕ゆう顔がおを救うか、カレンの願いを叶えるか──どれかを選べと言うのか。


    　なぜ僕にそんな重要な選択をさせる？　水みず町まちと清せい玄げんの思惑はどこにある？　僕は──僕はただの高校生なのに。


    『夕顔を助けて』


    　カレンが、僕の腕をつかんだ。強い力だった。


    『当たり前でしょ。なにを悩んでるの。晶しようだってわかってるでしょ──夕顔は、夕顔だけは一方的な被害者なの。ただ、人とちょっと違う目を持ってるっていうだけで、さらわれたのよ！　お母さんのことをだしに使われて、傷つけられて──』


    　僕はカレンを見つめる。今にも泣きだしそうなカレンの顔だった。


    　待て。待ってくれ。話が急すぎる！


    「──さあ、どうする」


    　水町が僕に迫る。


    　吉き良らは無表情ながらも、目の端でこちらの様子をうかがっている。


    　清玄はまぶたを閉じ、両腕を組んでじっとしている。


    　カレンが僕の腕をつかんで離さない。


    「僕は……」


    　多数の平和。


    　夕顔の安全。


    　カレンの幸福。


    　どれを選ぶ──。


    「僕は」


    　水町に、答えた。
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    　黒服のボディーガードに囲まれ、水町は去っていった。ぴかぴかで黒塗りの車だった。吉良もそれについていった。


    　寺に残された僕、いまだ部屋のソファに座っている清玄。


    「和泉いずみさん、僕は……」


    「君は悪かねえよ。悪かねえさ」


    　冷えたお茶をがぶりと飲んで、清せい玄げんは立ちあがった。


    「疲れたろう……。この寺で休んでったらいい」


    「でも」


    「大人の問題に巻きこんじまって、すまねえな」


    　清玄はそう言うと、部屋を出ていった。


    　そしてまた部屋に物音が絶えた。ソファのひとつにカレンが座っている。膝ひざの上でほおづえをついて、ふてくされた顔で。


    「……君は」


    『信じられない』


    　カレンは僕の顔を見ずに言う。


    『どうしてあんなこと言ったのよ。あんな──「選べない」だなんて！』


    　そう。僕は水みず町まちに「選べない」と答えた。カレンはそれが気に食わないと言う。


    　水町とハロルドがどんな話をしたのかはわからない。けれど、どうしても、夕ゆう顔がおの問題とカレンの問題が結びついていることに引っかかっていた。もし夕顔を救うことで永久にカレンが慶よし幸ゆきのシ念と会えないのなら──そんな簡単に選んでもいいものなのか？　僕にはわからなかった。とどのつまり僕は、なにかを得るために、別のものを失うことに恐怖を感じたということなのか。それが「大人の問題」なのか──。


    『関係ないじゃない……星せい詠えい会かいとか掃そう滅めつ機構とか、あの人たちの争いは、あの人たちが覚悟してやってることでしょ？　それは私たちに関係ないもの。だったら晶しようが迷ったのは私のことか、夕顔のこと。だから言ったのに。夕顔を助けて、って』


    「…………」


    　問題はそんなに単純じゃない。シ念掃滅機構がそもそも星詠会に争いを仕掛けたのは、夕顔が目的だった。夕顔を手に入れるために、和泉いずみ清玄を夕顔からひき離さなければならなかったから。


    　シ念掃滅機構からすれば、抗争を収めるのは簡単なことだ。もう自分から攻撃する理由もないのだから。シ念掃滅機構のメリットが大きく、星詠会が一方的に不満を持つ。


    　夕顔を助ける選択は、星詠会にとってはあまり関係がないことで、シ念掃滅機構が一方的に損をする。


    　このふたつのどちらかを選択した場合、その後なにが起きるか想像もつかなかった。莫大な金でも動くかもしれない。争いが激化するかもしれない。僕の思いもよらないような要求があるかもしれない。僕の選択が、とんでもない事態を引きおこすかもしれない。


    　では三番目はどうだ。カレンと夜や木ぎ坂ざか慶幸の再会。するとたぶん──シ念掃滅機構ではなく、夜木坂康こう太た朗ろうが一方的に被害を受ける。カレンと慶幸が会えば、願いが叶かなった慶幸のシ念も消えるはず。夜木坂さんは、慶幸を失うとどうなる？


    　十年前からシ念掃そう滅めつ機構と関わるようになった夜や木ぎ坂ざかさん。神かん発だつ緑園都市にやってきて、光学研究を行おこなってきたのだろう。それは、神発緑園都市に誘致されてきた企業の顔ぶれからも想像できた。でもそれは、なんのために？


    　慶よし幸ゆきのシ念の実在を、証明するためだ。


    　ほんとうの子のようにかわいがっていた甥おい。死してなお、思いがこの世に遺のこっていた。その彼の思いが今でもこの世に遣っていることを証明しようとした。


    　そのために──夕ゆう顔がおが必要だった。夕顔の目の構造を、光学的に研究することで、慶幸のシ念が実在することを証明したかった。


    　夜木坂さんは、シ念掃滅機構の研究チームでも結構な地位にあるのだろう。だからこそ、慶幸のシ念が消滅すると、夜木坂さんのモチベーションは著いちじるしく低下する。研究チームを辞めてしまうかもしれない。それは、シ念掃滅機構にとっての損失。


    　この三つは、関係しているようで、関係していないようでもある。大きな利害関係があることだけは間違いない。どれかひとつを選ぶことで、もしもほかのふたつの願いが叶かなわなくなるのなら──夕顔を助けるために、カレンの願いを捨てることは、やはりできない。


    「……選べない、という答え以外なかった」


    　僕はカレンに言った。すると、


    『わかってるの』


    　ソファに座ったまま、正面を見つめてカレンが言う。


    『晶しようが、私を消したいって思ってることくらい』


    「なっ──」


    『夕顔を助けたせいで、私がずっと消えないままだったら困るから、迷ったんでしょ』


    　啞あ然ぜんとする僕の前で、カレンはごろんとソファに転がった。


    『そんなに私は邪じや魔まなんだねー……』


    「そ、そんなわけないだろ!?　なんで急にそんな話になったんだよ！」


    『じゃないと納得できないもん。晶が迷う理由なんてそれしか考えられないから』


    　ソファに転がったままのカレンが僕をにらむ。


    「君は……君はなにもわかってない」


    『そうやって私をわからないやつ扱いするんだ』


    「僕がなにも考えてないとでも思ってるのか？」


    『晶はいつもそう。説明する説明するって言いながら、教えてくれるのは全部終わってから。私を理解するとかそんなこと言っておいて、結局なんとも思ってない』


    「違う！」


    『晶が──晶が大事なのは自分だけなんだよ！』


    「────」


    　カレンの言葉が僕を貫つらぬいた。あえぐように僕の喉のどが不規則な呼吸をする。


    　僕は──自分だけが大事……？


    『……ほら、自分でも気づいてる』


    　そうなのか？　僕は自分だけが大事なのか？


    　臆おく病びような僕は、カレンに、僕の思いが伝わることを恐れた。カレンの願いが叶かなうかもしれないという今、どういう態度をとっていいかもわからない。カレンの気持ちに迷いが出ないように、僕の思いを伝えたくなかった。


    　……そうじゃない。


    　僕はつらいことを直視したくないだけだ。カレンがどこかに消えてしまうかもしれない現実を。カレンに消えてほしくないと今の僕は思っている。消えてほしくない。消えてなんかほしくないと。


    『……教えてよ』


    　カレンが立ちあがった。


    『あなたの考えてること』


    　僕を見つめ、こちらへ足を踏みだした。


    「……止やめろ」


    『どうして。私には知る権利がある』


    「君にそんな権利などない」


    　カレンが近づく。三メートル。二メートル五十センチ。


    「来るな！」


    　びくりとして、カレンが立ち止まった。二メートル。僕の思考の安全圏。


    「頼むから……」


    『…………』


    　カレンが僕を見ている。真剣な目。カレンはなにに真剣なのか。自分の願いのこと？　僕のこと？　夕ゆう顔がおのこと？


    「カレン、僕は──」


    　瞬間、カレンが足を踏みこんでくる。僕は反射的に手を伸ばす。ソファの横。サイドテーブルに置かれたカメラ。


    『晶しよう──』


    　僕はレンズキャップをつかんでいた。レンズにはめ込む直前、カレンと視線が合う。


    　悲しそうな視線と。


    　キャップをした瞬間、カレンの姿が消えた。


    



    



    　　　　　　　４


    



    　寺にいるのも落ち着かず、カメラを持って外へと出た。レンズのなかに、カレンは戻っていたから静かだった。レンズに入っていると、思考が勝手に伝わることはない。


    　カレンをレンズに押しこめてしまった。どうしてこんなことになったのか。どうしてカレンはあんなふうに、無理矢理僕の考えをのぞこうとしたのか。今までそんなことなかった。


    　レンズに閉じこめられるのをカレンは嫌っていた。だからレンズキャップをすることはほとんどなかった。今、カレンはなにを思っている？


    　初めて感じる断絶。


    　僕の指先はレンズの鏡きよう胴どうに触れているのに、心はもうつながっていない。いや、そもそも最初から心なんてつながっていなかったのか。


    　坂道を歩いていた。夏に向けて日に日に強くなっていく日差し。家の敷地から路上へとはみ出している柿かきの木。その青い葉が、アスファルトに濃い影を落としている。じとりと背中に汗をかいていた。ぬるい風が吹いていった。


    　カレンは怒っている？　寂しがっている？　怖がっている？　ふてくされている？　レンズのなかで。暗闇のなかで。僕を憎んでいるのか。


    　僕の考えが、カレンに知られるのが怖かった──。


    　道をいくつも曲がっていった。考えども考えどもなにも思いつかなかった。夕ゆう顔がおを助けなくちゃいけない。カレンの願いを叶かなえなくちゃいけない。どっちを優先したらいいのか。どっちも、なのだ。


    「────」


    　考えごとをしていたら、どん、と誰かにぶつかった。


    　はっとして顔を上げて、


    「あ……すみません」


    　と言いかけた僕はその場に凍りつく。


    「久しぶり？」


    　小首をかしげながらたずねてくるのは──少女。


    　丈たけを切りつめたジーンズからはむっちりとした太もも。背はすらりと高く、大きな胸がＴシャツを押しあげている。


    　金髪、そばかす、挑発的な青い目──。


    　僕はつばを呑みこんだ。


    「ドール……！」


    　シ念掃そう滅めつ機構の能力者、ドールのシ念だ。


    



    



    　二、三歩後じさってシ念と距離を置く。その僕を、シ念は愉快そうに見ている。目を細めて、口の端をゆがめて。


    「そんなにいやがることもないと思うです？」


    　相変わらずのおかしな日本語で話しかけてくる。ロシア人の能力者。本体の見た目は背の低い少女だった。シ念能力を使う反動で、身体の成長が止まってしまっている。


    「本体はどこにいる！」


    「どっか、その辺？　あぁー、うん、でも捜しても無駄。っていうくらいには遠い？　だからあんまり言葉が上う手まく伝わらない……難しいね」


    「なにしに来たんだ」


    　重ねてたずねると、シ念は手を叩いた。


    「そう、雨あま野のを殺しに来ました」


    「!?」


    　さらに一歩ぶん距離をとる。すると──シ念はけらけらと笑いだした。


    「バカですー？　そんなわけないんよ。町中で堂々と人殺し？」


    　周囲は静かな住宅街だ。
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    　出歩く人間はほとんどおらず、ときどき車が通りがかるくらい。


    「……お前、なにがしたいんだ」


    「警告」


    　突とつ如じよとしてシ念の表情が、なくなった。


    　機械人形のようにのっぺりとして、言葉を発する。


    「これ以上、ＷＣＯに関わるな。お前がいるせいでぐちゃぐちゃになる。夜や木ぎ坂ざか恋れんのことはあきらめろ。和泉いずみ夕ゆう顔がおも殺しはしない。星せい詠えい会かいにも首を突っこむな。以上」


    　関わるな、だと？　それは──僕が夕顔を助けにあのホテルに行ったせいなのか。星詠会に保護されたことによるのか。あるいは水みず町まちがなにか言ったのか。


    　わからない。


    　でも、ドールに言うべき答えは知れている。


    「……断る」


    　水町の突きつけた選択肢を、僕は「選べない」と言った。


    　だけれどそれは、あきらめるということじゃない。


    　夕顔のことが……カレンのことが、大事だから選べないのだ。


    「夕顔を救う。カレンの願いも叶かなえる。お前たちの指図は受けない」


    　カレンに嫌われたかもしれない。


    　でも。


    　それでもやっぱり僕は、カレンの願いを叶えてやらなくちゃいけないんだ。


    　そう、カレンと約束したのだから。


    「はー」


    　僕が言うと、ドールのシ念は腰に手を当ててため息をつく。


    「雨あま野のは痛いの好きです？」


    「……なんだって？」


    　シ念の口からこぼれたその音は、


    「チッ」


    　マウスのクリック音のようだった。


    「────」


    　僕はこの瞬間、ドールに与えられた通り名を思いだした──「五つ数える爆弾魔フイフス・カウント・ボマー」。


    「チッ」


    　シ念の人形を爆弾として攻撃する能力。ただし相手の「思いの力」に人形の波長を合わせる必要があり、かかる時間が五秒。


    「チッ」


    「くそっ！」


    　僕は身を翻ひるがえして走りだした。


    　あれに直撃された夕ゆう顔がおは、意識を失い目を覚まさなかった。今もし僕が食らったら──。


    「チッ」


    　逃げろ──逃げろ！


    　すぐ背後に足音。雨あま野の晶しようの姿に形を模した人形が迫る。


    「チッ──」


    　光。


    　直後、爆音。


    　爆風にあおられ、僕の足が宙をかく。


    「あああああっ！」


    　カメラを両手で抱え、アスファルトに肩から突っこむ。衝撃が肩から骨に響く。その場に転がる。三回転くらいして、横向きで止まった。


    　爆音のせいで耳がきーんとしている。身体が衝撃にしびれている。


    「……う」


    　右手をそろそろと動かしてみる。痛みは──、


    「つっ！」


    　肩が痛い。でも、それだけだ。視界のすぐそこ、アスファルトの上に転がっているメガネを手にして、かけ直す。


    「くそ……」


    　地面に手をついて身体を起こそうとした。頭がふらふらする。だけれど、大丈夫、なんとか動ける。電柱に手をついて起きあがる。大丈夫。直撃は免まぬかれた。


    「────」


    　爆発に気がついたのか、路上に数人が集まっていた。僕を見て、こちらに歩いてくる。


    「すみません……なんでもありませんから」


    　シ念のことは一般人は知らない。余計な混乱を招きたくない。しかも警察でも呼ばれた日には、あの刑事がやってくるかもしれない。


    「すみません──」


    　と僕が言って、やってきた中年の男を避けようとしたとき、


    「チッ」


    　耳元で、音が聞こえた。


    　男の顔は、僕の顔に変わっていた。


    



    



    　走りだした僕を追ってくる新たなシ念たち。足がふらつき、もつれる。転びそうになった瞬間、背後で爆音。僕の身体は三メートルほど吹っ飛んだ。


    「がはっ」


    　両手でカメラを抱かかえるのが精一杯。背中を地面に思いきり打ちつけた。シャツの裾すそはちぎれ、肘ひじの上をアスファルトにこすった。焼けつくような痛みとともに、血がにじむ。


    　足音が迫ってくる。ドールのシ念がやってくる。僕は立ちあがる。のろのろと走りだす。


    　くそ……くそ、くそ！　どうしたらいい？　ドールはシ念をいくつも放出できる。僕はこのままなぶられて──。


    　死ぬのか。


    　いや、まさか、殺人を犯すはずなんて。


    　じゃあ、相手のやることに任せるのか？　それこそまさか、だ。ドールはまったく友好的ではないし、一歩間違えて、僕の生命活動を停とめられてしまうことだってあり得る。


    　死ぬ、なんていう、現実味のない現実が急に襲いかかってきた。


    　僕にできることは、走ること──。


    「チッ」


    　ふり返る。僕の顔をしたシ念が走ってくる。僕が笑っている。獲え物ものをもてあそぶ肉食獣のように。楽しそうに僕を追っている。


    　走れ僕。どこまで走れる？　体力はどこまでもつ？　さっきの寺はどっちだ？　そこまで走れるのか？　追いつかれずに？


    　足音が近づく。


    　くそ、走れ走れ走れ──。


    　全力で走る僕の前方に、十字路。こちらに左側面を向けている車。


    「──乗りなさい！」


    　吉き良ら──。


    　助手席のドアが開けはなたれ、彼女がこちらに手を伸ばす。


    「チッ」


    　すぐ後ろにシ念。


    　このままではまた食らう。ここで転べば二、三体が飛びかかってくる。車に乗りこめば間に合うのか？　いや、吉良までドールにコピーされたら──。


    　どうする！　どうするどうする！　どうしたらいい!!


    　その瞬間──、


    『晶しよう、出してっ！』


    　がつんと頭のなかに響く声。


    「チッ」


    　反射的に僕はレンズキャップを取りはらった。


    　車の手前でふり返り、カメラを構えた。


    「チッ」


    　ファインダーをのぞいてピントを一瞬で合わせる。合計三体。僕のすぐ目の前に一体。レンズを絞りこみ、


    『まだあなたを許してないんだからねっ！』


    　カレンの声を聞いて、


    『でも、あなたのピンチを見過ごしたくない……』


    　ありがとう、と心につぶやいて僕はシャッターを切った。
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    　　　　　　　１


    



    　ドールのシ念を撮影した僕は気を失った。僕が目を覚ましたのは、車のなか。後部座席から半分下に落ちそうなところ。目を開き、身体を起こそうとすると、頭の中心にずきんと鋭い痛みが走る。


    「……う」


    　カレンが見あたらなかった。落ちていたメガネを拾ってかける。車外は駐車場。見覚えがある──それは僕らが神かん発だつ緑園都市に来てから仮眠を取ったビジネスホテルだった。


    「っつー……」


    　頭だけじゃない、身体中が痛んだ。見ると、シャツの袖そではちぎれて、肘ひじから流れた血が固まっている。そばにあったハンドタオルは赤く汚れており、吉き良らが簡単な処置をしてくれたようだ。


    　肘、肩、腰がひどく痛んだ。


    『……晶しよう？』


    「カレン、どこだ」


    『…………』


    　僕は座席の隅に置かれたカメラを見つけた。レンズのなかにいるのだろう。レンズキャップはされていない。


    「レンズキャップ……ごめんな」


    『…………』


    「でも、どうしてドールのことがわかったんだ？」


    『……虫の知らせみたいなものなのかな……なんか、晶がやばい、って感じになって、夢中で叫んだの』


    「そうだったのか。……すまない」


    『…………』


    　車中に沈黙が降りる。カレンはレンズのなかから出てきてくれそうもなかった。


    　外に出ようかと迷っていると、ちょうどいいタイミングで吉良がやってきた。右手にデパートの袋を抱え、こんこん、と後部座席の窓をノックする。僕があちこち痛む身体で外に出ていくと、吉良は僕に袋を押しつけるや歩きだした。


    　袋のなかには、医薬品や着替え、それにパンなんかの食べ物が入っていた。


    「ありがとうございます」


    　と言うと、吉良は呆あきれたようにふり返り、


    「あなたはもうすこし思慮深いのかと思っていたけど、そうでもないわね」


    「……どうして僕がドールに襲われていることを？」


    「もともと水みず町まち先生を送ったら、戻るつもりだったのよ。あなたの位置はケータイのＧＰＳを見ればすぐにわかったから」


    「そんな簡単に他人のプライバシーを侵害するような真ま似ねをしないでください、警察庁官房特別審議官」


    「職しよつ権けん濫らん用ようと言いたいの？　まったく──あれは緊急措そ置ちよ。大体ね、あんな状況でひとり外を出歩くあなたのほうが浅せん慮りよだわ」


    　それを言われると返す言葉もなかった。星せい詠えい会かいの本拠地から出てきた僕。シ念掃そう滅めつ機構にマークされるに決まっている。


    「とにかく、着替えなさい。身体と心だけじゃなく、服までぼろぼろだと見てられないわ」


    



    



    　ホテルの部屋に入ると、シャワーを浴びた。


    　傷口にお湯が染みるが、我慢。消毒液を塗り、傷口の処置をする。吉き良らが買ってきてくれたのは黒のストライプのシャツだった。


    　着替えるとかなりさっぱりした。ただし肉体の疲労、それに頭の中心に居座る鈍どん痛つうは回復しそうもない。能力を使いすぎた反動だった。


    　でも──このまま仮眠を取るわけにもいかなかった。


    　僕はカメラを手に、立ちあがった。


    　カレンはまだレンズのなかだ。


    　部屋を出て、ホテルの屋上へと向かった。


    　屋上はフェンスで囲まれていた。室外機や貯水タンクの類たぐいもあったけれど、広々としており、フェンス際ぎわにベンチが数台置かれていた。


    　時刻は夕方。日が傾いている。オレンジ色の光が、フェンスの形に切りとられて床面に長く伸びている。


    　神かん発だつ緑園都市を一望できた。碁ご盤ばん目め状の街路。ときどき見える大きな建物は企業のオフィスや工場、そして教育施設。遠目には山並みが見える。強めの風が吹いて、わずかに肌寒さを感じた。


    「カレン……話があるんだ」


    　僕が言うと、初めてカレンは僕の目の前に姿を現した。


    　僕の身体に傷はついていたけれど、カレンは無事だったようだ。ワインレッドのセーラー服。白い肌。長い髪。いつもと変わらない格好。


    　外に出てきて、そこが屋上だったことに驚いたようだったけれど、とくになにも言わずに僕の前を歩いていく──すこし距離を置くように。


    『……レンズキャップのことだけど』


    　僕はカレンの後ろをついて歩く。


    『別に怒ってない』


    「……どうして。僕は、君のことも考えずにひどいことを……」


    『怒ってない』


    　カレンはふり返る。僕との距離は一メートルほど。感情は伝わってしまう距離。そしてカレンの身体は現世に干かん渉しようしはじめる。風が、カレンの長い髪をかすかに揺らしている。


    『私も……あなたの考えを勝手に読みとろうとしたから。あれってズルだもんね』


    「…………」


    『だから、怒ってない』


    　そしてまた歩きはじめた。


    　僕らはフェンス際ぎわ、街を見下ろすところへとやってきた。西日がゆっくりと山の稜りよう線せんにかかろうとしていた。


    「ごめん」


    『……だから、怒ってないって。私こそごめん』


    　カレンはそのとき、ふっと笑うと、それからぱたぱたと両手を振った。


    『っていうかさ、もうお互い謝りっこみたいなのは止やめよ。晶しようがさ、なんでも自分のせいみたいに言うから、なんかこっちまで謝らなくちゃいけなくなっちゃう。ほんとに……怒ってないんだからさ。レンズから出てこなかったのは、なんか……話すきっかけをなくしちゃったっていうかさ……』


    「ご」


    『ごめん禁止』


    「……はい」


    　カレンはフェンスに背中をもたせる。そして、紫色に染まる空を見上げた。


    『あのね……さっきさ、レンズに入ってからいろいろ考えたんだ』


    　空を雲が流れていく。


    　僕が歩きながらひとり考えていたのと同じように、カレンも考えていたのだろう。


    『……私たち、もう長くはいっしょにいられないんじゃないかな……って』


    「────」


    　それは、僕が予感として気づいていたこと。


    　カレンも同じように感じていたというのか。


    『だったらさ、ケンカしてるのなんてもったいないなって思ったの。……あのね、私、無理矢理にでも晶の気持ちを知ろうとしたじゃない？　あれって、そのせいだった。なんか……不安になっちゃって。私が消えるそのときに、あなたがどう思うのかって気になったら……なんか不安で……。なんとも思われずに、平気な顔で、むしろせいせいした、みたいな感じだったらやだな……とかさ。あはは、ごめんね、もとはと言えば私が勝手にあなたにとり憑ついてるのに』


    「平気なもんか」


    　気がつけばそう言っていた。


    「君がいなくなって平気なわけがない」


    　言った瞬間、カレンが僕を見た。


    　それはどこか救いを求めるような視線で。


    　僕はその視線から逃げるように空を見上げる。言うべきじゃなかったかもしれない。苦い後悔。だけれど今を逃したら、きっともう言えるチャンスはなくなってしまう。


    　でも──。


    「これだけいっしょにいたらさ、もし君がいなくなったとしたら……僕だって萬ばんみたいに茫ぼう然ぜん自じ失しつとなるよ」


    　それ以上はダメだ。言ってはいけない。僕はことさら明るく言うべきだ。


    　カレンに名な残ごり惜しい気持ちで消えてほしくはないから。


    『そんなに……私の存在って大きい？』


    「おいおい、小さいとでも思ってたのか？」


    『……だって。だってね、私ね』


    　嗚お咽えつが聞こえた。


    　視線を下ろすとカレンが目元に指を当て、しゃくりあげていた。


    『私ね……生きてる間は何年もね、病院にいたの。誰の役にも立てなかった。私なんてみんなの邪じや魔までしかないんだって何度も思った。「恋れん」なんて名前をつけられて、こんな私は、恋をするどころか、生きていく意味すらないんだ……って思ってた』


    「……カレン」


    『私、あなたにとり憑いたせいであなたの自由を奪ったことを知ってる。でも──うれしかったの。あなたのおかげで私は自由に動けるの。あなたが、私に……私に「ありがとう」って言ってくれたことが、とってもうれしかったの。あなたにとって、たいしたことじゃ……なかったかもしれないけど、私は──ああ、私はここにいてもいいんだって思えた』


    　ぽろぽろとカレンが涙をこぼす。その涙は光となって、すぐに消えてしまう。


    『でも、レンズに戻って、ひとりきりで考えたときに気がついた。やっぱり私とあなたの関係はいびつだし、おかしいんだよね……？　私がどれほど、今が楽しくても、この関係はなくさなくちゃいけないんだよね……？』


    「────」


    『お願い晶しよう……私とふたつ、約束して』


    　涙に濡れた目で、カレンが僕を見つめる。


    『ひとつは──夕ゆう顔がおを助けてあげて』


    　その瞳に吸いこまれるように僕は動けない。


    　西日がカレンの瞳に映って、きらきらと輝いていた。


    『あともうひとつ……夕顔を助けることで、もし、もしも私が、私のお兄ちゃんと会えなくなったり、それか、いろいろな事情で……もしも私の願いが叶かなえられそうになくなっちゃったとしたら』


    　カレンの目が決意を帯びる。


    　きっとそれは、カレンがずっと考えていたこと──。


    『レンズを壊して……私をこの世界から消して』


    



    



    　強い風が吹いていた。僕はカレンの言葉に打たれて、動けなかった。


    　カレンはシ念だ。シ念は自分の願いを叶えるために存在しているはずだ。それなのに、自分で自分を壊すようなことを言っている──。


    　僕とカレンは見つめあっていた。西の稜りよう線せんに残照があった。徐々に気温が下がりはじめ、僕の身体が足の先から冷たくなっていく。


    「……できないよ、そんなこと」


    『あなたなら、できる。ううん、晶になら……いいの。晶になら壊されても文句言わない』


    「できない！　だって、このレンズは君のお兄さんが──」


    『うん、私のお兄ちゃんが私のために造ってくれたレンズ。でも──もうお兄ちゃんだってこの世にはいない。シ念だけが、私と同じように遺のこっているだけだもの』


    「……いいのか。ほんとうにいいのか。君はそれで後悔しないのか」


    　僕の問いに、カレンは呆あきれたように笑ってみせた。


    『後悔しないように生きていくことなんてできないんだよ。でも、私はレンズよりも、晶の人生を壊したくない』


    　泣き顔の笑顔が、僕の胸に突きささる。


    　そして僕は気がつく。


    　僕はきっと、覚悟をしなければならない、と。


    　失う覚悟を。


    　大人になるためなんかじゃない。僕は、カレンのために、カレンを失う覚悟をしなくちゃいけない。カレンが僕のために、覚悟してくれたように──。


    「……わかった」


    　僕はうなずいた。


    「決めたよ、カレン。僕は夕ゆう顔がおを助ける、約束する」


    『……うん』


    「そのあと、必ず君の願いも叶かなえる」


    　僕の言葉に、びくっとしてカレンが顔を上げる。


    「君はさっき僕に謝るな、と言ったな。同じように僕も君に言う。──自分を、大切じゃない、なんて思うな」


    　告げる言葉に、熱がこもっていく。身体中が熱くなって──カレンに伝えなくちゃいけないという思いが強くなっていく。僕の心を。僕の一番正直な思いを。


    「生きていたときだって、君を大切に思っている人はいっぱいいた。亡くなったご両親、叔お父じの夜や木ぎ坂ざかさん、君のお兄さん。そして今は……僕だ」


    　僕は君を失いたくない。


    　失いたいわけがあるものか。


    　それは君が、僕にとって大切な存在だから。


    「それに僕は筋金入りのカメラ好きなんだ。一度嫌いになっただけに、カメラにたいする今の思いは強烈だよ。その僕が、こんなすばらしいレンズをみすみす壊すと思うか？」


    　おどけるように言ってから僕はカレンを見つめる。


    「……壊さない、絶対にだ」


    『…………』


    「君の願いを叶える。そして叶えたそのときに、君がこの世から消えるそのときに──君が、これっぽっちも未練なんて残さなくていいように、最高の笑顔で見送るよ。約束する」


    『……はは、あははっ』


    　涙をこぼしながらカレンが笑った。


    『晶しようには笑顔、似合わないんだよ』


    「う、うるさいな」


    『あはははっ』


    　ころころと笑うカレン。これでいい──これでいいはずだ。僕の選択は間違っているかもしれない。でも、後悔はしない。


    　辺りはすっかり暗くなっていた。


    「そろそろ、戻ろうか」


    『うん。……晶』


    「なに」


    　カレンは涙をぬぐって、僕の前に立った。


    　そしてこう言った──最高の笑顔で。


    『カッコつけながら励ましてくれる晶しよう──大好きだよ。ありがとっ』


    　呆ぼう然ぜんとする僕を置いて、さっさと歩きだしていった。


    「……ち、ちょっと待てって！」


    『待たないっ！』


    　僕はカレンを追いかけながら、この顔が真っ赤になっていなければいいとそればかりを思っていた。
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    　屋上から戻った僕らを待っていたのは、大変不ふ機き嫌げんそうな吉き良らだった。それはちょうどホテルのフロントを呼びだし、今にも僕の部屋に立ちいろうとしていたところ。どうやら、何度も携帯電話を鳴らしたのに出ないし、内線をかけても出ない僕に、なにかあったのではないかと考えたらしく。


    「──君ね、自分の立場を理解しているの？」


    　そう言われると、返す言葉もない。


    　心配してくれたのかと一瞬思ったけれど、


    「君がさらわれると面倒ごとが増える。以後、気をつけなさい」


    　どうやら僕のことより吉良本人の手間を増やしたくないということのようだ。


    　吉良は、部屋に戻るとテーブルの上に載っていた数枚の紙を僕に見せた。


    　青白い紙に、濃い青の線。建物の敷地のような。


    「レッドパイン研究所の見取り図ね」


    「レッド……それが？」


    「和泉いずみ夕ゆう顔がおが、監禁されているところよ」


    　僕は吉良の顔を見た。吉良はふざけて言っているわけでも僕をからかっているわけでもなく、大まじめだった。


    「さっきね、水みず町まち先生が車を降りるときにこっそりと教えてくれたのよ」


    「どうして」


    　聞くと、吉良は肩をすくめた。


    「大丈夫……なんでしょうか」


    「なにが」


    「僕が……夕顔を助けたいことはご存じだと思いますけど、吉良さんは僕の手伝いをしようとしてくれてます。水町さんも言っていたじゃないですか、僕が選べるのはひとつ。ということは、僕が夕顔を助けてしまうと星せい詠えい会かいとＷＣＯの抗争は終わらない」


    「雨あま野のくん、わかってないわね」


    　吉き良らは薄い唇をゆがめ、笑ってみせた。


    「壬じん戌じゆつにとって重要なのは、シ念能力者のケンカを仲ちゆう裁さいすることじゃない。機構が、シ念を科学的に証明することを阻そ止しすることが一番の目的。未み曾ぞ有うの混乱を日本列島にもたらしかねない、和泉いずみ夕ゆう顔がおを奪だつ還かんすることね。水みず町まち先生は、そこまで見越した上で教えてくれたんだと思うわ」


    「そうか──僕らの利害はまだ一致していたというわけですね」


    「だから戻ってきたんでしょうに。雨あま野のくんにしては抜けてるわね。大丈夫？」


    『ちょっとさっきからなに言ってるかよくわからなかったんだけど、今、晶しようがバカにされたことだけはわかった』


    「……カレン、頼むからケンカ腰で怒鳴ったりしないでくれよ。吉良さんには聞こえないんだから」


    「雨野くん。……カレンさん、そこにいるの？」


    　吉良に聞かれ、僕は手で指ししめした。カレンは、ぷいっとそっぽを向いた。


    「おい……止やめろよ」


    『なにを？』


    　そりゃ、君が吉良を一方的に嫌っているというそのことを、だ。──説明しようと思ったけれど、止よした。どうせ駐車場で逃げだした吉良のことを根に持っているのだろう。


    　すると吉良は感心したように言う。


    「不思議ね。ほんとうにカレンさんとちゃんと会話が成立している。ほんとうに……ちゃんとした人格があるみたい。感情、と言うべきかしら」


    『人格ありますけどー。冷血人間よりよっぽどありますからー』


    　ちなみに言うと性格はあまりよろしくない。


    「とても珍しいケースだわ。そこまでちゃんと話したり感情を持っているなんて」


    「そういえば、前にもそんなことを言っていましたね」


    　シ念はなにか願いを持っているがゆえにこの世に遺のこっている。


    　そしてその願いを叶かなえると消滅する──これが、原則。


    「シ念の願いは単純なものが多いのよ。だって、願いが単純であればあるほど、思いは強くなりやすいから。その願いを叶えるのに、複雑な感情や思考は必要ないわ。シ念とともに思考能力が遺っていたとしても、それは一時的なもので、すぐに単純化されていくことがほとんど。カレンさんみたいに長く遺っているっていうのはちょっと記憶にないわ」


    「……カレン、なにか心当たりはないか？」


    『うーん』


    　人差し指をあごに当てて首をひねるカレン。


    『私が特別な存在だから？』


    「心当たりはないみたいです」


    『ちょっと！』


    「そう……お兄さんと会うのが目的だとしても、複雑な感情や思考能力は必要ないと思うんだけど……ほんとう、シ念にはまだ不可解なところが多いわ」


    「ええ、まったく」


    『なんでかなー。カレンさんはこんなに素直なのにね？』


    　ね？　と部屋の隅に置かれている観葉植物に話しかけるカレン。不可解だ。


    「吉き良らさん、話を戻しましょう。このレッドパイン研究所のことですけど」


    　レッドパイン研究所は、十棟の研究棟から成なる巨大な研究所だった。主に遺伝子や、万能細胞といった医療に関する研究が行おこなわれているという。


    　各建物の間はたっぷりとスペースが取られている。敷地は広い。周囲をフェンスや塀で囲んではいたけれど、侵入するのはそう難しくないだろう。


    　見取り図の中央を吉良が指した。


    「ここに和泉いずみ夕ゆう顔がおはいるみたい」


    　敷地内でもっとも巨大な建物。「セントラルラボ」。丸みを帯びて「Ｈ」の形をしている。高さは地上十四階、地下二階。遺伝子解析が主に行われているらしい。オサヤマグループという日本企業も出資しており、ガンの治療薬開発に大きな貢こう献けんをしたとか。


    「地上四階。ガン研究フロア。そこには不自然な空きスペースがある」


    　吉良は見取り図の一点を指さした。ぽっかりと空いているスペース。「応接室」と書かれているけれど、ガン研究フロアのど真ん中にここまで広々とした応接室があるのは不自然だ。


    「建物への入り口は八か所あるわ。うち四か所は通常入り口で、夜間には閉まっている。夜間も開いているのは二か所で、そこは警備員が常駐してる。残りのふたつは荷物の搬はん入にゆう口ぐち。ここはほとんどシャッターが下りている」


    　吉良は淀よどみなく言う。


    　短時間でよくもここまで情報を集めたものだと感心した。


    「入り口以外は……」


    「窓ガラスでも割って入る？　警報が作動するわよ」


    「ＩＤを手に入れて、関係者のふりをしてなかに入るのはどうでしょうか。警備員のいるところから」


    　心臓には悪いが、それしか方法はなさそうだ。吉良は以前、ツクヨミのマンションのカードキーをどこからか手に入れたこともあったわけだし、今回も……。


    「さすがに今日の今日でＩＤを手に入れるのは無理よ」


    「何日くらいあれば手に入りますか」


    　僕がたずねると、吉良は怪け訝げんな顔をした。


    「雨あま野のくん」


    「はい」


    「認識の統一をしましょうか」


    　なんの？　と僕が思っていると、吉き良らはさらりと言った。


    「レッドパイン研究所に忍びこむのは、今夜よ」


    



    



    　吉良との打ち合わせが終わり、自分の部屋に戻った僕はどっと疲れてベッドに倒れこんだ。吉良も仮眠をとると言っていた。


    　時刻は八時を過ぎた。話しながら吉良の買ってきたサンドイッチやパンを食べたけれど、昨日からまともな食事はとっていない。


    　行動開始は夜中の一時となった。


    　吉良が言うには、


    「第一ラウンドはこちらが先手を打った。でも向こうは、警察官にも仲間がいたという幸運でそれをしのいだ。次は機構が先手を打とうとするでしょうね」


    　さらにその先を行かなければならない、ということだ。


    『晶しよう……さすがにふたりで忍びこむなんて、無理じゃない？　相手はいっぱいいるんでしょ』


    「……うん」


    　僕は吉良に、壬じん戌じゆつの能力者は動けないのかと言った。すると、できない、という答え。どうも壬戌でまともに活動できるシ念能力者はあまりいないような口ぶり。


    　裏を返せば、だからこそ吉良は僕を手元に置こうとしているということになる。


    　僕はむくりと起き上がる。点ついているテレビでは、相変わらず水みず町まちの事件の特集を放送している。とんだ人気者だ。あの人と面と向かって話をしていたなんて、信じられない。


    『ねえ、夕ゆう顔がおのお父さんに話したら？』


    「……たぶん、ダメだろうね」


    　戦力不足は明らか。ここで仲間になってくれそうなのは星せい詠えい会かい以外にない。しかし協力を頼むには、和泉いずみ清せい玄げんを説得しなければならない。


    　けれど見込み薄だ。理由はふたつあった。


    　ひとつは、もともと清玄自身が積極的に関与してこないこと。きっと清玄は、自分を慕したって集まってきたシ念能力者の手前、身勝手なことを言えないでいる。


    　もうひとつは、吉良の指摘したこと。星詠会の裏切りだ。


    　ルージュとノワールというふたりが星詠会に潜入していたように、ほかにも裏切り者がいるかもしれない。至極まっとうな指摘だ。


    　シ念掃そう滅めつ機構はレッドパイン研究所に夕顔を隠し、それが僕らに知られていないと考えている。知っている僕らは大きなアドバンテージを握っている。けれど星せい詠えい会かいに裏切り者がいた場合、僕らの行動は筒抜けになり、このアドバンテージは消える。


    「清せい玄げんさんが動くという確証があれば、報しらせるべきだと思うけど」


    『動くわよ』


    「どうして？」


    『お父さんだもの！』


    　僕は、イスに座っているカレンを見つめた。まじまじと見つめた。さも当然とばかりにカレンは僕を見返していた。


    「カレン……親子だからといって」


    『動くもの。絶対に』


    「あのな、カレン。僕は何度も言ったと思うけど」


    『なによ』


    「親子だからといって動くとは限らない。それはあの父おや娘こを見ていればわかることじゃないか。大体──」


    　僕はそのとき、


    「だい、たい……」


    　思考が固まった。


    『どうしたの？』


    　僕の視線はカレン──ではなく、カレンの背後にあるテレビに釘くぎ付づけだった。


    　番組は、水みず町まちの特集。


    　ちょうど今は、なにかの記者会見を放送している。


    　報道陣のフラッシュを浴びるひとりの姿。


    　白衣を着ている。染みなど一点もない清潔な白。いくらか白髪が目立ち、厳しい顔で記者を見すえている。その男に、見覚えがあった。いや、そんな言い方はおかしいかもしれない。彼は──僕の実の父なのだから。


    



    



    《私どもとしてはなるべく早期の手術、その後は最低一か月以上の入院加療が必要と考え、患者様にもそのように申しあげました》


    　父は淡々と話していた。記者が手を挙げる。


    《水町議員はなんと答えたのでしょうか？》


    《今このとき、病気を盾たてに逃げるわけにはいかない。国民にたいする説明責任を私は果たす、と。毅き然ぜんとした口調でおっしゃいました》


    《手術をしないと危険なのでは？》


    《きわめて危険です。医療チームを結成し、水みず町まち議員に張りつかせることで議員に納得いただきました。容態が急変すれば即座に入院していただきます》


    《そんな身体で収しゆう賄わい容疑に関する説明責任など果たせるんですかね》


    《驚異と言うほかないでしょう。医者の立場でこんなことを言ってはいけないのですが、議員は精神力だけで肉体の衰すい弱じやくをカバーしているように見えました。身に迫る危険を顧かえりみることもなく……！》


    　父が声を震わせると、一瞬記者たちが黙りこくる。


    　僕はその光景を、なかばぼんやりと眺めていた。


    　水町。父。入院。手術。記者会見。


    　どういうことだ。


    『晶しよう……』


    　僕はカレンを手で制する。どういうことだ。どうして僕の父が画面にいる？


    　画面が切りかわり、記者会見の映像は終わってしまった。


    「突然姿を消した水町議員が、なぜか星せい詠えい会かいのところに現れた……」


    『え？』


    「水町議員は僕のことを知っているようだった。そして……なぜか僕の願いを叶かなえてやると言った。……違う。水町議員は僕を知っていたんじゃない。僕の父を知っていたんだ」


    『晶のお父さんを？』


    「父さんが、主治医だったんだ……。そして父さんは水町議員を救おうとしている」


    　そう考えるのが一番しっくりくる。だから水町は、重要な選択を僕にさせようとした。どう議論しても、清せい玄げんとは平行線をたどっていた、今回の騒動のケリのつけ方について。どの選択肢を選んでも、誰かが納得しない。それならば、主治医に借りを返すためだったのか、その息子である僕に──。


    『晶』


    　カレンが僕を見つめる。なにか言いたげで、そのくせ戸惑うような表情。


    　結局僕は選択することができなかった。でも水町はさりげなく吉き良らに、レッドパイン研究所のことを知らせてくれた。ハロルドや清玄のふたりには気づかれないように、そっと。


    　それもこれも、僕が、水町の主治医である父の息子だからだ。僕が夕ゆう顔がおの居場所を知ることができたのは、父のおかげ──。


    「清玄さんに報しらせよう。今日、僕らがレッドパイン研究所に乗りこむということを」
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    　吉良は、反対するだろうと思っていた。清玄さんに僕らの動向を報せることを。けれど、意外と簡単に納得した。


    「十七歳くらいが一番厄やつ介かいなのよ。一度こうと決めると意地になって曲げないから」


    　僕と、彼女の弟であるツクヨミ──吉き良ら朋とも衣いのことを重ねたのだろう。


    　仮眠を取ってからホテルを出た。仮眠を取ったことで、かなり身体は楽になった。ずっとつきまとっていた頭痛もいくぶん和やわらぐ。これでなんとか行動できるだろう。


    　夜の十二時、吉良の車に乗りこむ。吉良の車は監視されている恐れがあるため、レンタカーを借りて、乗りかえた。ボディーカラーはブラック。ツードア。排気量が大きく、車高が低い。スポーツタイプでルーフは開閉式だ。もっともこんな時間にオープンエアを楽しむ気もないから、今はぴっちりと閉まっている。


    　ヘッドライトからボディへと、車体のフォルムは流線型。「この車はとてつもなく速い」とでも言いたげ。そんな速度を出さなければいけないような事態に陥おちいらないことを切に願う。


    　滑るように車は動きだした。ツーシーターなので、カレンはレンズのなかだ。


    　新興住宅地の夜は静かだった。月光がアスファルトを照らし、路面は濡れたように見える。すれ違う車もないままに、いくつもの点滅信号を通りすぎていく。


    「……いつから知ってたんですか、僕の父と水みず町まちさんのこと」


    「さあ、なんのこと？」


    　運転席の吉良がとぼけて見せる。


    　やがて見覚えのある通りへ出た。車が減速する。刈りこまれた垣根が長く続く寺の敷地。


    　入り口で停車した。


    　大きな門は閉じられている。辺りは静まりかえり、犬の遠吠えでも聞こえてきそうだ。


    「行ってきます」


    　車から降り、通用口の小さな木戸に僕は向かった。どうやって話そうとかは、まだなにも考えていない。とにかく事実を告げる、それだけだった。あとは星せい詠えい会かいの内部にも注意してもらうくらい。


    　大きな門の横、勝手口の前で立ち止まる。取っ手に手をかけようとしたそのとき、向こう側に人の気配があった。


    「……行くのか」


    　空耳かと思った。けれど、木戸の向こうで砂じや利りを踏む音がする。


    「清せい玄げんさん……？」


    「ああ」


    　まさかこんなところにいるとは思わなかった。予測していたのだろうか、僕が来ることを。


    「清玄さん、夕ゆう顔がおは今レッドパイン研究所という──」


    「俺は行かねえ」


    　僕の言葉を断ちきるように、清玄は言った。


    「…………」


    　そうだろうとは思っていた。


    　それだけ、清せい玄げんの意志も固い。


    「不意打ちが成功しても、君ひとりじゃ勝ち目がねえぞ」


    「はい」


    「連中にとっちゃ夕ゆう顔がおは必要だが、君は邪じや魔まな存在でしかねえ。殴られるだけじゃ済まないかもしれん」


    「はい」


    「それでも……行くのか」


    「……はい」


    　僕は答える。そんなこと、最初から覚悟ができていたから。


    　呆あきれたような声が聞こえた。


    「雨あま野のくん……君は俺の想像をはるかに超える頑固な男だ」


    　それを聞いて僕は笑ってしまう。頑固。よく言われる、ほんとうに。


    「僕と夕顔の立場が逆だったとしても、彼女は僕と同じ行動をしたと思います。それに」


    　あなたと夕顔が逆の立場だったとしても、夕顔はあなたを助けに行ったはず。


    　と言おうとして、止よした。


    　それを伝えてもなんにもならないから。


    「雨野くんよ。俺は……」


    　嘆たん息そくする音。


    「ダメな父親だ、そうは思わねえか。世界で一番ダメな父親かもしれねえ」


    「…………」


    　僕は黙っていた。


    　どんな言葉をかければいいかもわからなかった。


    　ただ──そんなふうに言う清玄の口調に、悲しみが滲にじんでいた。


    「清玄さん、星せい詠えい会かい内部にまだ、機構に通じている人間がいるかもしれません。気をつけてください」


    「ああ……君も、気をつけて」


    「はい。行ってきます」


    　僕は言って、すこし頭を下げた。


    　説得失敗。


    　いや、そもそも僕は最初から説得しようともしていなかったのかもしれない。こうなることはわかっていた。でも、それでも、夕顔親子が関係を修復できるかもしれないチャンスを、みすみす逃したくなかっただけだ。


    　吉き良らの待つ車に乗りこむ。あとからカレンがついてきてレンズへと入った。


    『私、向こう側で見てたんだけど』


    　レンズのなかでカレンが言った。僕が清せい玄げんと話している間、カレンは門をすり抜けて向こう側に行っていたらしい。


    『……夕ゆう顔がおのお父さん、泣いてるみたいに見えた』


    「そうか……」


    　清玄だって夕顔を助けに行きたくて──行きたくてしかたないだろうことに、僕は気づいていた。今でも葛かつ藤とうしているのだ。星せい詠えい会かいという組織のトップに祭りあげられてしまった以上、組織を優先しなければならない「立場」。親として娘を救いたいに決まっているその「感情」。清玄は、ふたつの間で揺れていた。


    「ダメだったのね」


    　車を発進させながら、吉良が言った。うなずいて──僕はあることに気づいて笑う。


    「……どうしたの？　急に笑って」


    「吉良さん、最初からわかってたんでしょう。僕が清玄さんになにも言えない、って」


    　この車はツーシーター。後部座席はない。清玄を連れていくのなら違う車を借りるべきだ。


    「さあ、なんのこと？」


    　小憎らしい含み笑いだったけれど、不思議と悪い気がしなかった。


    　車は信号を過ぎて、センターラインのある道路へと入る。


    「じゃ、雨あま野のくん。行きましょうか」


    「はい」


    「……前哨戦と、ね」


    



    



    　え、と僕が聞きかえすまでもなかった。


    　吉良がクラッチを踏みこんでギアを上げる──僕の身体がシートに沈みこむ。


    　加速。


    「後ろ！　ついてきてるわ」


    　シートの間から後ろを見る。ヘッドライトがふたつ、こちらへ向けて光を投げている。


    「誰──」


    「機構でしょ、もちろん」


    「どうして!?」


    　一切減速せず、大通りの交差点を急カーブ。僕の身体がドアにへばりつく。加速を始めたタイヤがマンホールを嚙かんで甲かん高だかい悲鳴を上げる。


    『ちょっと!?　なに！　なにが起きてるの!?』


    「カレン、出てくるなよ！」


    　僕はカメラバッグを抱える。


    　車は国道に入った。見たくはなかったけれど視界の隅に見えてしまったスピードメーターはすでに百キロを超え、いまだ順調に加速している。


    「スピード違反！」


    「私、警察だからいいの」


    　なるほど、と一瞬納得しそうになった。


    「やつら、星せい詠えい会かいを張っていたのね。それでそこにやってきた雨あま野のくんを見て、これはなにかあるぞと踏んだ。せっかく姿を隠して、こそこそホテルも出たというのにね。これじゃあ飛んで火に入る──」


    「吉き良らさん」


    　僕は運転席の吉良を横目で見る。


    「こうなることも全部わかってたでしょ」


    「…………」


    「それで、わかっててこの車選びましたね──わぁっ！」


    　くん、と吉良がハンドルを切る。バイパスへと車が吸いこまれる。背後の車も追いあげてくる。オレンジ色の街灯に照らされたそれは、ボックスタイプの外国車。大きければいい、とでも言いたげなほどがっしりとした車体。重量を、排気量を上げることでカバーしているのか、こちらの速度にもちゃんとついてくる。


    「さあ、なんのこと──」


    　平然とした顔で吉良はハンドルを握っている。完全にわかっていた顔だ。この人は最初から、清せい玄げんの説得に失敗することも、シ念掃そう滅めつ機構に追われることもわかっていたのだ。


    　その上で、僕が行くと言ったことを止めなかった。


    　止めなかった理由はいくつかあるだろう。万が一の可能性に賭けたのかもしれない。僕が駄々をこねるのをいやがっただけかもしれない。


    　だけれど、


    「いつもの車だったらもうすこし速いんだけどね！　レンタカーじゃこれが限界」


    　追われたところでぶっちぎる自信があったことは間違いない。


    　十分速い。進行方向を見ていると、視界の隅がとろけるように流れていく。わずかな段差でももろに衝撃が車体に響く。


    　車体が空気の壁にぶち当たり、かきわけ、破っていく。これほど車体が低くとも空気の壁というのは存在するのだ。車間距離を示す五十メートルごとの標識がひゅんひゅんと背後に飛んでいく。


    「ついてきてる？」


    　前を走っていたトラックを一瞬で抜きさり、吉き良らが言う。首をねじ曲げ、シート越しに背後を見ると、同じようにトラックの横をすり抜けて走ってくる車。


    「来てます！」


    「おかしいわね──町中ならこっちのほうが速いはずなんだけど」


    「どうしてそんなこと」


    「昔、あの車とも何度か勝負したことがあるから」


    　聞く必要もない吉良の過去の片へん鱗りんを耳にした。


    「雨あま野のくん、ナビよろしく」


    「え？」


    「この先どっちに向かえばいいか！」


    　前に二台の乗用車、ほぼ併へい走そうしているその間を突っ切っていく。


    「わわわわわ！」


    　サイドミラーがぶつかるかどうかというぎりぎり。


    　二台は停まっているかのように、あっという間に背後に流れた。


    『なになに、晶しよう、なにが起きてるの!?』


    「頼むカレン、今だけは黙っててくれ。本気で」


    「あら、女の子には優しくするものよ！」


    『なにが起きてるのー!?』


    　僕はカーナビをリモコンで操作する。ふだん使わないから慣れない。マップを見て現在位置と、周辺道路を確認。


    　その間も吉良は車をぶっ飛ばしているので視界ががくがくと揺れている。速度を上げれば上げるほど、路面の小さな凸でこ凹ぼこでも揺れが激しくなる。


    　すでに空気とぶつかる騒音で、半分怒鳴らないとお互い聞こえないほど。


    　排気音もますます高まり、この車一台がまるごと騒音排出マシンになっている。


    「なるほど──そういうことね！」


    　ちらり、ちらりとミラーに視線を投げながら吉良が言う。


    「どうしました！」


    「わかったのよ、あいつらをまけない理由が！」


    　正面を見つめたまま、吉良の唇が笑みをつくる。


    「その理由とは──」


    　吉良は言った。


    「音楽がないからよ！」


    　ああ、ほんとうにもう、真ま面じ目めに聞いた僕がバカだった。


    　吉良はカーラジオをオンにする。ＦＭから音楽が流れだす。アメリカのヘヴィロックバンドだ。やたらと質のいいカースピーカーから重低音。


    「気が利きいてるわね！」


    　音量は大きい。けれど走行音に音楽がかき消されつつある。


    「ご機き嫌げんのところ申し訳ないですけど！　バイパスを抜けたらそのまま国道！　七つめの信号で右に入って有料道路で、しばらく飛ばしても大丈夫です！」


    　吉き良らはこくりとうなずいた。


    「その先はどうしますか！」


    「目的地はレッドパイン研究所！　でもそこに向かっていることを気づかれないように！」


    「はい！」


    「つかまって！」


    　はっとして前を見る。目の前には単車を積んだトレーラー。吉良は急ハンドルでそれをするりとかわす。


    　僕は思いっきり揺れてドアウインドウに側頭部を打ちつけた。


    「っつ！」


    　目の前が白くかすむ。最悪だ。揺れすぎて気持ち悪くなってくる。ただでさえ今日は何度もシ念の撮影をして、頭が痛いというのに。


    　でも、これ以上の「最悪」というものは存在する。


    『もうなんなのよー！』


    　しびれを切らしたカレンが飛びでてきた。


    　飛びでてきたのだ。


    　いいだろうか、冷静に考えてみるとこの車はツーシーター。つまり運転席と助手席しかないわけで。しかも車は時速百五十キロほどは出ているというおまけつきで。背後にスペースもない。そこにカレンが出てきた。ぼんっ、とでも効果音をつけたらいいだろうか。


    　僕の上に馬乗りになるわけで。


    『────』


    「…………」


    　至近距離、十五センチほどで見つめあう（というよりほかに視線のやり場がない）僕とカレンという構図。


    『ちょちょちょちょちょ！　なにしてんのどういうことよどこ触ってんのよ！』


    「触ってない！　触ってないって！」


    　あわてた右手がなにか柔やわらかいものに触れたような気がしたけれどそれは気のせいだと僕のなかですでに答えは出ていて異論を挟む余地はない。


    『私の胸──！』


    「触ってないって君の胸なんて！」


    『私に胸がないって言いたいの!?』


    「……おかしいわね」


    　この空間で唯ゆい一いつの知性である吉き良らが、言った。


    「あの車、改造している雰ふん囲い気きもない！　それなのにまったくスピードも落とさずこっちについてくる！　こっちはＢＧＭまでかけたっていうのに……」


    　最後にぼそっと言った音楽の有う無むは速度にまったく関係ないのだが。


    「わかった──」


    　吉良が、弾はじかれたように目を見開く。


    「雨あま野のくん！　カレンさんに伝えて──あの車、なにか細工してるはずだから！」


    　バイパスは終わり、車が国道に吸いこまれる。


    「シ念能力者が乗っているはず！」


    



    　　　　　　　４


    



    　減速する余裕もなく、超スピードで国道に合流する。信号無視して交差点に突っこんだせいで、走行中だった乗用車の横よこっ面つらに危あやうく突っこむところ。左のサイドミラーがかする。僕のすぐ左側、白の乗用車が一瞬で背後に消えさる。段差にぶつかり車体が大きく縦たてに揺れる。僕はカレンともみくちゃになりながらダッシュボードに両腕を突っぱって、衝撃に耐える。


    　緩ゆるやかな下り坂。夜中といえ交通量はそこそこある。片側三車線の道路。前方には自動車が点々と見える。


    『う、後ろ、シ念がある──っていうか、あれ、ほんとに車なの──きゃっ！』


    　追い越し車線に急に入るものだから、ドアに押しつけられた僕をさらにカレンが圧迫する。


    「ど、どういう、ことだよ」


    『だって車に見えないし──』


    「あ、吉良さん次の交差点右！」


    「オッケイ！」


    　信号が黄色に変わった。アクセルを踏みこむ。赤になる直前、急ブレーキ、そしてハンドルを大きく振る。車が真横を向いて交差点に突入。タイヤがアスファルトにこすれ、すさまじく高い音を立てる。


    　横方向の重力。僕はドアにへばりつく。


    　右折後、前を走る乗用車に追突しそうになり、ぎりぎりで右に振ってそれをかわす。


    「邪じや魔まよ！　──ああ、もう、どうしてこの車、サイレン積んでないの？」


    　レンタカーにサイレンを積んでいたら日本の交通事情は大変なことになる。


    「雨野くん、カレンさんはなんて言ってる！」


    「え、えっと」


    『あの車、なんか蛍光色に光ってる。ぶよぶよしたゼリーに包まれてるみたい。それで、あれ……なんだろ、車体の上に』


    　僕は吉き良らに、カレンの言葉を正確に伝えていく。


    『筒みたいなものが』


    「筒みたいなものが」


    『その口が光って』


    「その口が光って──って」


    　瞬間、僕と吉良は叫んだ。


    「大砲！」


    　カレンの言う光を、僕も見た。


    　現世への干渉イロードだ。つまり、ぶつかればこの車にも影響がある。


    　吉良が瞬間的にハンドルを切った。右車線から左車線へ。低音の破裂音。僕らがつい今まで走っていた場所を、赤の光が駈けぬけていく。光はアスファルトにぶつかると、アスファルトを削りながら火花をまき散らす。


    　左車線に移ったのが強引過ぎた。車は路肩に突っこんで、コンクリートの壁面にぶつかる。サイドミラーが吹っ飛ぶ。小刻みに揺れる。著いちじるしい減速。
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    「くっ」


    　吉き良らが体勢を立て直す。


    　背後から追っ手が迫る。


    「雨あま野のくん、準備して！」


    　準備──と考えるまでもなく、僕はわかった。


    「カレン！」


    『はいはいっ』


    　カメラバッグからカメラを取りだすのと、その重量が若じやつ干かん重くなる──カレンがレンズに戻ったのはほとんど同時だった。


    　あのシ念を、撮る。


    「吉良さんスピード！」


    「上げてるわよ！」


    　減速したせいで追いつかれる。車間距離が十メートルほどになっても向こうは減速しない。突っこんでくる──黒いフロントガラス、運転席は見えない。


    「走れぇぇぇえええ！」


    　吉良の叫び声を初めて聞いた、と思うのとこちらの加速が間に合うのは同時だった。


    　距離が大きく開くことはなかったけれど、一定の距離を保たもつ。


    「雨野くん。シ念が消えれば、すこしの時間でもやつらをまくことができる！」


    　車は有料道路の入り口へとやってきた。


    「その間に──あなたをレッドパイン研究所に降ろす！」


    「はい！」


    「……ひとりで行ける？」


    　心配そうなその言葉に、僕はカメラを掲げてみせた。


    「ふたりです──」


    　吉良は、口の端をゆがめて笑った。


    「上等！」


    　有料道路の入り口、バーが下りている。


    　減速などするはずもなく──吉良はアクセルを踏みこんだままだ。入り口直前の凸でこ凹ぼこで、車体が大きく上下に揺れる。


    「ここで片をつけるわ！」


    　バーをへし折って、車は有料道路へと進入した。


    



    



    　吉良が選んだのは東京方面、上りの道路。軽トラックと乗用車をあっという間に追いぬくと、吉き良らは言った。


    「しばらく直線よ！」


    　僕はカメラを手に、シートベルトを外した。身体をねじり、運転席と助手席の間から後ろを見る。このまま事故が起きれば、僕の身体は間違いなくフロントガラスを破って外に投げだされることだろう。


    　シートに押しあてるようにしてカメラを構える。瞬間──、


    「く……」


    　ずきん、と鋭い痛みが頭に走る。駐車場での撮影、そしてドールのシ念の撮影。今日はすでに二回撮影していた。仮眠を取ったところで、そう簡単に「思いの力」は回復しない。


    　だけれど、ここで弱音を吐くわけにはいかない。


    　僕はファインダーをのぞきこむ──揺れる。すさまじいほどに視界が揺れていた。揺れる視界の中央には、シ念掃そう滅めつ機構のものらしき乗用車。


    　カレンがさっき言っていた意味がわかった。


    　車は、蛍光ピンク色のなにかに包まれていた。ゼリー状。発光している。走りながら細かい光を散らすのもなにかの能力なのか。あれが、空気抵抗を減らしているのだろうか。というか、そんなシ念能力はアリなのか？


    　車体の上部には──大砲がついている。大砲、と言っても問題ないだろう。丸太のように大きく、丸く口を開けている。


    　その口に、光が点ともった。


    「砲撃来ます！」


    　直後、吉良がハンドルを切ってファインダー内の車が横に流れていく。大砲から放たれた赤い光が尾を曵ひいて僕らの左側を走っていく。


    「あっちも手段を選んでいないわね！」


    「どうしてこんな真ま似ね──」


    「私たちがなにか企たくらんでいると思ってるんでしょ！　で、手荒い手段に打ってでた！」


    「今までにもあなたに危害を加えようとしたことが!?」


    「ここまではっきりした攻撃は初めてよ──たぶん、水みず町まち先生のことね」


    「…………」


    「あの人の病気、仮病じゃないから！」


    　吉良は言った。


    　シ念掃滅機構は水町を警戒していたのだ。水町はもともと壬じん戌じゆつの側に立っていたのか。その水町が重い病気にかかった。壬戌を──吉良を保護する人間は、病やまいに頻ひんしている。


    　別の見方で考えると、そんなぎりぎりのタイミングで水町は、吉良を救おうとし、僕への協力も申しでたのだ。


    「あいつら、僕らを殺す気ですか！」


    「そうかもしれないし、そうじゃないかも！　あの大砲、おそらく香港ホンコンのシ念能力者ね──ちょっとした有名人よ。大砲というより巨大ネットかしら。あれにぶつかると、そこからネットが広がって身動きが取れなくなる。ショック吸収もするとか──」


    「次、来ます！」


    　吉き良らは一瞬サイドミラーを見る。ハンドルを切って砲撃をかわす。


    「威力はたいしたことないってことですか！」


    「どうして？」


    「あんなに連発できるじゃないですか」


    「残念──彼のランキングは『Ａシングルエー』よ！」


    　ツクヨミ級の能力者じゃないか。


    「それを先に言ってください！」


    　僕は再度カメラを構える。しかし、真後ろに車がやってくると、すぐに砲撃が再開される。その都度視界がずれる。ピントもおかしくなる。


    『晶しよう、これじゃ撮影どころじゃないわ！』


    　カレンが悲鳴を上げる。そうだ。今まで僕はいろんなものを撮影してきたけれど、これほど相手が動くこともなければ、自分も動いていることはなかった。


    　どうする──。


    　剣のシ念を出そうか。いや、剣を投げつけたところで命中するかどうか心こころ許もとない。それにあの能力を使うと、どれくらい気を失ってしまうのかもわからない。


    　やつらは僕の能力も知っているはずだ。だから、そう簡単に撮らせてもくれない。速度を上げたり落としたりしながら走る。レンズのピントが合わないようにしているのだ。無限遠で撮れるだろうか？　いや、ピントを合わせたほうが、僕の消しよう耗もうが少ないことは経験的にわかっている。


    　僕はやつらの動きを観察した。速度が一定になる瞬間はないのか、と。


    　ある──。


    　それは、砲撃の直後。


    　だけれど、この揺れるファインダーに車を収めるにはどうしたらいい？　砲撃があればこちらは動く。体勢を立てなおす間に向こうはまた速度を変えてしまう。


    　いや、それならひとつだけ方法があるじゃないか。


    「……吉良さん！」


    　僕は言った。


    「お願いがあるんですけど！」


    「なに!?」


    「今から僕が言うとおりの運転、できますか？　すごく難しいと思います──」


    　吉き良らの目が、光った。


    



    



    　短いトンネルを抜けた。そこから直線が三キロほど続く。


    　僕らは追い越し車線にいた。追っ手は一般車線。


    　彼らの車が、追い越し車線へとやってくる。


    「来ました──行けますか!?」


    　僕の問いに、吉良が答えた。


    「そんな私をバカにした質問──もう二度としません、吉良さんの運転はすばらしいです、って言わせてあげるわ！」


    「ええ、もう二度と乗りたくありません！」


    　追っ手が僕らの背後、正面に来る。


    　そして間を置かずに大砲が、光る。


    「光った！」


    　吉良の手が、ハンドルを微調整した──はずだ。僕はそちらを見ていない。僕はカメラを構えて追っ手との距離を測っている。ピントを調整している。


    　ピントが合う──直前。


    　赤い光。


    　リアウインドウいっぱいに、赤い光が広がる。


    　食らう──。


    　ハンドルが切られる。


    　車半分。


    　ウインドウのすぐ横を、赤の光が突っきっていく。空気を切る、甲かん高だかい音。ロケット花火を僕は連想する。


    「戻してください！」


    　そしてもう一度、吉良はハンドルを切った。


    　車半分、元に戻す。


    　まったく同じところへ。


    　それはつまり、僕がのぞきこんでいたファインダーの中央に、自動的に追っ手の車がやってくる位置だ。


    　見事。


    　寸すん分ぶん違たがわず、車は元の位置へ。


    　速度も変えず、まったく同じ距離を戻すなんていうテクニックをこの人はどこで──。


    『ピントばっちり！』


    「行くぞ！」


    　シャッターボタンにかけた、人差し指に力を込める。


    



    



    　暗闇を走る一台の車。


    　車というよりむしろそれは、桃色の泥をかぶった戦車のよう。


    　担かついだ銃砲は身の丈たけに合わずずんぐりと大きく。


    　赤い光が銃口にのぞいて。ちろちろと細い舌のような赤き炎が銃口をなめて。


    　戦車をとり囲む七枚の刃。


    　銃砲よりもさらに大きく、宙空できらめき。


    　赤の光が発するよりも速く。


    　異変に気づいた銃砲が消えるよりも速く。


    　刃は戦車を切り裂く。


    　まるで抵抗もなく、刃が走る。


    　断面はなめらかで美しく。


    　光がこぼれ、戦車は宙に消える──。
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    「……くん、雨あま野のくん」


    『晶しよう！　晶起きて！』


    　やたらとまぶたが重い。脳の中心に鈍どん痛つう。撮影のしすぎであることは言うまでもない。


    　僕が目を開くと、相変わらずの至近距離にカレンの顔があった。


    「起きた？」


    　吉き良らの声が聞こえた。車は──停まっていた。音楽もかかっていない。


    「ここは……」


    「うまくいったわ」


    　いつもは冷静沈着な吉良だけれど、今はすこし、声が弾はずんでいるようだった。


    「撮影して、あなたが気を失ってから向こうはすごく減速してね。その間に私はインターを下りて、ここまで走ったの」


    　身体を起こして周囲を見る。やたらと静かな場所に僕らはいた。


    「雨野くん、変な格好で気を失ってるなとは思ったんだけどね……。それ、カレンさんが抱きかかえてたからそういう格好だったんだ」


    「え？」


    『え──』


    　僕ははっとして横を見る。たしかに僕は、まるで狭いシートにふたりで添い寝でもするかのような格好で、


    『それ以上考えないでいいのー!!』


    　カレンに頭を殴られた。


    「シートベルトしてなかった雨あま野のくんが、ふり回されないようにぎゅっと抱きしめてたのかな。あなたがずり落ちないように背後からぎゅーってね。彼女の姿が見えなくてほんとうによかった。見えてたらこっちが恥ずかしくて運転どころじゃ」


    『それ以上言わないでー！』


    　カレンが叫んでレンズのなかに消えた。


    「……吉き良らさん、実はシ念が視みえるとか、そういうことありませんか？」


    　すると吉良は微笑ほほえんだ。


    「さあ、なんのこと？」


    



    



    　車を降りると、人通りのない道路だった。両脇を高い壁で囲まれていて、外灯もそう多くはない。住宅地ではもちろんない。


    「これが、レッドパイン研究所……」


    　白い壁の向こう、わずかに建物の頭が見える。僕の横でカレンも研究所内を見つめていた。


    　ここに夕ゆう顔がおがいる。


    　そう思うと、心臓の鼓動が速くなる。


    「私は、あいつらを引きつけるから」


    　助手席のウインドウを下ろし、運転席の吉良が言った。前にもこんなふうなシチュエーションがあったなと思いだす。そう、あのとき僕は吉良に言われて、ツクヨミに会ったのだ。僕は吉良のことをまるで信用していなくて、吉良も僕を道具のようにしか思っていなかった。


    「雨野くん──」


    　吉良の真剣な目がひたと僕を見つめる。


    「ここから先、私が直接関われないことを許してほしい」


    「……急に、どうしたんですか」


    「国家公務員として、この国の一大事を途中で投げだすことは恥ずべきことだわ」


    　僕は首を横に振った。


    『そんなことないわよ。私たちは夕顔を助けたいだけなんだから……まあ、その点ではあなたもちょこちょこ協力してくれたからそれでいいじゃない』


    　カレンが言った。僕は吉き良らにそれを伝える。


    「……ありがとう」


    　そして吉良は、右手を僕に差しのべた。


    「和泉いずみ夕ゆう顔がおのこと──この事件、あなたに懸ける」


    「はい」


    「日本を襲うかもしれない大混乱を、防いで」


    「はは、大げさな──」


    　言いかけた僕は、吉良の目が真剣だということに気づいた。


    　日本を襲うかもしれない大混乱を防ぐ。僕はそんなたいそうなことを望まない。でも、夕顔を助けたい思いはうそじゃない。


    「……わかりました」


    　その手を握りかえした。


    　握る手に込められた力に、吉良の無念さが滲にじんでいるみたいだった。


    『任せなさい！　私と晶しようが協力して、解決できなかったことなんてないんだから』


    　カレンが大いばりで言った。


    　ああ──たしかにそうだ。僕の幼なじみである結ゆう城き美み莉りの殺害事件も、後輩の佐さ久く杏あんずと九く条じよう蘭らんのトラブルも、ルージュとノワールのことも、僕らは解決してきた。


    　だからきっと、今回も大丈夫。


    「……雨あま野のくん。ほんとうは、私もついていくつもりだったから言わなかったけど……あなたに言っていないことがあるの」


    「なんですか？」


    「このレッドパイン研究所。第八研究棟に」


    　吉良は建物へと視線を投げた。同じように僕もそちらを見る──と、吉良は、わずかの逡しゆん巡じゆんののちに口を開いた。


    「……夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうの研究所がある。あなたと、カレンさんの目的である夜木坂慶よし幸ゆきのシ念もおそらくここにいる」
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    　　　　　　　１


    



    　ダイオードを利用した、低電力の屋外灯が歩道を照らしている。歩道を囲んで芝生が続いている。敷地内には緑地が多く、あたかも公園にでもいるかのよう。


    　巡じゆん回かいの警備員は多かった。


    　植えこみの陰で僕は息を潜ひそめている。


    　乗りこえられそうな金網から、敷地内に侵入して十五分ほどが経過していた。中央棟のそばまでやってはきたが、警備員が多くて身動きが取れない。


    　カレンはさっきから黙っていた。吉き良らからいきなり告げられた、夜や木ぎ坂ざかさんの居所。まさか、ここに夜木坂さんの研究所があるとは僕だって思いもしなかった。研究所があるのなら、本人が今はいなくとも、慶よし幸ゆきのシ念はひょっとしたら……。


    『……晶しよう』


    　カレンがようやく声を発した。


    『叔お父じさんのこと、今は考えないで』


    「……ああ」


    『夕ゆう顔がおのことにだけ集中しよう』


    「そのつもりだ」


    『じゃあ……どうする？』


    　敷地内の地図、建物の見取り図はすでに頭のなかにあった。


    　今僕は、「Ｈ」の形をした中央棟を、四時の方向から見上げている。夕顔がいるとおぼしき中央棟である。第八研究棟はここから北に位置していて、結構距離がある。


    　このまま待機していても事態は好転しない。時刻は午前一時を回っている。夜明けがタイムリミットとするなら、あと四時間とすこし。


    　せめて屋外灯の数が半分くらいで隠れられる場所が増えるか、警備員が減らないことにはどうしようもない。停電を期待するのはさすがに無理だ。かといって、警備員の数を減らす方法なんて──。


    　ひとつ、方法を思いついた。


    『え、そっち行ったら離れちゃうじゃない』


    　僕は中央棟に背を向けた。身をかがめ、なるべく急ぎ足で。


    　向かった先は近場の第五研究棟。万能細胞の研究をしているとか。


    　そしてここに警備員は少なかった。


    「やっぱり……」


    『なにがやっぱり？』


    「中央棟に夕ゆう顔がおがいるのなら、中央棟の警備は手厚くなるけれど、ほかの研究棟は手薄になるんだよ」


    『うん、それで？』


    　僕は茂みに落ちていた、重さ三キロほどの石を持ちあげた。


    「こういうことをしても、すぐには見つからないということでもあるね」


    　石を全力で窓がうえに向かってぶん投げ、


    『え──ちょっと!?』


    　ガラスが木こっ端ぱ微み塵じんに砕けちる──直前。


    　けたたましいサイレンが響きわたった。


    



    



    『な、な、な、な、なにしたの!?』


    　僕はぎりぎりのところで踏んばった。まだ石は手のなかだ。目の前のガラスもまだ割れていない。これから割ろうとしてはいたけれど──でも、その前にサイレンが鳴った。


    　なぜ？


    　ガラスを割ろうという悪意を持ったらサイレンが鳴るシステムとか？　そんなバカな。


    『晶しよう、誰かこっち来る！』


    　足音が遠くから聞こえる。


    　僕らは身をかがめてダッシュした。先ほどの植えこみへと向かう。呼吸が乱れる。さすがに走りつづけると苦しい。身体の節々も痛む。


    　僕が植えこみの陰へと滑りこみ、身体を丸めた直後、入れかわりで数人の警備員が第五研究棟へと走っていく。


    「……ぎりっぎりだった」


    　呼吸を整えようと、深呼吸を繰りかえす。


    『ちょ、ちょちょ、晶！　どうして、あんな、あなたがあんなこと──』


    「違うよ、僕が窓ガラスを割る前に警報が鳴ったんだ」


    『え、なんで……って大体どうしてガラス割ろうなんて思うのよ!?』


    　僕はあごでしゃくった。中央研究棟の周囲にいた警備員の数が──減っている。


    「これを狙ねらっていたんだ。ほかの場所に警備員の注意を集める。そして手薄になったところで中央研究棟に忍びこむ。でも──先に鳴ってしまった……」


    『まさか、もう私たちのことバレてる？』


    「違うと思う。だったら警報を鳴らす前に僕らをとり押さえるはずだし。考えられるのは……故障か？　あるいは……ほかに侵入者がいたか、夕顔本人が逃げだそうとして……いや、考えてもしょうがない」


    　僕は立ちあがった。


    「これはチャンスだよ、カレン！」


    　今は行動あるのみだ。


    　走りだす。あわててカレンがついてくる。警備員がいなくなった一か所を突っ切る。


    　道路の向こうの警備員は、反対を見ている。


    　こちらを、ふり向いた。


    「────」


    　僕は建物の陰に身体を滑りこませていた。なんとか、間に合った──はず。


    　警備員がこちらを見ている気配を感じる。僕は背中をぴたりと建物に張りつけて、息を殺す。大丈夫、大丈夫だ。見るなよ、こっちに来るなよ。


    『はっ、はっ、はっ──んもう、これ、どきどきしすぎ──』


    　僕の前ではカレンが、胸に手を当てて大きく息をついている。


    「……カレン、カレン」


    　僕は小声で呼びかける。


    「カレン、向こうの様子をうかがうのは君がやってくれるか？　警備員はシ念能力者じゃない。君の姿は見えないはずだ」


    『カムフラージュだったら？　実は能力者なのに、一般人のフリしてるとか』


    「そのときはそのときさ」


    『…………』


    　カレンが僕の顔をまじまじと見つめる。


    『あなた、最近変わった気がする』


    　最近の僕しか知らないくせに。


    



    



    　僕らは警備員の目をくぐり抜けて進む。


    　やがて夕ゆう顔がおがいるらしき応接室の真下へとやってきた。あとすこしだ。もう、呼吸もめちゃくちゃで身体中から変な汗が出ているけれど。


    　ガラス越しになかをうかがう。暗く、誰かがいる気配もない。


    　僕は手近な花壇で、レンガをひとつ手に取った。


    『……晶しよう？』


    　それを振りかぶり、思いっきりガラス窓に叩きつける。


    『やっぱり窓壊すの!?』


    　直前。


    　今度は──屋外灯の明かりが途絶えた。
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    　停電だ、と気がついたけれど、遅かった。僕が投げつけたレンガは窓ガラスを破り、内側にガラスを飛散させる。


    　屋外灯が消え、建物内の明かりも消えた。停電だ。自然停電……と考えるには都合がよすぎるだろう。人じん為いだ。何者かが電力を絶った。


    　誰が？　わからない。星せい詠えい会かいは動かない。壬じん戌じゆつにはもう動ける能力者もいない。吉き良らは今ごろ深夜のドライブだ。誰が動いたんだ。まさかシ念掃そう滅めつ機構が？　いや、そんなことをする意味もない。


    『ど、どうしよう、晶しよう』


    　聞かれても僕にだってわからない。


    「決まってる。行こう」


    　割れたガラスから手を差しこみ、錠じようを開ける。僕は建物内に侵入した。


    　入った場所は、資材の備蓄室だった。いくつもの段ボールがステンレス製の棚に格納されている。医療品メーカーのロゴ、医療機器メーカーのロゴが印刷されている。


    『明かり、点ついた』


    　屋外が明るくなった。


    　停電に動作する内部電源に切りかわったのだろう。


    　僕は部屋を走りぬけ、ドアに張りつくと廊下にも明かりが戻っている。


    　ふり返る。僕がたたき割った窓ガラスが壁際に見えた。警報はまだ鳴らない。警報は外部電源でのみ動作するのだろうか。


    　けれど、すでに一度サイレンは鳴っている。警備員は敷地内をパトロールしているはずだ。この部屋の窓ガラスが発見されるのも時間の問題。


    　廊下には、この夜よ更ふけにも残っていた研究員が何事かと出てきている。このまま僕がのこのこと廊下へ出るわけにもいかない。どうやって研究員の目をごまかしたらいい？


    　このとき僕は段ボールのひとつにあるものを見つけた。


    『……晶？』


    「すぅ──」


    　深く息を吸って、吐く。呼吸を整え、額ひたいに浮いた汗をぬぐう。


    　落ち着け。


    「……よし」


    　白衣を上から引っかけると、僕はドアを開いた。


    



    



    「なんだ、停電か？　おかしいな、台風が来ているわけでもないだろうに」


    「最近雨多かっただろ。それでダムが決壊したんじゃないのか？」


    「はは、まさか」


    　研究員が廊下で立ち話をしている。そのすぐ隣には階段がある。それを四階まで上れば目的地の真横に出る。


    「…………」


    　カレンはレンズに戻っている。僕はカメラを白衣の裏側に隠し、ポケットに手を突っこんでなに食わぬ顔で歩いていった。


    　灰色のマットが僕の足音を吸収する。研究員たちへと近づく。階段へ行くには、彼らの横を通らなければならない。


    「試験機の電源やばくなかったか？　俺んとこ今シビアでさ、再実験とかなったら泣けるよ」


    「ゼルフォームのやつか。お前のチームの悲願だしな」


    「うちのチームだけじゃない、人類の悲願──なんつって」


    　ふたりの研究員がやってくる僕を見つめる。


    　バレるな。バレるなよ。


    　早足になりそうなのをこらえる。心臓の動どう悸きが速くなる。さっきぬぐった汗が、また浮いてきた。


    　僕はふたりの横を通りがかる。小さく会え釈しやくをする。ふたりの研究員も、こちらに会釈をして返す。


    　通りすぎた僕の背後。


    「おい、あいつ」


    　バレるなよ──。


    「……やけに若くないか……あんなやついたっけ？」


    　僕は九十度曲がり、階段の陰へと身体を滑りこませた。


    　瞬間、走りだした。


    　背後で小さな声が聞こえる。けれど階段を一段飛ばしで駈けあがる。こんなところで正体がバレるわけにはいかない。足が重い。けれど走らなければ。


    　二階に上がる。二階は一階とは違い、静まりかえっていた。背後をふり返る。大丈夫だ。追ってきていない。でもここで立ち止まるわけにもいかない。


    　急げ。


    　僕は走りだし、三階に駈けあがる。こちらは一階のように、廊下に人の気配。けれど階段まで来る人間は──、


    「お？」


    　いた、ひとり。


    　僕の心臓が跳ねあがる。一段飛ばしで上ってきたのを隠すように、ことさら余裕ぶって、踏みしめるように階段を上っていく。


    「おい、今の停電か？」


    　僕にたずねているのか？　くそ、どうして僕なんかに話しかける。


    「そのようです」


    　息が上がっている。声が震えそうになるのを必死でこらえる。浮いた汗が今にも垂たれてきそうだ。そのまま無視して上るか？　いや、そうすると怪しまれるか？　くそ、どっちだ。


    　三階に着いた。無視は危険。話をするべきだ。


    「参ったな。パソコンが一瞬フリーズしてよ、ファイルサーバーも落ちてる」


    　がっしりした体たい軀く。人好きしそうななつっこい表情で変わらず話しかけてくる。


    　男がちらりと廊下を見た瞬間に、僕は白衣の袖そでで額ひたいの汗をぬぐった。


    　服の下では背中にびっしりと汗をかいている。


    「あれ？」


    　顔をこちらに戻した男は首をかしげる。


    「なんで、君わざわざ階段使ってんの？　階段、消毒するから今日明日は使うなって連絡来てたろ」


    「え、ええ」


    　返事をしながら僕は、男の発言の奇妙な点に気がついた。


    　階段を消毒？　階段なんて消毒するものなのか？　なにか病原体でもばらまいたのか？


    　……違う。そうじゃない。


    　人払いだ。夕ゆう顔がおを隠しているから、人を近づけないようにしているのだ！


    　やはり夕顔はこの上にいる。


    　四階応接室。あと一階だ。


    「そう、でしたね」


    　答える僕の、声音が震える。


    「エレベーター使っといたほうがいいぜ」


    　こっちへ来い、と言いたげに男が手招きする。ついてこいとでも言いたいのか？　このフロアはどうなっていた？　エレベーターはここから廊下を歩いて五十メートルほど行った先にしかない。時間のロスは避けたい。警報が作動するかもしれないし、廊下の途中で僕が部外者だとバレる可能性がある。


    　どうする、どうする、どうする。


    　考えろ、僕──。


    　見取り図。


    　停電。


    　四階。


    　三階。


    　エレベーター。


    「……停電したじゃないですか」


    　そうだ、これだ。


    「エレベーター停まってるんですよ。五階に行くだけなので、階段を使おうかと」


    「五階？」


    　不思議そうな顔をした男。


    「ああ、仮眠室」


    　けれど納得してうなずいた。


    　五階に仮眠室がある。記憶の片隅でそのことを憶おぼえていた。


    「ふーん。まあ、ゆっくり休んだらいいだろう」


    「はい」


    　男は手を挙げる。僕も手を挙げて返事をする。


    　口笛を吹きながら男が廊下の角を曲がった──瞬間、僕はダッシュした。二段飛ばしで階段を駈けあがり、四階へ。やっと四階。こんなにも四階が遠かったことなんて生まれてきて初めてだ。四階は暗く、静まりかえっていた。誰かがいる気配もない。


    　僕が思わず床に手をついた。


    　はぁー……と大きなため息をついたとき、カレンがレンズから飛びだした。


    『ししししし心臓に悪いから！』


    　それを僕に言われてもしかたがないじゃないか。僕はカレンを見上げる。


    「でも、とにかく……四階に来た」


    『うん──』


    　カレンが周囲を見回す。不安げに。


    　消灯されている廊下を、非常灯の緑色の明かりだけが照らしていた。


    



    



    　応接室、なんていうふざけた名前で巨大なスペースを確保していると見取り図にはあった。たしかに、その部屋に掲げられていたプレートには「応接室」とあった。


    　入り口は、手前にドアがひとつ。廊下の先にももうひとつ。廊下には、それ以外に入り口はない。ずっとのっぺりとした壁が続いている。


    　廊下の非常灯は、ぽつりぽつりと足下に点ともっている。


    「さて……どうやって入ろうか」


    　ドアを破るほどの力は僕にはない。ここのカギをどうにかして手に入れるか、あるいは夕ゆう顔がおを起こすという方法もある。それなら、カレンになかを見てもらいながら……、


    『ねえ、カギ開いてるんじゃない？』


    「まさか」


    　僕はカレンの楽観に笑いながらドアノブを回した。


    　開いた。


    「────」


    『ほら』


    　ほら、と言われてもにわかには信じられない。なぜ。警備に穴があるのか？　それともさっきの停電が影響している？


    　どうするの、と聞きたそうなカレンの顔。


    　罠わなか？　罠かもしれない。


    「…………」


    　でも、僕らが目指していた目的地はこの応接室だ。


    「行こう」


    　僕は応接室に足を踏みいれた。


    　窓にはブラインドが取りつけられており、外の明かりは半分ほどしか入らない。けれど、室内の様子はおぼろげにわかった。


    　応接室と言うには殺風景。観葉植物もなければソファやテーブルもない。会議室として造られたスペースから、デスクやイスを撤去したあとみたいだ。だだっ広い。


    　二メートルほどの高さのパーテーションがあり、広々とした部屋を中央で仕切っていた。


    　手前にはなにもないのだから、向こう側に行くしかない。


    　僕は後ろ手にドアを閉める。かちゃりと、小さな音が鳴る。僕とカレンは壁沿いに進んでいった。壁に設置された収納は、空っぽだった。


    　カレンが僕の背中をつかんだ。


    「……カレン？」


    『こ、こ、怖そうだから、晶しようが、だ、だから私がつかんでてあげようか、と……いう、私の、優しさ、というか』


    「怖いのなら怖いと正直に」


    『や、やっぱり晶、怖いのね。もう、しょうがないなー、私が、ほら、ついてて、あげるから、しっかり歩いて、ほら』


    「…………」


    　いろいろ言いたいことはあったけれど（君が怖いんだろ、とか、君だって幽ゆう霊れいみたいなもんじゃないか、とか）、とりあえず止やめておく。僕はゆっくりと歩を進めた。


    　パーテーションが近づく。背中をつかむカレンの力が強くなる。僕らはパーテーションを過ぎて、向こう側へ──。


    『あれ見て！』


    　カレンが小さく叫んだ。


    　同じようにだだっ広いスペース。


    　だけれど部屋の中央に、白っぽいカーテンが吊られていた。その脇にはサイドテーブルと、救急箱。


    　カーテンの切れ目から見えたのは、ベッドだ。


    　僕が動くよりも先にカレンが走りだす。


    「カレン、待て──」


    　けれど僕の言葉もそれ以上続かなかった。カーテンの切れ目、ベッドの上に寝かされていた人影が見えたのだ。見覚えのあるジャージ、そこにのぞいている素足。


    　カーテンを開く。


    　少女が眠っていた。


    　夕ゆう顔がおの胸が、ゆっくりと上下していた。
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    「夕顔、夕顔起きろ！」


    　カーテンをはねのけてベッドに飛びついた。夕顔を抱きおこす。身体の温ぬくもりを感じる。


    　鼻先に耳を当てると寝息が聞こえる。


    「よく眠ってる」


    　ベッドの反対側にいるカレンに告げる。カレンが今にも泣きそうなくらい顔をくしゃくしゃにして、うんうんとうなずいた。


    　二度目の救出。信じられない。こんなにもうまくいくなんて。


    「ん、んん……」


    　夕顔がうっすらと目を開けた。その目は焦点が合わないようで、暗い室内をさまよい、


    「……雨あま野の？」


    　僕の顔を見つめた。


    「起きたか」


    『夕顔！』


    「あたしは……」


    　夕顔が顔をしかめる。


    「頭が痛い……どうして……」


    　左手で、額ひたいを押さえている。


    「夕ゆう顔がお、立てるか」


    　薬で眠らされていたのだろう。意識が覚醒するのは時間がかかるかもしれない。だけれど、今は逃げなければならない。


    　そのとき夕顔は、僕が予想しなかった質問を口にした。


    「……雨あま野の、ひとり？」


    「え？」


    「……ううん、なんでもない」


    　僕は夕顔の質問の意味を一瞬理解できなかった。


    　けれど、すぐに気がついた。


    　清せい玄げんは来ていないのか、ということか。


    　助けに来たのは、ホテルのときも、そして今も、僕だった。夕顔はほんとうは清玄が来ることを望んでいた──。


    「……夕顔、今は逃げよう」


    「わかっておる」


    　そして夕顔はいつもの口調に戻り、ベッドの上に起きあがる。


    　僕から逃れるみたいに。


    「さて、脱出しようとするかの？」


    　僕はただうなずくことしかできなかった。


    



    



    　夕顔のスニーカーはベッドサイドに置かれていた。彼女は素足でそれをつっかける。その間に僕は白衣を脱いだ。


    　部屋を抜けだすと、廊下には相変わらず誰もいなかった。


    「駐車場のあと、一度だけ目を覚ましたんじゃ。そうしたらもうあのベッドにおってのう、今度は睡眠薬を服のまされた。まったく、身体がひどくなまっておる」


    　ぶんぶんと両腕を振りまわしながら夕顔が応接室から出てくる。


    「いろいろとあったようじゃの？」


    「ああ。話しきれないほどたくさんね」


    『私たちすっごいがんばったのよ！』


    　胸を張るカレンに、夕顔は微笑ほほえむ。


    「では無事に逃げおおせねばならぬの？」


    　僕の前に立って夕顔が階段を下りていく。僕よりも夕顔のほうが圧倒的に戦闘能力が高いのだから、しかたがない。今度は僕が守ってもらう番だった。


    「しかし雨あま野のに救われるとは──最初のころを思うと不思議じゃの」


    「面めん目ぼく躍やく如じよといったところかな」


    　三階を通りすぎる。さっきの男はいなかった。


    「それにしてももうちょっとマシな起こし方があったんじゃなかろうか？」


    「……『王子様のキス』なんて、間違っても言わないでくれよ」


    『えええっ!?　まさか夕ゆう顔がお！』


    「カレン……まさかとかないから」


    「ちぇー、残念」


    　夕顔はけらけらと笑った。屈託のない笑顔──のように見えた。


    　でもそれはきっと、どこか無理をしている笑顔だ。僕だってうそっぱちの笑顔を作るときがあるから、わかる。


    　二階を通りすぎた。


    「もう、二日もこの格好じゃよ……そろそろ着替えないとにおいが」


    　腕をくんくんと嗅かぎながら、夕顔は三段飛ばしで下りていく。


    「そんなに気にならなかったからまだ平気だよ」


    「そんなに!?　やっぱりにおったのか!?」


    『晶しよう、そこはうそでも「いいにおいがした」とか言わないと』


    「……君は僕を変態にしたいのか」


    　一階に到着する。先を行く夕顔が立ち止まる。廊下の先をうかがいながら、


    「ふむ……ほとんど人がおらんの。これなら侵入するのもたやすかったであろ？」


    「──え？」


    　僕は廊下をのぞいてみた。廊下は消灯されており、誰の姿もなかった。


    『え……さっきなんか、人、いたよね？』


    　そのとおりだ。廊下の窓から外を見るが、屋外灯は点ついている。停電の影響というわけでもなさそうだった。


    「なんだ……？」


    　なにかがおかしい。


    　そういえば、さっき三階を通ったときも人ひと気けはなかった。単に、さっきの男がいないだけかと思っていたけれど、違ったのだろうか。


    「……とにかく今は逃げよう」


    　僕は言って、先に立った。備蓄室の様子をうかがう。僕が侵入したときと同じ状況だった。砕けたガラスが床で、外の明かりを反射している。


    　危険かと思ったけれど、ほかの部屋の窓から出るよりはここのほうがマシだ。


    　開かれた窓からまず夕ゆう顔がおが外へ降りたち、それから僕が続く。


    「警備員は？」


    「おらぬようじゃ」


    「建物沿いにあっちへ──フェンスがあって、そこは乗りこえられる。そうすれば敷地外に出られるよ」


    　外に出たとき、僕はふと背後をふり返る。


    　第八研究棟が、木々の向こうにわずかに頭をのぞかせていた。


    「……雨あま野の？」


    　あそこに夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうの研究所があって、慶よし幸ゆきのシ念がいるかもしれないんだ──と言おうとした僕の前に、カレンが立つ。僕の間近で、小声で言う。


    『……今は、無事に逃げることを考えて』


    「でも」


    『晶しよう……お願い』


    「カレン」


    　このとき僕は、水みず町まちに言われた言葉が気にかかっていたのだ。ひとつを叶かなえれば、ほかは叶えられないというあの言葉。もし今、僕らが逃げおおせたとしたならば、シ念掃そう滅めつ機構の態度は硬化し、夜木坂さんをがちがちに保護してしまうのではないか。そうなれば、カレンの願いを叶える方法がなくなってしまう。


    「夕顔も大事だ。でも僕はカレン、君のことも──」


    「なんじゃなんじゃ、どうした？」


    　僕らのやりとりに気がついた夕顔が、こちらへとやってくる。


    『ダメ』


    「カレン、確認するだけでも」


    『絶対ダメ』


    「ふたりともどうしたんじゃ、こそこそと──」


    　夕顔が言いかけたときだった。


    　強い光。


    　僕らを照らしだす、強い光。


    　掲げられたスポットライト。


    　視界が一瞬ホワイトアウトし、僕はあわてて両手をかざした。


    「まーったく。お久しぶり？　じゃないねー、さっきぶり？」


    　光の向こうから、声。


    　こちらへ歩いてくる人影──シ念は、昼に会ったときそのままで。


    「……ドール！」


    　ドールのシ念の背後には多くの人影。


    　僕らは、数十人という人間に囲まれていた。
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    　ドレッドヘアの男、タンクトップに迷彩柄のパンツという女、赤い髪の老人、熊のような大男。このうちの何人かは、ホテルの駐車場で星せい詠えい会かいと戦っていた連中だ。


    「せっかく罠わなにかけたのに、引っかかったのが雨あま野のだけとかあり得ないですー」


    　僕らから五メートルほどの距離でドールのシ念は立ち止まった。


    　さっと周囲に視線を走らせる。ドール本人を一度見たことがある。カラフルな髪の少女──に見えたけれど、実際は結構な年齢らしい女性。あんな格好なら、すぐにも見つかりそうだと思ったのだ。


    「そんな簡単に、見つかるようなところにはいないよ……？」


    　シ念がくすくすと笑う。僕の考えなどお見通しとでも言わんばかりに。


    「だが、近くにはいる。そうだろ？」


    「どうして？」


    「お前の話し方が、昼に会ったときよりもはっきりしている。それは操そう縦じゆう者しや本人がそばにいるから」


    　シ念の表情がぴきりと固まる。


    「ふん、だからってお前らになにかできることもないですー」


    　僕の横にいる夕ゆう顔がおが口を開く。


    「罠、と言ったかの」


    「そうですー」


    「あたしの警備を薄くしたのもそのためか」


    　警備を薄くした？


    　そうか──屋外を警備する人員を増やしたのに、夕顔本人の周辺に誰もいないというのはおかしい。夕顔にまで到達されたら、あとはシ念能力者が対応するつもりだったのだ。


    「そうですー」


    　ドールのシ念はにやにやする。


    「……目的は、あたしの親おや父じを捕らえるため、じゃな」


    「もちろんダ・カニエーシナ」


    　こくこくとうなずくシ念。


    「まさか、ほんとにここを探りあてちゃうとはねえ？　これは誰か、あーしたちのなかにも裏切り者がいるってことですー？」


    　ドールのシ念が周囲──シ念掃そう滅めつ機構の能力者たちを見渡す。


    　群衆に動揺が走る。


    　星せい詠えい会かいにも裏切りがいたように、シ念掃滅機構にも裏切り者がいるというのはたしかにあり得ることだ。それを利用して水みず町まちや吉き良らが情報を得たと考えると、しっくりくる。


    　一方でドールも裏切りには気づいていた。だからこうして罠わなを張った。


    「雨あま野の」


    　ドールのシ念が視線をこちらに戻した。


    「それにそこのシ念」


    『あんただってシ念でしょ』


    「なんかねー、あーしねー……」


    　シ念はぼりぼりと頭をかいた。


    「……マジであったまに来てるんですー……ここまでコケにされたんよお？　命令がなかったら考える隙すきも与えず殺してるところです」


    　瞳の端でこちらを見すえる。


    　ぞくり、と背中に鳥肌が立った。


    　僕が対たい峙じしているのはドールのシ念のはずだ。だけれど、人間と接しているのとまったく変わらない。瞳に揺らいだ激情が、僕らをなぶろうと、いたぶろうと、苦しめようと、濡れたように光る。


    　やつらにとって必要なのは夕ゆう顔がおだけ。僕とカレンは──ほんとうに、殺されたとしてもおかしくないのだ。


    「雨野、下がっておれ」


    　僕をかばうように夕顔が立つ。


    「夕顔、僕は」


    「あたしがおればいいんじゃろう。いいか」


    　夕顔は言って、足下に転がっていた、とがった石ころを手にした。


    「あたしの目が必要なんじゃろう。雨野を逃がせ。さもなくば自みずからこの目を破壊してくれる」


    「なっ──」


    『ちょっと夕顔！』


    　ドールのシ念の目が細められ、囲む能力者たちもどよめく。


    「これでふりだしに戻るだけじゃ。お前さんたちにとってマイナスがあるわけでもあるまい」


    「……ハァ」


    　ドールのシ念が腰に手を当て、ため息をついた。


    「こんなの、取り引きですらないですー。取り引きってのはギブアンドテイクなんよ？」


    　すっ、とシ念が手を挙げる。


    　直後、


    「あっ!?」


    　夕ゆう顔がおの腕が何者かにつかまれた。


    　突とつ如じよとして背後に現れた、何者かに。


    「あーしと、お前らと、取り引きできる立場じゃーないんですー」


    　それはドールのシ念だ。三体のシ念が夕顔を後ろから羽は交がい締じめにする。ドールの能力はシ念の人形を出現させること──望む場所なら、どこにでも、いくつでも。


    「くそっ」


    「動くなっ！」


    　僕がカメラをつかんだ瞬間、ドールのシ念が叫ぶ。


    『夕顔！』


    「動いちゃ、ダメ、ダメ」


    　夕顔を捕らえる一体が、夕顔の形に変わっていく──人型の爆弾。シ念の爆弾だ。


    「せっかく大きなエサをぶらさげて、雨あま野のだけですー？　これじゃあ、つまんないよお？　雨野はかかるに決まってたし、これじゃあ成果ゼロですー。喜んでいいよお？　これからすっごく苦しい目に遭あわせてあげる。あーしたちの仲間には、人間を苦しめるためだけにあるようなシ念能力者もいるんよお？　シ念のウジ虫が身体を食いあらしたり、どんだけねじっても身体が切れないようにしたりねえ？」


    『────』


    　カレンの表情が青ざめる。僕は彼女の手を握りしめた。大丈夫、なんとか切りぬけてみせるから。


    「……僕だって戦える。そう簡単にやられたりするもんか」


    　ドールのシ念をにらみつける。


    「釣り針を口に引っかけたよーな顔で、偉そうなこと言われてもねえ？　キャハハハッ！　そんなに会いたかったですー？」


    「会いたかった、だと？　夕顔は僕にとっても、カレンにとっても大切な友だちだ」


    「雨野……くっ」


    　夕顔の手から石がもぎ取られる。シ念たちは夕顔をすぐにどうこうするつもりもないようで、ただ拘こう束そくしていた。


    　大切な友だち。ほんとうに大切な友だちだ。僕が困ったときに、自分の危険も顧かえりみずにいつだって助けてくれた。


    　それなのに──。


    　今の夕顔をどうやって助けたらいい。


    「違う違う、そっちじゃないですー。まぁったく、雨野と会話するとなーんか嚙かみあわないんよお？」


    「夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうさんのことか」


    「そーう！　そうですー。やっぱり知ってたんねえ？　わざわざ今日も研究所でスタンバイしてもらってるんだから、ちゃんと知っててもらわないと」


    「なっ──」


    　僕は口を利きくことを一瞬忘れた。


    　スタンバイ？


    　僕らをおびき寄せるために、わざわざスタンバイ？


    　やはり、今まさにこのとき、夜木坂さんは第八研究棟にいるのだ！　それはつまり、カレンの願いを叶かなえるために必要な──。


    　第八研究所はここから北、距離にして三百メートルほど。


    　そのことを知らなかった夕ゆう顔がおの表情が固まる。


    「そうか……雨あま野のたちはそれを知っておったんじゃな」


    「…………」


    「そして、あたしに気を遣って、それを言わなかった。あたしの救出を優先しようとした」


    『夕顔、私は』


    「情けないのう。あたしは──」


    　天を仰いで夕顔はつぶやく。僕らの気遣いは、結果的に夕顔を傷つけてしまったのだと、今さらながらに気がついた。


    　夕顔はすると、小さな声で笑いだした。


    「ふ、くくく」


    「……なにがおかしいですー」


    　こちらを警戒するようにドールのシ念が言う。


    「ふふふ。ははははっ。滑こつ稽けいじゃのう。『シ念掃そう滅めつ機構』などと仰ぎよう々ぎようしい名前をつけておるわりに、やることと言ったら、女子高生ひとりを誘ゆう拐かいし、男子高生ひとりを釣りあげただけじゃからのう」


    「…………」


    　シ念の顔が醜みにくくゆがむ。


    「お前さんたちにとって最大の見込み違いは、あたしの価値じゃ。あたしなどのために戦ってくれるのは、この世界で雨野とカレンだけじゃった。最低じゃよ。あたしの味方はたったふたりしかおらんかった。最低の女子高生じゃな。これを笑わずにどうする？　ははは。はははははははははっ」


    　顔をうつむけて、夕顔が力なく笑う。


    「黙れ、黙れ黙れです！」


    　シ念がわめいた。


    「見込み違いかもしんないけど、雨あま野のは雨野でちゃんとした獲え物ものですー！　たったひとりで研究所をひっかきまわし、電源室を破壊し、中央棟に侵入したくらいなんだから、これはあーしのお手柄ですー！」


    　ぎりぎりと歯ぎしりするシ念──だけれど、僕は、その言葉のおかしさに気づいた。


    　──電源室を、破壊……？


    　さっきの停電のことだろうか。だとしたらあれは僕ではない。いや、その前の警報もそうだ。違う。僕じゃない。


    　だったら、どうなる？


    　僕やシ念掃そう滅めつ機構以外に、ほかの誰かがこの研究所に──。


    　いる、ということだ。


    　それはいったい──、


    「お前が最低の女子高生だって言うなら」


    　不意に背後から。


    　聞こえた言葉は、重く、低く、しかしはっきりと。


    「俺は世界で一番ダメな父親だ」


    　黄金の光が真横に三筋きらめいた。


    　誰かが微動だにする時間すらなかった。


    　三体のシ念が黒い煙を噴いて、空中に消えていく。


    　そこに立っていたのは、スキンヘッドの巨漢。


    　黒く、てかりのあるシャツをはおり、胸元をはだけ、そこにはゴールドのチェーン。スリータックの紫のパンツ、足下は相変わらず鰐わに革の靴で、かかとをつぶしてつっかけていた。


    　縁ふちのないオレンジのサングラス。その奥にのぞく眼光は、


    「星せい稜りよう神社神かん主ぬし──」


    　と言われてもにわかには信じられないほどで。


    「和泉いずみ清せい玄げんだ！」


    　大だい音おん声じようで上げた名乗りは、数十人のシ念能力者を一時凍りつかせた。


    　両腕には、黄金色の小こ手て。それには、鉈なたかと思えるほどの三本の刃がついていた。僕の目にもはっきりと見える、黄金龍の細工。「黄金の爪ゴールデン・クロウ」と呼ばれる和泉清玄のシ念能力。


    「お、お父さ……ん？」


    　呆ぼう然ぜんとして夕ゆう顔がおが言う。


    「遅れた」


    　夕顔の横を通りながら、その頭をぽんと叩く。


    「こんな手ですまねえな」


    「…………」


    　不意に、夕ゆう顔がおの目が潤うるんだ。


    「……ほっ、ほんとは、わかってる……その手が、みんなの幸せを守ってきた手だって」


    「へっ」


    　清せい玄げんは親指で鼻をこすった。


    　そしてドールのシ念のほうへと歩いていく。シ念が後ずさりする。


    「俺はな、世界で一番のダメ親おや父じかもしれねえ。それについてはもうなんも言わねえし、なんも言えねえよ。だったら、あとは態度で示すしかねえじゃねえか」


    　その両目が、正面の、ドールのシ念を射抜く。


    「俺は世界で一番、てめえの娘を愛してる」


    　なんの迷いもない言葉。それは、誰よりも夕顔が待ちのぞんでいた言葉だ。


    　けれど──状況が完全に好転したわけではない。僕らを囲むシ念たち。これだけの数を相手にできるのか。


    「たったひとりであーしたち全員を相手にする気ですー？」


    　ドールのシ念が不敵に笑う。けれど清玄は、ふん、と鼻であしらった。


    「ああ？　てめえら、なにを勘違いしてやがる。この俺の相手になれるつもりか？」


    　圧倒的な自信。男の僕ですらほれぼれするほどのセリフ。きっと僕は一生かけても言うことはないだろうな。


    「ここにはＡシングルエーが三人もいるんよ？」


    「Ａが三つでＡＡＡトリプルエーか？　はっ、バカが」


    「ううううう！」


    　ドールのシ念がふり返り、人垣に向かって呼びかける。


    「ハロルドぉー！」


    　シ念の向いた方向、人々が道を空ける。


    　そこにはひとりの男が立っていた。


    　仕立てのよいスーツ姿、ちりちりの髪の毛を後ろになでつけた英国人──ハロルド・ガブリエル。シ念掃そう滅めつ機構の定める能力ランクは、清玄と並ぶＡＡダブルエーだ。


    　初めて清玄の表情が、固くなった。


    　勝てるのか？　清玄とハロルドはどちらが強い？　仮に互角として、僕と夕顔のふたりでほかの能力者を相手にできるのか──。


    「……夕顔」


    　こちらを見ずに清玄は言った。


    「お前、今、雨あま野のくんとカレンちゃんに協力してやろうと思ってるな？」


    「うん……当たり前でしょ。ふたりを、カレンのお兄さんのところに連れてく」


    『ちょっと夕ゆう顔がお、止やめてよ！　私たちだって戦えるもの！』


    「そうだ、僕らだってすこしは」


    　言いかけた僕らを無視して、清せい玄げんは言った。


    「ハロルド込みとなるとちっとばかしキツイ。十五分だ。十五分なら連中全員を引きつけておける」


    「……清玄さん！　僕は」


    「雨あま野のくんよ」


    　けれど清玄は、僕に先を言わせなかった。


    「ありがとうよ。夕顔の友だちになってくれて。だがな──君がしなくちゃいけねえことはなにか、わかってるんだろ」


    　僕がしなければいけないこと──。


    　わかっている。僕が誓ったふたつのこと。ひとつは夕顔を救うこと。そして、もうひとつ──カレンのために、カレンの願いを叶かなえるために全力を尽くすこと。


    　今この瞬間、カレンの願いを叶えられる最大のチャンスがあるのに、それを見逃すなと清玄は言っている。


    「……わかりました」


    『ちょっと、晶しよう!?　あなたまだ──』


    「カレン」


    　僕はカレンの目を見つめる。


    　そして心で思う。


    　君の願いを叶える。君のために、今から全力を尽くす。それを──受けいれてくれ。


    『────』


    　カレンが僕の顔を見つめる。


    「約束、しただろ」


    　カレンはなにも言えずに僕を見つめかえしている。カレン、そんな顔をしないでくれ。僕はそんなに頼りないのか？


    　するとカレンは、首を横に振った。長い髪が揺れた。


    「清玄さん……行ってきます」


    「行ってこい」


    　清玄の身体がひと回りふくれあがったように見えた。筋肉の膨ぼう張ちよう──。


    「夕顔！　十五分だ！」


    　清玄は叫ぶと同時に走りだす。


    「行けえええええええええ！」


    　こくん、と夕顔が大きくうなずいた。


    　そのときの夕ゆう顔がおの表情は、もう泣き顔でもなく、父に保護される娘の顔でもない。


    　毅き然ぜんとした戦士の顔だった。


    「はいっ！」


    　夕顔について、僕も走りだす。カレンの手をつかむと、カレンも僕の手を握りかえした。


    　向かう先にはシ念能力者たち。夕顔が先制攻撃を繰りだす。たん、たん、たんと大おお股またの三歩。正面にいた大男が振りおろす腕を、半歩ぶん身体をひねってかわす。掌しよう底ていが、男のみぞおちにめりこむ。ドンッ、という衝撃音とともに、男が背後に吹っ飛ぶ。


    「雨あま野の！」


    「わかってる！」


    　空いた人垣。僕とカレンはその隙すきを突いて通りぬける。


    『晶しよう、後ろ！』


    　首をふり向けると、ふたりの能力者が僕らに腕を伸ばしていた。


    　捕まる──。


    　思った瞬間、彼らの背後に黄金の光がほとばしる。ふたりの能力者は、爆発に巻きこまれたかのように吹っ飛ぶ。


    「ふり向くんじゃねえ、ここは任せておけ！　あの腐れイギリス人とも、ぼつぼつ決着をつけねばなるめえ──」


    　その声を背に、僕らは全力で走った。


    　第八研究棟へ。


    　カレンの叔お父じである夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろう、夜木坂慶よし幸ゆきのシ念に会うために。


    　カレンの願いを叶かなえるために。


    　僕らの、短くも長くもあった共同生活に、ピリオドを打つために。
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    　研究棟のすべての窓にはシャッターが降りていた。研究所にいる研究員とて、シ念のことを知っている人間は限られているのだろう。だから室内に閉じこめられ、僕らの姿を目にしないようにしているのだ。


    　僕らは第八研究棟へと向かう。途中、誰とも出会わなかった。警備員ですら隔離されているのかもしれない。


    　第八研究棟はちょうど円形をしていた。ぽっかりと真ん中に空き地があり、そこは緑地となっていた。事前に見た見取り図には、緑地の中央に特別研究所があった。おそらくそれこそが、夜木坂さんの特別研究所なのだろう。


    『…………』


    　カレンが真剣な面おも持もちで、僕らについて走っている。無言だった。カレンだけではない、僕も夕ゆう顔がおも無言だった。


    　第八研究所の建物が見えてきた。ツツジに囲まれた歩道を走り、建物にぽっかりと空けられたトンネルから中央の緑地へと向かう。


    　まるで護ご稜りよう高校で、教師であり殺人犯だった安あ久く津つと対たい峙じしたときのようだった。護稜高校にも中庭がある。


    　建物の陰に入ると不意に暗くなる。直線で三十メートルほど。その先に緑地が見えた。


    　身体は疲れていた。けれどまだまだ走れる。カレンをお兄さんに会わせる、最初にして最大のチャンス。逃すわけにはいかない。


    「あれじゃな」


    　先頭を走る夕顔が指さしたのは、木々の向こう、円柱状の建物。所長室。僕らは建物の陰を抜け、月の光で十分に明るい緑地へと、


    「月……？」


    　まさか、と思った。満月まであと三日ほどある。まだ早い。


    　でも──僕らの前方にはひとりの男が立っていた。


    「こんなにも美しい月夜に、先を急いでどちらまで？」


    　サマーコートを着た男が、薄く笑う。


    　銀色の髪、肌も白い。両の眼は開いているかどうかわからないほどに細められている。


    　ツクヨミ。吉き良ら伶れいの弟にしてシ念掃そう滅めつ機構の能力者──。


    　十メートルほどの距離を置いて僕らは立ち止まった。飛びかかろうとする夕顔を、すんでのところで押さえる。


    「ツクヨミ……今日は満月じゃない。能力は発動しないだろう」


    「ふふ。『月光の帳フルムーン・カーテン』のことですか？　ええ。あなたの言うとおり、発動しませんね」


    「ほう──」


    　夕顔が僕の手をふり払う。指の関節をぽきぽきと鳴らした。


    「丸腰であたしと戦えると思うほど、お前さんは愚おろか者じゃったかの？」


    「ふむ……そうですね。ではあなたにもこの言葉を教えましょう。『男子三日会わざれば、すなわち刮かつ目もくして見よ』」


    　その瞬間、ツクヨミの身体が大きくブレた。


    　直後、僕の身体が吹っ飛んだ。


    「ぐはっ」


    　夕顔に突き飛ばされたのだと、すぐにはわからなかった。視界が反転し、反射的にカメラを抱えて地面に転げる。


    　重いものがぶつかる激しい音がした。メガネが思いっきりずれた。それを直しながら身体を起こす。


    　ツクヨミが、右手の正拳突き。


    　それを左手で真っ向から受けとめる夕ゆう顔がお。


    　力は拮きつ抗こう、双方の身体が震えている。


    「ほぉう……酒に溺おぼれておれば強くなれるのかの？」


    「これまでの私には、戦う理由がありました。けれど、負けられない理由はなかった。それが今は──ある」


    　ツクヨミが力を込める。夕顔が身体をひねって力をいなす。


    　すぐにツクヨミは腕を引くと、背を向けていた夕顔の後頭部にハイキック。足がしなり、ムチのように迫る。


    　夕顔は後ろも見ずに前へと飛んだ。ごろりと地面に転げ、すぐに体勢を立てなおす。


    「負けられない理由じゃと？」


    　腕についた土を払いながら、夕顔が聞きかえす。ツクヨミはしかし、薄く笑って僕をちらりと見るだけだった。


    『……あの先輩のこと？』


    　たぶん、そうだった。堤つつみ葉は友ゆ先輩のことを言っている。


    「どうしてだよ！　戦う理由だかなんだか知らないけど、お前が、僕らの行く手を阻はばむ理由はないだろう!?」


    「…………」


    　ツクヨミは目を細めた。なにかを言いたげで、そのくせなにも言わない。


    「雨あま野の……行け」


    　ツクヨミを凝ぎよう視ししたまま、夕顔は言った。


    「さっさと片付けていっしょに行く……というわけにはいかぬようじゃ。あたしもちっとばかし本気で戦わねばならぬやもしれぬ」


    「……戦い嫌いの『左腕の格闘士レフテイ・グラツプラー』にしては珍しいですね」


    「その呼び名でもう一度呼んだら、お前さん、後悔することになるぞ？」


    「ふふふ」


    　ツクヨミは笑い、両手を握りしめた。だらりとしている夕顔とは対照的に、腰を落とし、左拳こぶしを相手に正対させる。空手のような構えだ。


    「夕顔、でも僕は」


    「行けと言ったのじゃ！」


    　叱しつ声せいを飛ばす。


    　その直後、


    「カレン」


    　夕ゆう顔がおは不意に優しい声で、


    「お兄さんに、会っておいで」


    　微笑ほほえんだ。


    　それはまるで、日向ひなたに干した布団のように温かで、


    『……夕顔っ』


    　涙目になったカレンが声を震わせる。


    『もし、私──私がっ、もしもっ……もしも、このまま、この世界から』


    「カレン」


    　僕はカレンの手をつかむ。その先は言わなくていい、そういう意味を込めて。


    　うん、うんとカレンはうなずいた。


    　もしもこのまま、この世界から消えてしまったら──なんて、そんな悲しいこと、言わなくていい。夕顔だってわかっている。だからこそ笑顔でカレンを見送ろうとしている。


    　最後の別れになるかもしれない。


    　そのことを、今さらながらに僕は感じている。


    「のう、ツクヨミ……あたしが『戦い嫌い』と言ったの？　そのとおり、あたしは戦うことが好きではない。好んで勝負を仕掛けられると、ほとんど逃げてきた。じゃがの」


    　親指で僕らのことをくいっと差した。


    「雨あま野のやカレンは、あたしのために命をかけた。そのふたりのために戦えることがほんとうにうれしい。ふたりのためにならなんだってしようと思うておる──だからね」


    　夕顔の左手が、ぶらりと垂たれた。


    「負けられないのは、あたしのほうよ！」


    　爆発的な跳躍。ツクヨミとの距離が一気に詰まる。真下からするりと伸びていく夕顔の左手は、柔やわらかそうで、しかしそれは罠わなだ。ふり払おうとしたツクヨミの左手首をしたたかに打ちつけ、顔をゆがめるツクヨミの喉のど元もとにその左手が迫る。ぎりぎりのところでツクヨミはのけぞり、攻撃を外した夕顔はたたらを踏んだ。そこへツクヨミが足払いを仕掛ける。夕顔はひらりと跳躍。


    「ツクヨミッ！」


    「ぬるい！」


    　ツクヨミの水平蹴りを夕顔が正面から受けとめる。


    「夕顔──頼んだ！」


    　カレンの手をつかんで僕は走りだした。


    『晶しよう！　……夕顔、夕顔っ！』


    　カレンを強引に引っぱって、僕は走る。


    　もう、ふり向かない。夕顔に任せると決めた。


    　所長室の建物、正面入り口は両開きのガラス戸。


    　それは、僕らを待っていたかのように開かれている。


    



    　　　　　　　６


    



    　エントランスになっている小さなスペース。正面のカウンターはもちろんのこと、無人。右手に伸びる廊下を僕らは走る。


    　うっすらと照明が点ついていた。廊下は短い。正面のつきあたりに、重厚な木製のドアが現れた。


    「所長室」


    　と、プレートがつけられていた。


    『ここに……？』


    　息を弾はずませながら、僕はうなずく。


    「いいか」


    　たずねる声が震えた。


    『うん』


    　カレンの声も震えている。


    　ここに本当に彼が待っているのか。


    　銀色の取っ手をつかみ、僕は手前に引いた。


    　ひゅう、と空気を吸いこみながらドアが開いていく。


    　円形の部屋。室内は、明るかった。


    　思っていたよりもずっと大きくて。


    　壁には所狭しとレンズや鏡が並んでいた。ありとあらゆる形状のレンズに、ガラス。医療に関する研究が主であるはずの、このレッドパイン研究所のなかでも明らかに異質だった。


    　中央正面に、どっしりとした執務机。「特別研究所所長　夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろう」と書かれた金のプレート。


    　デスクの向こうに、こちらに背を向けて革張りのオフィスチェア。


    　誰かが座っている。


    「────」


    　いざ、声をかけようと思っても、喉のどから先に言葉が出てこなかった。


    　こんなときになんて言葉をかけていいかなんて、わかりっこない。


    『…………』


    　それはカレンも同じようで。


    　僕らの迷いを察したのだろうか、彼のほうから先に言葉を発した。


    



    「期待ノイズイ、希望ノイズイ、絶望ノイズイ……絶えず思考する人間にも雑音ノイズが満ちている」


    



    　一瞬──なにが起きたのかわからなかった。


    　くるりと回転したチェアに座っていたのは、英字新聞を広げた男。


    　仕立てのよいスーツにちりちりの髪の毛を後ろになでつけている。


    　耳につけられているイヤホンは、古いタイプのラジカセに挿ささっていた。


    　英国人にして、情報中毒インフオラスト。シ念掃そう滅めつ機構ヨーロッパ統括局長。


    　ハロルド・ガブリエル──。


    　手にしていた英字新聞を執務机に置くと、ゆっくりと立ちあがった。


    　さっき僕らはハロルドを見た。今ごろ和泉いずみ清せい玄げんと戦っているはずだ。それなのにハロルドはここにいる。僕らの目の前にいる。


    　混乱する。どうして。なぜ。ここにいるのは夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうではなかったのか──。


    「なぜか、わかるか」


    　ハロルドの発した、短い問いかけ。


    　騙だまされた？　誰が騙すというのか。違う、最初からここにハロルドがいるのが既定路線だったのだ！


    　さっき見たハロルドは、偽にせ物もの。つまり、


    「……ドール」


    　彼女の生みだした、ハロルドの形をしたシ念だ。


    「そのとおりコレクト」


    　ハロルドは、親指を立てると、くい、くいと背後を指した。その先は、小さなドア。


    「……まさかそこに、夜木坂さんがいるとでも言うのか」


    　うなずくハロルド。


    「僕が今さら信じるとでも？」


    「信じるだろう。私には隠す必要がないからだ」


    　ハロルドはイヤホンを外し、ラジカセを執務机に載せる。スーツのジャケットを丁てい寧ねいに脱いでからたたむと、その横に置いた。


    「君など相手になるはずがない」


    　なんの感情も込められていない目だ。それは、道ばたに落ちている石ころを見るような無関心。そう──ハロルドは最初から僕など眼中にないのだ。


    　そしてそれは、たぶん正確な分析に基づいている。


    　僕がハロルドに勝てるわけがない。


    　冷静に考えると、そうだ。


    　ハロルドの力はこれまで三度も目にしている。どのときも、圧倒的な力でシ念能力者をねじ伏せてきた。一回撮影すれば気を失う僕が、勝てるわけがない──。


    　背中を一筋の汗が垂たれる。


    　だからといって、逃げるのか……？


    『晶しよう』


    　カレンの声が、震えている。


    『逃げて……！』


    　カレンのために全力を尽くすと覚悟した僕は、逃げるのか──。


    「出番を終えた役者が、舞台に上がっている必要はない」


    　ハロルドの両手が、紫色の光を帯びていた。


    



    



    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　僕はカレンを抱きかかえて横に跳んだ。


    『きゃあぁっ！』


    　ごろごろと地面を転がる僕らを、爆風があおる。ドールにやられてケガをした肘ひじを床に打ちつけ、痛みが脳天へと突きぬける。


    　ハロルドの攻撃は紫の電撃。


    　壁に並んでいたレンズや鏡が攻撃に巻きこまれ、砕けちる。


    　部屋に粉ふん塵じんが満ちる。


    「いい反応だ」


    「くっ……」


    　カレンとともに、立ちあがる。身体は疲ひ弊へいしているし、すでに今日は三回撮影をしていた。僕の身体に、どれほどの「思いの力」が残っているのか。


    「もしもこのまま逃げるというのなら、見逃す」


    　僕の迷いを見透かすように、ハロルドは言った。


    「……なんだって？」


    「コウタロウがそう言ったからだ。レンのことを思いやった言葉だろう」


    　カレンがはっとしてハロルドを見る。夜や木ぎ坂ざかさんは、シ念掃そう滅めつ機構からカレンの話を聞いたのだ。そして、カレンがハロルドと衝突することがあれば逃がしてくれと頼んだ。


    『晶』


    「言うな」


    『言うよ！　お願いだから晶……逃げて！　逃げてよ！　お願いだから……あなたに傷ついてほしくない。私、あなたを傷つけてまで自分の願いを叶かなえたいなんて思わないから……』


    　カレンが僕の服の袖そでをつかむ。懇こん願がんするような目で僕を見つめる。


    　逃げる。それは一番簡単で、一番平和な選択肢。僕らが最も優先すべきは、夕ゆう顔がおを救うこと。今なら、夕顔を連れて逃げることだってできるかもしれない。力を尽くすなら、みんなが無事で逃げるために尽くすべきではないのか──。


    「……でも」


    　でも──そうじゃない、そうじゃないだろ、カレン。


    「理解しがたいな」


    　ハロルドが不意に言った。


    「死者の遺のこしたシ念。それは尊とうとい。だが、その願いを叶かなえることになんら意味はない」


    「……意味は、ない？」


    「シ念は満足して消える、それだけだ。現在を生きる人間に、見返りはない」


    『そう、そのとおりよ』


    　カレンが重ねて言う。


    『……私がもしも満足して、この世界から消えても──晶しよう、あなたになにも遺してあげられないの。私が今一番願っているのは、晶、あなたが平和に暮らしてくれることなの！』


    　僕はカレンを見つめかえす。


    　カレンの両目が潤うるんでいる──本気だ。カレンは本気でそう思っている。


    「……ふざけるなよ」


    　僕は言った。


    　ハロルドに。


    　そしてカレンに。


    「見返り、だって？」


    　怒りがふつふつとこみ上げてくる。


    「見返りなんて最初から求めてなんていないさ！　カレンをお兄さんに会わせたら、カレンが、カレンが消えてしまうことくらいわかってる！　でも──でもな、僕は決めたんだ。カレンのために全力を尽くす、って」


    　僕はカレンの手を握る。強く、ただ強く。


    「生きている間だって君は、何年も……何年も病院で暮らしていた。その君がたったひとつを願いながらこの世を去ったんだ。そんな君の願いも叶えられないような世界なんて僕はいやだ！　僕は──」


    　覚悟している。カレンを失うことも。それが、大人になることなのかどうかなんて全然わからないけれど。


    「僕は、僕は絶対にカレンの願いをあきらめない！　それは、カレンを見捨てないということだ！　生きていようが、死んでいようが、泣いている女の子を放っておくような人間になりたくないんだよ！」


    『……晶しよう』


    　ハロルドが、長々とため息をついた。


    「では、君の考えがいかに浅はかであったのか、知ってもらうしかあるまい」


    「あなたも……考えを改めてもらわなくちゃいけない。それと中国のことわざをひとつ教えてあげるよ。『窮きゆう鼠そ猫を嚙かむ』ってね」


    　僕の精一杯の強がり。そう答える間にも、緊張のあまり汗が浮かんでくる。


    　すぅ……とハロルドが深く息を吸う。


    「……カレン」


    　僕はハロルドを見すえながら言う。


    「倒そう、あいつを」


    『……晶、私』


    　僕はカレンに笑ってみせた。


    「今くらい、わがままになれよ……」


    　まだ強がりなら言えそうだから。


    「わがままを言うのは、君の得意技じゃないか」


    『！』


    　手を、思いっきり握られた。


    「っつ！」


    『じゃあ、言うからよく聞いてて！』


    　カレンは泣き顔で──それはお世辞にも整っている顔とは言いがたいけれど。


    　そこにはいつもの生意気そうな表情が戻っていて。


    『私のために、ハロルドを倒して！　あと……あと、晶も絶対無事でいること！　絶対だからね！　約束しなさい！』


    　僕は苦笑しつつもうなずく。


    「了解。任せてくれ」


    『勝算は？』


    「今のところ、ゼロだ」


    『……だと思った。でも』


    　僕らはふたりでハロルドを見た。すでにハロルドは臨戦体勢であり、両手に紫色の電撃を纏まとっている。


    『あなたのこと、信じてる』


    



    



    　ハロルドが左手を突きだす。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　僕は立ち上がり、カレンの手を引いて走る。電撃が棚を直撃。ガラスの破は砕さい音が響き、金属のこすれるいやな音が混じる。壁やガラスの粉ふん塵じんが部屋に満ちていく。それは鼻の奥を刺激するような、いやなにおいだ。


    　ハロルドの攻撃パターンを僕は今までに三つ見た。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」は今のように瞬時にできる攻撃。一直線に走る電撃。


    「瞬刻双波ダブル・ブロウ」は球状の電撃。範囲が広くなる。


    　そしてもうひとつ攻撃手段──「紫電閃爆パープル・イクスプロージヨン」。これは僕がハロルドに初めて出くわしたとき食らったものだ。あのとき、僕とカレンの能力である七枚の刃をうち破った、でたらめな力を持つ電撃。ただし、駐車場では僕らの力が勝った。


    　逃げることにさえ集中できれば、ハロルドの攻撃はかわせる。かといって、かわしつづけてもダメだ。いずれ僕の体力が底をつく。


    　であれば勝算はひとつ。一瞬でもハロルドの力を上回り、その一瞬で勝つ──。


    　そのためにできることは？


    「どうした、逃げまわるだけでは勝てないぞ」


    　そう言ったハロルドの、サングラスの向こうの目が開かれた。漂うほこりのこちら、僕の姿を見たからに違いない。


    　ハロルドを倒す勝算。限りなくゼロに近いが──ゼロではない。


    　ハロルドの力を一瞬でも上回るための、僕に残された唯ゆい一いつの手段。


    　集中しろ、僕。


    　レンズの能力を最大限に活かせるのはあの力。


    　あれを、今こそ使うべきだ。


    「……それがルージュを倒したという能力か」


    　ハロルドがつぶやく。


    　僕の周囲を七本の刃が漂っていた。


    　なんとか刃を呼びだすことに成功したようだった。


    「そうだよ……ツクヨミが妙な名前をつけてくれたけど」


    　余裕ぶった言葉とは裏腹に、僕はその場に膝ひざをつきそうだった。


    『晶しよう……』


    　カレンには心で「平気だ」と伝える。実際は平気でもなんでもない。これだけそばにいるのだから、カレンにも伝わっているはずだ。


    　この一日で三度の撮影をした僕が、最後の力をふり絞って発動させたこの能力。


    　頭が爆発しそうなほどに痛みを発し、身体中がだるい。汗が噴きだし、今にも胃のなかのものを嘔おう吐としそうだった。


    　七本の刃。


    　この刃で、ハロルド本体を叩ければ──勝てるはず。


    　一本を右手に握りしめた。その刀身は、酷こつ寒かんの地に張った氷のごとく冷え冷えとした光をまとっている。


    　僕はあの恥ずかしい名前を思いだす。


    　でもあれは、恥ずかしいなりに的まとを射いていた。


    「『七の強者ナイト・オブ・セブン』というそうだ。あなたを倒すのはこの刃だ」


    　誰かを守るのが騎士ナイトだとするのなら、僕はカレンのナイトでありたい。


    「おもしろい」


    　ハロルドの両腕に紫の電撃が宿る──。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ！」


    「一の刃、行け！」


    　紫の電撃と、光の剣が正面からぶつかる。


    　空間が爆発したような衝撃。僕の身体にも響いてくる。風が巻きおこり、出口を求めて室内を旋回する。真っ白い光を発し、ふたつは同時に消滅した。


    『互角──』


    　同程度の威力ということか。


    　互角？　違う。ハロルドは何発でも撃てるだろうけれど、僕は残り六発しかない。


    　だらだらと流れる汗、僕は乱暴に手の甲で額ひたいをぬぐう。


    　六発撃つ前に、気を失ったら、それでもゲームオーバーだ。


    「すばらしいフアンタステイツク！」


    　ハロルドは手を叩き、喜んでいる。この力が予想外だったということか。


    　こっちはこれで精一杯だというのに、ハロルドは余裕たっぷりだ。くそ──このままでは走って逃げることもおぼつかない。


    　どうする──。


    「次──瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　ハロルドの右手が紫色に輝く。


    「行け！」


    　走る間まもなく僕も左手をふり下ろす。


    　走れないのなら。


    　刃が二本、ハロルドに向かって飛翔する。


    　一本目がハロルドの瞬刻散波インスタンス・ブロウとぶつかり、蒸発する。衝撃が部屋を揺らす。風とともに砂さ塵じんが舞いあがる。


    　だがこれは、目め眩くらましだ。


    　二本目がハロルドの腹部にめがけて一直線に──。


    「瞬刻拒幕インスタンス・リジエクト」


    　届かなかった。


    　ダーツが的まとに刺さるように、刃は、びいんと空中に突きたった。


    『カーテンみたいなのが！　突然現れてあいつを守った──』


    「く……」


    　僕は完全に失念していた。


    　ハロルドには防御の手段もあったのだ。萬ばんがナイフで斬りかかり、それをまったく寄せつけなかった能力。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    「──しまっ」


    　考えに夢中で、判断が遅れた。電撃が目の前に、


    『ダメっ！』


    　カレンに突きとばされ、僕らはいっしょに転げる。


    　思いっきり床に身体ごと倒れ、視界がぐわんと揺れた。


    「っつ」


    　転んだ拍子に、床で割れていたレンズの欠片かけらで左腕を切った。


    　鮮血があふれ、僕の左腕を赤く染める。身体をなんとか起こし、右手を腕に当てる。べとりと血がついた。


    『平気……？』


    「カレン!?」


    　カレンの右腕が黒くすすけていた。


    「食らったのか──」


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　その間にもハロルドが追撃。


    　かわせ。かわせかわせかわせ──。


    　両足に力を込める。僕はカレンを抱きかかえたまま右へと跳ぶ。着地などしている余裕もなく、またも頭から床に突っこむ。


    　口のなかに砕けた棚の木片が入り、僕はそれを吐きだした。


    『大丈夫、大丈夫だから』


    「く──」


    　震える右手で身体を支えて立ちあがる。めまいがひどい。予想をはるかに超える体力の消しよう耗もう。どうやってこの刃をハロルドにぶつけたらいい。


    　頭を使え、頭を使え、僕にはそれしかないじゃないか──。


    　ズレたメガネを直し、砂すな埃ぼこりの向こう、ハロルドを見すえる。


    　僕がさっき放った三本目の刃は、相変わらず空中で停まったままだった。


    『ごめん……』


    　カレンがしおれたように言う。


    「どうして……謝るんだ」


    『でも、私がもっと強ければ──』


    「それは君だけじゃない」


    　僕だってもっと強ければ、と思っている。どうして僕はこんなに弱い。カレンのために全力を尽くすなんて言いながら、僕の持っている力なんてこの程度なのか。


    　ずきんずきんと脈打つこめかみ。そこから垂たれた汗が、あごを伝って落ちていく。


    　あの幕は、どうしたら破れる？


    　そうだ……以前、萬ばんがあの幕を破ろうとしたとき、ドールは、シ念の強さで負けているから破ることなどできはしない……とかなんとか言っていた。シ念の強さ。思いの強さか？


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　ハロルドが再度攻撃をしかけてくる。


    「カレン！」


    『平気！』


    　カレンに腕を引かれて僕は必死で走る。たいして足が速いとも言えない僕だけれど、これではいつもの半分ほどだ。


    　背後で棚が破壊される。僕らの背中から風があおる。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　連撃。走るたびに、足下が危あやうくなる。視界が白っぽくなり、眠ってしまえと身体が悲鳴を上げている。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　連撃。


    　爆音が響く。棚のレンズ、鏡が砕けちってきらきらと宙を舞う。壁が削れ、鉄骨が剝むきだしになっている。なにかが焦こげるいやなにおいが部屋に充満していく。息と同時にほこりを吸いこみ、思いきり僕は咳せきこんだ。


    『晶しよう！』


    　その場にどしゃりとくずおれる。


    　それが幸いした。頭上を電撃が走りぬける。


    　壁が破壊され、その爆風をもろに食らう。飛びちるガラスの破片が、足に刺さった。


    「くぅ……」


    　痛みに意識が飛びかける。まだだ、まだダメだ。ここで意識を失ったら、僕は向こう何時間も目を覚まさない。


    　垂たれてくる血に濡れた左手で、剣を握りしめる。


    　この武器だけが今は頼り。だけれどもあと、四本しか残っていない。


    「結局は逃げるだけか」


    　失望したようなハロルドの声。僕は右手で壁をまさぐるように、立ちあがる。どこかですりむいたらしく、右手の表面にもひりひりした痛み。


    　僕は荒い息でハロルドを見る。


    　その間も、瞬刻拒幕インスタンス・リジエクトは解けていない。刃は空中で停止している。


    　ハロルド自身の攻撃はすり抜けるのに、敵の攻撃は受けとめる。なんて能力だ。その強さがランクＡＡダブルエーという実力なのか。僕らは思いの強さで負けているのか。それなら勝てるはずもないということになる──。


    『晶しよう……』


    　カレンが僕のそばに立っている。カレンの姿もぼろぼろだった。制服はあちこちがちぎれ、黒く汚れていた。シ念だからか血こそ流れないものの、痛みもひどいはずだ。


    『ひどい顔だね』


    　それは──予想外のカレンの行動だった。


    　にっ、とカレンは笑ってみせたのだ。


    「────」


    　ああ。


    　僕は今さらながらに気づかされる。


    　カレンは今でも僕のことを「信じてる」。


    　さっき言ったことそのままに、信じているのだ。


    　わがままを言えと言ったのは僕なのに、僕が先にあきらめたら、だめだよな。


    「さて、戦いを再開するか」


    　飽き飽きした顔のハロルドは、もう僕がなにかをしでかすとも思っていない。能力を発動したものの、逃げているだけの僕に呆あきれている。


    （レンズと絞り羽根の剛性……）


    　考えろ、考えろ、僕。


    　カレンの能力は、七枚の刃だ。それはレンズに取りつけられた絞り羽根の枚数と一致する。絞りやピントも機能する。レンズの性質と能力は深く関係している。


    （レンズ。絞り羽根。光学特性。刃。強度……）


    　僕の目は、部屋の床に飛び散ったレンズや鏡を捉えた。


    「……これは」


    　その瞬間、天てん啓けいのように訪れたひとつのアイディア。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　ほとばしる電撃。


    「くっ！」


    　ジャンプする力もなく、カレンを抱きこんで横にぶっ倒れる。ぎりぎりかわした。頭上で爆音が響き、衝撃波が背骨に響く。背中にぱらぱらとガラスが降ってくる。


    （カレン、カレン）


    　抱きこんだカレンに、僕は必死で呼びかける。


    『な、なに……』


    （カレン、ハロルドに聞こえないよう落ち着いて答えてくれ。あいつの瞬刻拒幕インスタンス・リジエクトは、平面じゃないのか？）


    『ど、ど、どういうこと？』


    （僕の質問は繰りかえさないで、あいつに聞こえないように！　つまり──）


    　嚙かみくだいて僕はたずねる。それは僕がたった今思いついたアイディアを実行するためにクリアしなければならない質問だった。


    　立ちあがる間もなく、ハロルドの冷徹な声が響く。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ」


    　右手で半身を起こしただけの僕の眼前、紫色の光──。


    「四の刃！」


    　真横から刃が飛来し、僕の目の前一メートルほどのところで刃と電撃が激突した。


    　爆発。僕の身体がふわりと浮きあがり、背中から壁に打ちつけられる。


    「ぐっ!?」


    　思いきり息を吐きだし、一瞬呼吸が止まる。ひっく、としゃっくりのように息を吸いこむ。やがて揺れていた視界が安定すると、辺りはひどい砂すな埃ぼこりだった。


    （カレン──）


    『そう……そうよ、晶しようの、言うとおり……』


    　僕のすぐ横で、カレンもぐったりしていた。僕が伸ばした右手を弱々しい力で握りかえす。


    （やっぱり、そうか……）


    　残りの刃は三本。力はもうほとんど残っていない。


    　だけれど──。


    　だけれど僕の目の前に、ひとつの光こう明みよう。


    （カレン、よく聞いてくれ……）


    　ともすればすぐにでも意識が飛びそうな頭を酷こく使しして、冷静に、カレンに思いを──考えを伝える。誤解がないように。正確に。


    『そんなの、無理よ……！』


    　考えを最後まで聞いたカレンが小声で叫ぶ。


    （でもやるしかない）


    『そんなこと……今までで一番難しいもの!!』


    　今までで一番難しい。ああ、たしかにそのとおり。


    　僕はずるずると身体を壁に押しつけながら、立ちあがる。カレンを引きおこし、カレンも僕の横に立つ。その表情は、僕の突とつ拍ぴよう子しもないアイディアを受けいれられないという顔。


    　カレンになんと言って説得したらいいのかわからなかった。


    　だから──。


    「……ほう」


    　ハロルドが嘆たん息そくする。それは呆あきれたような声。


    『ちょっと──晶しよう!?』


    　僕は右腕でカレンを抱きしめていた。今持てる力のすべてで。


    　汚い格好でごめん。僕なんかじゃいやかもしれないけれど、僕の思いを一番正直に伝えられる方法はこれしか思いつかなかったんだ。


    　聞いてくれ、カレン。僕の考えは確かに突飛かもしれない。そして、実現可能性のきわめて低いことかもしれない。


    　でも、


    「……信じてくれ」


    　成功すれば、僕らが勝つというそのことを。


    『…………』


    　呆ぼう然ぜんとしていたカレンの手が、おずおずと僕の背中をつかむ。


    『……わかった』


    　ゆっくり身体を離すと、真っ赤になったカレンが僕から顔を背そむけた。


    『次やったら、容よう赦しやなくひっぱたくから……』


    　言われてようやく、僕はとてつもなく恥ずかしいことをやったと気がついた。


    「……密談は終了か」


    　ハロルドが低い声で言った。


    　剣を握る僕の右手になにかが触れた。カレンが、手を重ねたのだ。


    「……その目、希望を宿した目ホウプフルアイズ」


    　ハロルドの眉み間けんにしわが寄る。


    　僕はハロルドを見つめながら計算する。室内のほこりは収まってきている。部屋の隅までなんとか見える。壊れた棚、生きのこった棚、砕け散ったレンズの破片、そしてハロルドの立つ周囲だけはきれいだった。


    　僕は肩で息をしながらも、頭のなかは冷たく、冴えわたっていた。変な話だけれど、カレンが手を握っていてくれるそれだけで、心が落ち着いていく──。


    　重要なのは、この計算、タイミング、そして──僕とカレンの一ミリ単位での意思疎通。


    　今までで一番難しいとカレンは言った。


    　そのとおりだと思う。でも、僕らなら達成できるはずだ。


    　僕の幼なじみである結ゆう城き美み莉りの事件を解決し、九く条じよう蘭らんと佐さ久く杏あんずのトラブルを解決し、ドールをうち破り、ルージュとノワールを倒した。


    　相変わらず僕とカレンはケンカばかりだ。それも当然で、僕とカレンは似ているところがひとつもないのだから。


    　でも、ケンカをしたぶんだけ僕らの距離は近づいた。


    　だから、できるはず。


    　僕はそう信じている。


    「試ためしてみるか？」


    　ハロルドに言った。


    「僕らの希望を」
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    　勝負は一瞬で済む。その一瞬に、すべてを賭ける。


    　ハロルドは長々と息を吸いこんでから、僕らに右手を突きだした。


    「瞬刻散波インスタンス・ブロウ！」


    「五、六──飛べ！」


    　僕が手にした最後の一本を残し、二本を一いつ斉せいに飛ばした。


    　刃が電撃と衝突する。瞬間、目もくらむほどの光が室内を満たす。直後に爆音と、爆風。それは──それまでは今までどおり。


    　舞いあがる砂さ塵じんの向こう、自信にあふれるハロルドの姿。一本の剣で破れない幕を、二本、三本の剣で破れるわけもないと。


    　そんなことはわかっている。


    「────」


    　ハロルドの目が開かれる。


    　飛ばした刃は二本。うち一本は、電撃と衝突して消えた。


    　残りの一本は瞬刻拒幕インスタンス・リジエクトに刺さって──いない。


    　僕はさっき、カレンにたずねた。


    　幕の大きさを。


    　ハロルドの作りだした幕は、ツクヨミの「月光の帳フルムーン・カーテン」のように全身を覆おおうものではないのではないか、と。前面をシャットアウトする盾たてのようなものではないのか──。


    　カレンは、幕の上下は天井と床についているが、横幅は五メートル程度だと言った。


    　左右は大きく開かれているのだ。


    　しかし刃は直線に飛翔する。軌道を曲げることなどできはしない──だからハロルドには余裕があったのだろう。


    「後ろか!?」


    　この瞬間気づいたハロルドは、やはりさすがだ。


    　この部屋にあふれていたもの。それはレンズと──鏡。


    　シ念には光に似た特性がある。カレンの能力を、鏡に反射しても使えることはすでに実証済みだった。


    　もう一本の刃は左に飛ばし、地面に落ちた鏡に反射。ハロルドの裏手にある棚、そこに置かれた鏡にさらに反射。


    　この軌道を見つけるための計算がなによりも重要だった。光は入射角と反射角が同一になる。ビリヤードの玉がクッションするのと同じように。だから、反射して飛んでいく先を計算することができる。


    　けれど、空間の反射を一〇〇パーセント正確に脳内でシミュレーションすることは、きわめて難しい。


    　一か八か。


    　そして僕の計算は、勝利した。


    　刃は、ハロルドの背中に迫っていた──。


    



    



    「瞬、刻、双、波ダブルブロウ！」


    　ハロルドは鏡に気づくと同時に、ぐるりとふり返る。


    　両手で拳こぶしをつくる。


    　拳と拳を叩きつける。


    　瞬間。


    　紫色の球体。


    　巨大な球体が現れ、電気のようにシ念を散らす。


    　空気の破裂音。


    　刃はその球体を切り裂く。


    　ハロルドが叫ぶ。


    「おおおおおおおおおおおおおおお！」


    　その身体が紫色の光を帯びる。球体が収縮し、紫の濃度を増していく。やがてその色は黒に近くなり、飛来する刃を途中で止め、浸食し、食らっていく。


    　ばつん、と球体が弾はじける音が響く。


    　暴風が巻きおこり、ハロルドのシャツをばたばたとなびかせていく。


    　刃と、紫の球体は──同士討ちのごとく消えていた。


    「ふーっ、ふーっ、ふーっ……」


    　ハロルドが肩で大きく息をして、小さく笑う。


    　不意打ちは、失敗した。


    　背中を切り裂くべき刃はもう消えてしまった。


    　残りは、一本──。


    「……これが、君たちの希望ホウプか。この程度の攻撃なら」


    　ハロルドはゆっくりとふり返る。


    　その表情が、強こわばる。


    　とある音を聞いたからだ。


    　絹きぬを裂くような、まるで人間の叫び声のような、その音を。


    　強ばった表情が、驚きに染まる。


    　明らかに「瞬刻据幕インスタンス・リジエクト」を切り裂いたのは僕とカレンのふたりであり。

  


  [image: ]


  
    　目の前にそのふたりがいたのだから。


    



    



    　最初の刃が消滅し、ハロルドが背後を向いた瞬間。


    　気力とともに僕は、自分の身体に最後の命令を下していた。


    　走れ──と。


    （走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ走れ!!）


    　カレンとともに、ハロルドへと一直線に走る。そしてハロルドが背後の刃を消滅させるその間に、足下に転がっていたあるものを拾った。


    　それは──レンズだ。


    　拾った瞬間、転びそうになるところをカレンに引きおこしてもらう。


    　僕らはシ念の幕の前に立った。


    　レンズには、光を集めるという特性がある。そしてそれはシ念にも影響し──結果として、ある一点において刃の鋭さを増す。


    　僕が刃を握り、カレンがそこに手を添える。


    　シ念が視みえない僕が剣をレンズに通し、カレンが距離を微調整する──一点において鋭さの増した刃が、間違えずに幕を切り裂けるように。


    　数ミリずれるだけで焦点がずれ、光が拡散する、とてつもなく難しい作業──。


    　刃を振りきったとき、僕もその甲かん高だかい音を聞いていた。


    　それはハロルドを守る盾たてを、破壊した音。


    「防げる……と思ったか……？」


    　サングラスの向こう、驚きよう愕がくに染まるハロルドの瞳。


    「まさか──」


    　僕はレンズを投げすて、剣を振りかぶる。


    「これで……最後だ!!」


    　そう、これで最後。


    　カレンの能力を使うのも、これで最後。


    　僕は剣をふり下ろす。


    　かざしたハロルドの腕をすり抜け、刃が身体を突きぬける。


    　刃は、ハロルドの身体に満ちている、思いの力を切り裂く。


    　斬った軌跡に一筋の光。


    　そこから光があふれていく。


    「あ、ああ、ああ……」


    　ハロルドは床に、膝ひざをついた。


    　ゆっくりと倒れていく上半身。


    　倒れる直前つぶやかれた、声。


    「……見事だフアンタステイツク」


    　ハロルドはそのまま前に突っ伏した。


    「はぁ、はっ、はぁっ」


    　僕もその場に倒れそうだった。視界が白っぽく明滅している。ちょっとでも気を抜けばそのまま意識を失ってしまうのは間違いない。


    　刃はもう、今手にしているこの一本しかないのだから。


    『晶しよう、晶……大丈夫……？』


    「ああ、もちろん……カレン、ありがとう、君のおかげだ」


    　意識を刃に集中させる。消えるな、消えるなと願って。


    「行こう、カレン、急いで……」


    　ハロルドを倒した。


    　もう邪じや魔まをする人間は誰もいない。


    　僕はこの部屋の奥へと続く小さな扉を見つめた。


    　あとはカレンと、慶よし幸ゆきの再会を果たせば──。


    『……そこにいるの、誰？』


    　そのとき、奥へと続くはずの扉が開いた。


    　立っていたのは僕が写真でしか知らなかった男。


    　シ念掃そう滅めつ機構の研究者であり、僕の祖父の友人であり、カレンの叔お父じである人物。


    　夜や木ぎ坂ざか康こう太た朗ろうだった。
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    　写真では恰かつ幅ぷくがよかったけれど、今はかなり[image: ]やせており顔色も土つち気け色だった。しかし太くカーブしている眉、柔やわらかな目元はそのままだった。


    「……君は」


    　かすれた声。


    　僕は思いがけず、僕の祖父である雨あま野の銀ぎん介すけのことを思いだした。そうだ。祖じ父いちゃんもこんなふうな声で、僕のことを呼んでいた──。


    「雨野晶です……雨野銀介の孫まごです」


    　声が震えそうになるのを、なんとかこらえた。


    　温かな祖父ちゃんのまなざし、カメラのこととなるといつまででもしゃべっていたあの声、僕の頭をなでていたしわくちゃの手。


    　そんなものが次から次へと思いだされ、胸が苦しくなる。


    「銀ぎん介すけの──」


    　心底驚いたように夜や木ぎ坂ざかさんは言った。


    　そして変わり果てた室内、僕の目の前で倒れているハロルドに目をやる。


    「君がこれを？」


    「はい……僕と……」


    『叔お父じさん、私、私……恋れんです、わかりませんか……！』


    　夜木坂さんはカレンのことが全然見えていないようだった。


    「侵入者は慶よし幸ゆきのシ念が目的と聞いていたけど、まさか雨あま野のの孫まごが……ぼろぼろじゃないか……君はよくも、そこまで」


    　僕は首を振った。


    「恋ちゃんも、そこにいるんだろ」


    『叔父さん、私、ここです……。ここにいます』


    　カレンが近寄り、夜木坂さんの手を握る。


    「今──なにか触れたような」


    「あなたの手を……握っています」


    『叔父さん！　ここです。私──』


    「恋ちゃんは病びよう床しように就ついていたころの、あの姿なのかな」


    「いえ……ワインレッドのセーラー服を……」


    　夜木坂さんは納得したようなため息をついた。


    「ああ……それは彼女の母親……私の姉でもあるけど、あいつの高校の制服だよ」


    　僕の知らなかったことだった。


    「その高校で、やがて恋ちゃんの父となる彼と知りあったんだ。知らなかったのか。……私や銀介、楠くすのきもかつては同じ高校だったんだ。三人でカメラの話ばかりしていた」


    　はるか昔を懐かしみ、夜木坂さんはどこか遠くを見ていた。


    「こうなることは、わかっていた。慶幸は、恋ちゃんに会うことだけを願っていた。それは叶かなわない願いだと私は言いつづけた。そんなさなか、恋ちゃんのシ念が遺のこっていることを知らされた。そのとき私は決意した」


    　夜木坂さんは僕の前へとやってくる。


    「慶幸を、解放してやらなくちゃいかん、と」


    　夜木坂さんにとって、なによりも大切な存在。それが消えてしまうことを簡単に承しよう諾だくできるわけもない。苦しんで、ようやく決断した夜木坂さんにかける言葉を僕は知らない。


    　僕だって、これから同じ思いをしなければならないのだ。


    「慶幸さんに……会わせてくれますか？」


    「ああ……私は、外に出ているよ」


    　夜や木ぎ坂ざかさんは僕の横を通りぬけていく。


    『叔お父じさん、叔父さんもいっしょに──』


    　僕はカレンに向かって首を振った。


    　夜木坂さんは、慶よし幸ゆきさんがこの世からいなくなってしまう瞬間を見たくないのだ。


    「行こう」


    　僕はカレンといっしょに、隣室へと足を踏みいれた。


    　手にした刃の先端から光がこぼれている。僕の意識ももう長くは保もたない。


    



    



    　この部屋を、見たことがあると思った。広くはない部屋。中央に作業台があり、上からケーブルが吊られている。壁面に取りつけられた棚にはいくつもの試験装置。


    　六ろく合ごう硝子ガラスだ。慶幸が自みずから命を絶ったあの場所。あの工場と同じ雰ふん囲い気き──。


    『お兄ちゃん……？』


    　作業台の上に、一本のロープ。幾いく重えにか丸められていた。


    　そこにすらりとひとつの影が──その姿は僕にも視えた。


    　髪は柔やわらかで、中分け。[image: ]やせていて肌は白い。白いワイシャツ、黒のズボン。足下は暗くて見えない。


    　瞳が、宙をさまよった。


    　僕を見て。


    　次に、カレンを見た。


    『…………？』


    　その表情が驚きよう愕がくに変わり、直後、歓喜に変化した。


    『恋れん!?』


    『────』


    　カレンがなにかを言おうとした。けれど、言葉は出てこなかった。


    　彼女の顔が涙でゆがみ、そしてようやく口を開いて。


    『お兄ちゃあん……』


    　幼おさな子ごのように慶幸のもとへ歩いていくカレン。作業台に立っていた慶幸が身をかがめ、カレンを抱きよせた。


    『恋、ほんとうに恋なのか』


    　肉親を思う優しさに満ちた声で。


    『お兄ちゃん、お兄ちゃん……』


    　肉親を思う切なさに満ちた声で。


    　カレンが何度もうなずいた。


    『恋れん、お前は死んでしまったはずなのに──お前もこうして、こっちの世界に遺のこってしまったのか』


    『うん、私、お兄ちゃんの造ったレンズに遺っちゃったの──それで、晶しように出会った』


    『ショウ……？』


    　カレンが僕のほうを向いた。その視線を追って、慶よし幸ゆきが僕を見る。


    『あそこにいる晶が、私のためにすっごく、ほんとうにものすっごくがんばってくれた。お兄ちゃんに私を会わせようと、会わせようとして、してくれて、してくれてね……』


    　カレンの目からぽろぽろと涙がこぼれる。


    『恋、泣くな』


    『あのね、晶は、私のために……』


    『そこに……誰かがいるのか。見えるような気がする、でも見えない』


    　ぱちぱちと慶幸は目をしばたたかせる。


    『叔お父じさん以外の人間を、これまで見ることができなかったんだよ……』


    　やはり慶幸のシ念は、実の妹であるカレンに会うことを強く願っていたのだ。


    『……お兄ちゃん？』


    　カレンよりもずっと不安定な状態だったのだろう。


    　だから、こんなにも早いのだ。


    『お兄ちゃん!?』


    　慶幸のシ念は、願いが叶かなえられて満足した。


    　満足したシ念はどうなるか──。


    『恋、お前に会いたかった。お前に会うことが俺の望みだった。会えた……それだけで、俺はなんて幸せなんだろう』


    『お兄ちゃん！』


    　慶幸の身体が発光している。身体が粒りゆう子しとなって、宙に光を発して溶けていく。


    　僕が幼なじみである美み莉りの、シ念の願いを叶えたときもそうだった。


    　それは、シ念が消えるときに発せられる光──。


    『やだよ、私、やだよ。お兄ちゃん、せっかく会えたのにどうして』


    『さよなら……だな。覚えてるか？　お前が小さいころ初めて入院したときに、見舞いに行った俺がさよならを言うとお前はすごくいやがって……』


    『やだっ！　さよならなんてやだっ！　今でも、今だって、さよならなんてやだよ！　見て、私、この姿。今なら私、晶の力を借りて走れるの。跳びはねることだってできるの！　あのころ、病院に、病院にいたときにはこんなこと』


    『よかったな……恋。お前は誰よりも速く走れたのに、突然走れない身体になってしまった』


    『すごいでしょ!?　もう、お兄ちゃんに迷惑かけてばっかりだった私じゃないの！』


    『ああ……ほんとうに、ほんとうによかった』


    『お兄ちゃん……！』


    　慶よし幸ゆきの身体の、輪りん郭かくが崩れていく。カレンが両手で光がこぼれるのをせき止めようとしている。それはまるでカレンが発光しているようでもあり──。


    　違う……。


    　カレン自身も発光しているのではないか？


    『だから、お兄ちゃん、まだ行かないで……まだ……』


    　このまま慶幸が消えるなら──それはカレンが消えるということだ。


    　カレンの望みは、慶幸のシ念が満足し、この世から消えること。


    　それが今、行おこなわれようとしているのだから。


    　だったらカレンの身体から光が発せられていても──おかしくはない。このままカレンが、消えてしまうのなら。


    「カレン」


    　僕はカレンを呼んだ。


    『晶しよう！　お兄ちゃんが、お兄ちゃんが……』


    　そこには、光に包まれるふたりの兄きよう妹だいがいた。


    「ああ」


    　ふたりはお互いを思っていた。不幸なことに、あまりにも早く妹が死を迎え、それを苦にした兄が、あとを追うように自みずから死を選んだ。


    『晶……？』


    　ふたりの思いは強く、この世界に遺のこった。


    　お互いを思う心が、まったく奇跡のように、同じようにこの世界に遺った。


    「よかったな……カレン」


    　今、ふたりの願いが叶かなえられようとしている。


    　それはとても喜ばしいことで。


    　僕だってずっと願っていたことじゃないか。


    　この、とんでもなくかわいいけれど口を開けばひどいことばっかり言って、さらには僕をこき使うことばかりどんどん上う手まくなっていき──そのくせ、甘えたがりの少女が……この世界からいなくなるということ。


    　ああ、ほんとうに僕はバカだ。


    　今さら気がついたよ。


    　どうして僕が、君とこれほどケンカをするのか──なんて簡単なことに、今さら。そして君がどうして僕にとり憑ついたのか、ということにも。


    　君と僕は似ても似つかない。


    　だからだよ。


    　だから君と僕はひとつになってしまったんだ。


    　君と僕との間にあったのは、ひとつのレンズ。


    　レンズを構成するガラスは、大きく分けると二種類。


    　クラウンレンズと、フリントレンズという。


    　ふたつのレンズにはそれぞれ特徴がある。でも片方だけでは、光を美しく取りこむことができない。


    　クラウンレンズの届かない範囲をフリントレンズが補い。


    　フリントレンズではうまくいかない部分をクラウンレンズが補う。


    　なあ──カレン、僕たちはきっとそういう存在だった。


    　お互い足りないところがいっぱいあって。


    　それを、歯車が嚙かみあうように支えあって。


    　僕らはこの、短い期間にとても多くの経験をした。


    　そのすべては──君の願いを叶かなえるためだった。そうだろ？


    「ほんとうに、よかったな。カレン」


    　だからカレン、君の願いが叶うということ。


    　それは……。


    　それは。


    　それはきっと、とても喜ばしいことで。


    『晶しよう……？』


    　だから僕は君を送るとき、とびっきりの笑顔でいようと約束した。


    『晶、どうして──どうして泣いてるの』


    　でも、うまくいかなかった。


    　僕のうそっぱちの笑顔はいつだってうまくいくのに、肝心なときに限って、うまくいかないのだ。


    『恋れん、お前の望みはなんだった……？』


    　慶よし幸ゆきの声。もはや彼は、原形をほとんど留とどめていない。


    『私、私の望みは──』


    　初めて気がついたようにカレンは言い、そして僕をふり返る。


    　光に包まれるふたり。


    『そっか、だから』


    　カレンが、ふと気がついたように言った。


    　僕はうなずいた。カレンの姿がまぶしくて見ていられない。


    『やだ……こんなのやだっ！　私やだよ、晶しよう……これであなたとも、お別れ、なんて、私、私は、私は──！』


    「泣くなよカレン。君は……笑ってたほうがかわいいんだから」


    『晶！　バカ、バカだよ、あなた、そんなこと言って……』


    　もう、時間がなかった。


    　カレンが消えるのも、慶よし幸ゆきが消えるのも、僕の手に握られたシ念の剣が消え、僕の意識がとぎれるのも──。


    　もう、なにかを伝えられる時間もほとんど残されていない。


    　これだけは最後に言わなくちゃ。


    　カレンにはほんとうに感謝してることを。


    　感謝しきれないくらいだってことを。


    　幼なじみの結ゆう城き美み莉りを解放してくれてありがとう。とっつきにくい僕みたいなやつといっしょにいてくれてありがとう。笑ってくれてありがとう。ケンカもしてくれてありがとう。そして、最後の最後まで、僕のことを信じてくれてありがとう。


    『ありがとうなんて……聞きたくない、もん……あなたには、もっと、もっと私の、私のために……』


    　カレンの嗚お咽えつが混じって聞こえる。頼むカレン、泣かないでくれ。
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    　僕は、後悔はしていないんだ。ただ、僕はどうも──泣いているらしいから、笑って送ることができないことだけ許してほしい。


    「カレン……と最後まで呼ばせてくれ」


    　僕はふたりに言った。今やふたりを包む光は直視できないほどに明るく、この部屋を煌こう々こうと照らしだしていた。


    「カレン」


    　もう、これで最後だ。


    　君の名前を呼ぶのは──。


    　ぽろぽろと泣きつづけているカレン。


    　違うよカレン、そんな顔をするな。僕が泣くのはしょうがない。でも……君は喜ぶべきだ。そうだろ？　十年越しの願いが叶かなったんじゃないか。


    　最後に、君に言うべき言葉は決まっていたんだよ。


    　握った剣が消えるとき、僕は口を開いた。


    「さよなら、カレン」
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    　意識を失っている時間を、僕が測ることはできない。それが長かったのか短かったのか、結果を知るのはいつも目が覚めてからだった。


    　でもこのときばかりは、意識を失っている時間が長ければいいと心底思った。


    　この一か月ほどで、何度も意識を失った僕。ひどいときには一日に数回ということもあった。すでに今日は四度目だから、ひどい部類だ。


    　ああ、ほんとうにひどい。


    　ひどい気分だ。


    　僕は兄の言葉を思いだす。大人になるということは、つらいことに耐えられるようになるということ。失うことをいとわないこと。失う悲しみに、耐えられること。


    　カレンを……僕は、きっと、失った。


    　その代わりになにを得たのだろう？　身体が自由になった？　平和な生活？　僕はひょっとしたら、カレンとともになにか大きなものを失ったんじゃないのか。


    　兄さん……。


    　僕は、自分のしたことが正しかったのか、まだ全然わからないよ。理屈で感情をねじ伏せたんだ。そして、カレンを見送った。


    　それが大人になる、なんてことなのか。


    　こんな気分を味わうくらいなら、大人になんてなりたくないと思うのは、僕が自分勝手だからなのか。


    　このままずっと、意識を失っていられればいいと思った。


    　誰かに起こされるのにも慣れたけれど、今回僕が目を覚ますときに──いつもそこにいたはずの彼女は、もういない。


    



    



    「起きろ、雨あま野の、あーまーの！」


    　そうは長くも寝かせてもらえなかった。僕は、目が覚めたようだ、と認識しながらもなかなか目を開けられないでいる。


    　それが夕ゆう顔がおの声だとも理解している。夕顔、もうすこし寝かせてくれないか。今僕が目を開いたところで涙くらいしか出てこないから。


    「むう……どうやって起こすべきかの。こ、ここは、や、やはり目覚めのチューか!?」


    　止やめてくれ夕顔、勘弁してくれ。そんなことを言っても、それに反応してぎゃあぎゃあ騒ぐカレンはもういないんだぞ。君と僕のふたりだけだったら──。


    『夕ゆう顔がお、寝込みを襲うの!?　大胆ー！』


    　ふたりだけ、だったら……。


    「そうは言ってもなかなか起きぬから」


    『えー？　もう起きてもよさそうな……』


    　僕は起きた。がばりと。瞬間、すさまじい頭痛に頭を抱かかえる。


    　びくっとして夕顔がのけぞったのがわかった。


    　頭がガンガンするなか、僕は左を見る。夕顔。見づらい。メガネを渡される。かける。夕顔を見る。夕顔がいた。


    　そして右を見る。そこにいたのは──。


    『お、おはよ……ってまだぎりぎり夜明け前だけど』


    　いた。


    　僕は彼女の姿をじっくりと見た。


    　ワインレッドのセーラー服。頭には同色の帽子をかぶっている。服はもう汚れていないしぼろぼろでもない。腰まで届こうという黒髪に、肌の白さが際きわだっている。長い睫まつ毛げと濡れたような瞳。ぷっくりとした、生意気そうな唇。有あり体ていに言えば美少女。


    　ぎゅっ、と目を閉じてみた。一、二、三、四、五。落ち着け。落ち着け。僕。


    　ここは病院みたい。白いベッド。夕顔が僕を運んだのか？　わからない。でも僕は病院のベッドに寝かされている様子。僕は病院の患者服を着せられ、左腕に包帯を巻かれていた。


    　この部屋には夕顔がいた。それはわかっている。もうひとりこの部屋にいたのは誰だ？


    　目を開いた。


    　そこに──彼女は、いた。まだ、いた。


    　僕は夕顔を見た。


    「……ハロー。ハウ、アー、ユー？」


    　いつからここは英語圏になったんだ──というつっこみをする気にもならない。


    『ねえ、晶しよう、なにか言ったら？』


    「どうしてだよ!?」


    　僕は大声で叫んでいた。それが目覚めて第一声。


    　びくりとして──カレンが身体を強こわばらせる。


    「そ、それが、どうも、遺のこってしまったようじゃ」


    　ご機き嫌げんをうかがうような夕顔を、僕はにらみつける。


    　ああ、僕は不機嫌だとも。


    「遺ってしまった……どういうことだ」


    『お兄ちゃんは、ちゃんと満足してくれたよ』


    　カレンが穏やかに微笑ほほえんだ。君は満足しなかったのか、と言いたい。


    「えーっと、まあ、順を追って話すとじゃな、カレンの叔お父じさんがシ念掃そう滅めつ機構を説得したんじゃよ。ハロルドを雨あま野のが倒した、と言っての。そのころあたしとツクヨミは戦闘中じゃった。それを聞いたツクヨミは、興が殺そがれたとかなんとか言ってどこかに消え、ほかの連中はうちのバカ親おや父じがほとんど制圧して──」


    「わかった、もういい」


    　僕は考えた。考えた。考えた。


    　考えた、という言葉でくくれないくらいに脳細胞という脳細胞をフル活用してすべての可能性を検討した。カレンの話した言葉、行動パターン、感情、そんなものを全部考えて──。


    「あ……」


    　気がついた。


    「まあまあ最後まで聞くがよい。それから救急車を呼んだんじゃ。左腕の出血がひどかったからのう。結構な量を輸血したんじゃよ」


    「夕ゆう顔がお、教えてくれ。シ念は、人が亡くなるときに遺のこす思いが多いんだよな」


    「それで今に至る──って雨野、全然聞いておらんな……。そうじゃよ、それがどうした？」


    「ああああああ、もう！　そういうことか!!」


    　僕はそのままベッドに倒れこんだ。


    『な、なに、なになに？　どうしたの？』


    「そうじゃ、雨野。なにをひとりで納得しておる。これからカレンのことをちゃんと考えねばならんじゃろ」


    「最初から、おかしかったんだ！　時間軸がずれていた──」


    　僕は再度起きあがる。


    「単純なことだよ……夜や木ぎ坂ざか恋れんが死んだのは、夜木坂慶よし幸ゆきが亡くなる前だ。つまりカレンという存在がこの世界に誕生したとき、慶幸は生きていた」


    「え？　あ、あー……そう言われてみると、そうかもしれぬ」


    「だから、慶幸の願いを叶かなえる、という望みをカレンが持つことは不可能なんだ」


    　どうしてこんな単純なことに気づかなかったんだ。カレンの持つ望みが、兄を思う妹という構図があまりに自然で、僕は疑いを持たなかったのだ。


    「ええええええええ!?」


    　叫びだす夕顔をよそに、僕はもう一度ベッドに倒れこんだ。


    『あ、あー……うん、そうだよねえ』


    「……カレン、もしやとは思うけど、君、そのことに気づいていたのか」


    『う、ううん、違う！　違うよ！　いやー、なんていうか……正直に言うとね、私、わからないの』


    「なにが」


    『私の望みが』


    　僕と夕ゆう顔がおは顔を見合わせた。


    「そんなこと、聞いたことがないのう。シ念は必ず願いを持ってこの世界に遺のこっておる」


    『とは言ってもねえ……』


    「夕顔、そのシ念の法則に例外はないのか」


    「うむ。強い思いでもシ念にならないことはある。じゃが、シ念として遺ったものは例外なく強い思いを持っている」


    　夕顔は言いきった。


    「じゃあカレンは何者なんだ？」


    「そ、そう言われてものう……」


    『もー、私がいるのがそんなにいやなわけ？』


    　僕はカレンを無視した。


    「そうか……それならこういう仮説が成なりたつんだ。カレンの望みは、本人が自覚しては達成できないものである──」


    「むうう？」


    『むー？』


    　首をかしげるふたり。僕だってまだよくわからない。


    　しかしそんな仮説、あり得るのだろうか？　いや、ここはあり得ると考えなければ現状から一歩も進めない。


    「お、おーい雨あま野の。雨野ー？　……なんか怖い顔をして考えはじめてしまったのう」


    『う、うん……なんかいろいろショックだったのかな。私もびっくりだけど』


    　思いだせ、僕。カレンの言葉にヒントが隠されているはずだ。


    　写真部で僕の前に登場したカレン。


    　百体のシ念を撮影しろ、と言ったのははったりで、兄のことを気にしていたカレン。


    　よくよく考えると、慶よし幸ゆきの願いを叶かなえることを最優先しなかったカレン。


    　佐さ久くのことになるといちいち嚙かみついてきたカレン。


    　堤つつみ先輩と吉き良ら伶れいがあまり好きじゃないカレン。


    　すぐに三角関係だなんだと騒いだカレン。


    　僕といっしょに強くなることを望んだカレン。


    　夕顔のために行動することを望んだカレン。


    　結局、お兄さんの思いを果たしてもこの世界に留とどまっているカレン。


    『……晶しよう？』


    　僕はふと、吉良の言葉を思いだした。


    　──シ念の願いは単純なものが多いのよ。だって、願いが単純であればあるほど、思いは強くなるから。その願いを叶かなえるのに、複雑な感情や思考はあまり必要ないわ。


    　だけれど、カレンには感情がある。


    　カレンに複雑な感情があるのは、それが必要だから？


    『しょーうー？』


    　カレンの望みは、感情にまつわるなにか？


    『しょーうー、晶しようってば。どうしたの、凍りついたままで』


    「晶……？」


    『う、うん、晶でしょ、あなたの名前──って、ええええっ!?』


    　カレンが叫ぶ。


    　僕が跳びあがったからだ。ベッドの上に立っていた。


    「なんてことだ……！」


    　両手を握りしめて、僕は天を仰いだ。黄色っぽい天井しかないけれど。


    「ど、どうした雨あま野の。ふだん冷静な男がこうして妙な行動をとると周囲のほうがどぎまぎしてしまうのはなぜじゃろう」


    『さ、さあ……』


    　僕はふたりに向かって言った。


    「答えは目の前にあったんだよ」


    『どゆこと？』


    「カレンのほんとうの願いは」


    「願いは？」


    　彼女の本名──夜や木ぎ坂ざか恋れん。


    「恋をすること、だったなんて……」


    　へなへなと座りこんだ僕の横で、夕ゆう顔がおが今度は凍りつく。


    「は、はは、ま、まさか」


    「カレンは以前、自分の名前を言うときこう言ったんだ」


    　──私の本名は、夜木坂恋。レンは恋の字ね。皮肉よね……結局、一度も恋なんてできなかった。


    「それこそが、カレンの願いだったんだ……」


    「う、うむむむむむ……」


    『え？　今なんて言った？』


    「だから君の……」


    　僕は言いながらカレンを見つめる。その距離五十センチほど。この距離なら、僕の考えが伝わっていてもおかしくない。


    「君のほんとうの願いを話していたんだ。恋をすること、そうなんだろ？」


    『ん～？　なになに？　なんかよく聞こえないんだけど……』


    　僕と夕ゆう顔がおは顔を見合わせる。


    「そうか。そういうことか」


    「これから恋をしよう」と自覚しながら恋をしても、カレンは満足しないのだ。


    　だからカレンは自分の願いを知らず、また周囲から情報を与えられたとしても、伝わらない。


    『晶しよう……どうしたの？　ごめん、怒ってる……？』


    「怒ってなんて」


    　なかった。それよりも脱力感がすごかった。


    『怒ってるよね。あんなにがんばってくれたのに、私がこうしてまだ残ってたら』


    「だから……」


    　カレンの申し訳なさそうな顔が瞳に映った。


    　まったく、どうして君は謝るんだ。こんなときに謝る必要なんてないのに。僕らが勝手に勘違いして、君が、君のお兄さんに会えば消えるだろうと思っていただけなのに。


    　だから、謝る必要なんてない。


    　そう、言おうと思った。


    　その瞬間、どうしてだろうか。


    　僕の左目から一筋、滴しずくがこぼれた。


    『……え？』


    　メガネを取って、あわてて目をこする。けれど、はらはらとこぼれる涙が止まらない。右からもこぼれてきた。


    　おかしい。どうして。どうして涙が。


    　止まらない。


    「お、お、お、怒ってなんているか！」


    　僕はあわててベッドに転がり、枕まくらに顔を伏せる。


    「にししし。あたしはちょっと席を外そうかの」


    『ちょ、ちょっと夕顔ー！　……ああ、出てっちゃった……』


    　にやにやしているであろう夕顔の表情がありありと目に浮かんだけれど、動けなかった。


    　涙があふれてしょうがなかったから。


    　消えてしまったと思ったのに。


    　それなのに、今こうしてここにカレンがいるなんて。


    　あんな覚悟までしたのに。


    　言いたいことをいくつもいくつもこらえて「さよなら」を言ったのに。


    　どうして戻ってくる──いや、戻る、じゃない。そもそも消えなかったんだ。


    　でも。


    　うれしい気持ちが抑えきれない。


    　じわじわとあとから、うれしさがやってくる。


    　カレンがいなくならないでよかった、と、心の奥底で震えるように思っている。


    『…………』


    　カレンは黙って座っているようだった。きっと、僕の思いが伝わってしまっている。こんなにも強く思っていたら伝わらないわけにはいかない。恥ずかしくてカレンの顔を見ることすらできない。


    　夕ゆう顔がおがいなくなって途端に静かになった病室。僕とカレンしかいない部屋。


    「……これから、大変だぞ」


    　沈黙に耐えられなくて、僕は無理矢理口を開いた。


    　その声は鼻声だった。


    『……どうして？』


    「まぐれとはいえ、僕らはハロルドを倒してしまったから。一気に有名人だよ。知られたくもない人たちから一方的に名前を憶おぼえられる」


    『角かく田たみたいな人に？』


    「ああ」


    『でも、守ってくれるんでしょ？』


    「え？」


    『誰かを守るのが騎士ナイトだとするなら、僕はカレンのナイトでありたい……って思ってくれたじゃない』


    「────」


    　がばりと僕は顔を上げた。


    　あれ、伝わってたのか。


    『えへへ……うれしかったよ』


    　はにかみながらも笑っているカレン。僕は枕まくらにもう一度顔を突っこんだ。恥ずかしすぎて死んでしまう。涙すら止まった。


    「……それは、どうも」


    『今回のことは水みず町まちって人が収めてくれたみたいだよ。だからシ念掃そう滅めつ機構とはとりあえず痛み分けだって』


    「夕顔のことは？」


    『夕顔本人が望むなら、目の検査をする、ってことになるみたい』


    「水町さんは今回の事件をネタにして、ＷＣＯに肩入れした議員ににらみを利きかせるのかな」


    『夕顔のお父さんも同じようなこと言ってたよ。ＷＣＯも夕顔には手を出せなくなったって』


    「ほかの人たちはどうした？」


    『……また吉き良らのこと気にしてる』


    「じゃ、吉良さん抜きでいいから」


    『吉良は萬ばんを連れてった。これで満足？』


    「満足。清せい玄げんさんは？」


    『星せい詠えい会かいを一度解体するって言ってた。あと、一秒でも早くネットゲームやらないと頭がどうにかなりそうだ、って言ってさっそく携帯電話でぴこぴこやってた』


    「ああ、シ念を使う反動か……」


    『それと、晶しようを娘むすめ婿むこにするとかなんとか言ってたよ。あんなに骨のあるやつはそうはいねえ、だってさ。どうする？　まさかほんとうに、晶と夕ゆう顔がおがっ！』


    「……それもいいかもな」


    『…………え？』


    「そうするとゆくゆくは僕も神かん主ぬしか。僕には似合わないかな？」


    『……え？　え？　え……？　晶、夕顔のことほんとに……』


    「ダメかな」


    『え、えーと……ま、まあ、いいんじゃないの!?　晶に神主は似合わないかもしれないけどさ、まあ、なんていうか……住めば都みやこっていうか……』


    「うそだ。神主なんてお断りだ」


    『…………』


    「……ぷっ」


    『……からかった？』


    「ああ」


    『このおー！』


    　カレンが立ちあがって僕をひっぱたく。


    　僕は笑った。


    　腹の底から、ほんとうにもう、笑いすぎて身体中の傷が痛むくらいに。


    　どれくらいそうやって笑っていたろうか。途中で笑いがカレンにも伝染して、カレンも笑いころげた。


    　こんなに無む邪じや気きに笑ったのも久しぶりだった。


    「……ようやく、朝か」


    　明け方の闇に沈む町が見える。東の空にはうっすらと、橙だいだい色の光が滲にじみはじめている。


    『今日はいい日になるかな、悪い日かな？』


    　カレンは窓まど際ぎわへと歩いていく。


    　これまでのようにハードな日常はもう必要ない。だから、普段通りの学校生活を送りながら、君が誰かに恋するのを待とう──それはきっと、平和だけれど、ちょっと不思議な日々。


    　いったい君がどんな人を好きになり、恋をするのかはわからないけれど、僕は全力で君を応援するよ。なにせ、僕はレンズの持ち主だから。ただ、まあ、できればちゃんとした男を好きになってほしい気もするけれど──。


    『？』


    　物思いに沈む僕を、カレンが不思議そうに見る。カレンの願い──恋をすることに関しては、彼女に思考内容が伝わらないのだから気が楽だ。


    　その瞬間僕は、カレンが言った言葉をふと思いだした。


    　──カッコつけながら励ましてくれる晶しよう、大好きだよ。ありがとっ。


    　大好き……僕が？


    『晶？』


    　まさか──。


    『おーい、晶、どうしたの？』


    　まさかね……。


    「いや、これからはできるだけ平和な高校生活を送りたいなと思って」


    『うふふ、どっきどきのハイスクールライフが始まっちゃうかもよ？』


    　いたずらっぽく笑うカレンの笑顔は、小悪魔的で、有あり体ていに言うとかなりかわいくて──って待て。僕はいったいなにを考えている？

  


  [image: ]


  
    『晶しよう？　さっきからなんか変だよ。顔も赤いし……熱でもある？』


    「な、ないよ、あるわけがない」


    　僕はどうかしている。恋をしなくちゃいけないのはカレンのほうじゃないか。まったく先が思いやられる──ほんとうに、もう。


    『変なのっ』


    　そしてカレンはと言えば、相変わらず人の気も知らないでころころと笑っていた。カメラが手元にあれば、撮りたいほどの無む邪じや気きな笑顔で。


    　でもその笑顔は、戦いの終しゆう焉えんにはふさわしいのかもしれない。


    　誰を傷つけることもなく、ただ、恋をしたいと願った少女。暴力も、涙も必要ない、そんな毎日がこれから始まろうとしている。


    「なあ……」


    　彼女とそんな毎日を送れるであろう幸せを、僕は感じていた。


    　だから……しょうがないから、とりあえずこう言っておく。


    「おかえり、カレン」


    



    



    
      〈　了　〉

    

  


  
    あとがき


    



    　足先を浸したときの最初の感想は「ぬるいっ！」でした。


    　鹿児島県熊毛郡屋や久く島しま町。「縄文杉」で有名な屋久島でのことです。海沿いに湧く温泉として有名であり、満潮時には海中に没してしまうという──その名も「海中温泉」。


    　岩を一枚隔へだてた向こうは波が押しよせていて、つい先ほどまで海水が入りこんでいたせいでしょう、自分が入ろうとしたときにはまだぬるかったわけです。


    　一日に二回、干潮の二時間だけしか入れない不思議な温泉。


    　夜も更けて、明かりも乏しい周囲。とっぷりと闇に沈み、聞こえるのは波の音ばかり。


    　ぬるいと言いながらも肩まで浸かると、それなりに心地よくて。いわゆる温泉卵のあの香りと、磯いその香りが混じったこれまた奇妙なにおいが鼻をつきます。ぬめる岩に寝転んで夜空を見上げました。


    　一面の星空。


    　星ってのはこんなにあるものなのかと思いました。初めて目にした天の川でした。


    　夏の夜の、むせかえるほどに濃厚な闇の気配。その一番底で、ぬるい温泉にたゆたいながら星空を眺めていました。


    



    



    「クラウン・フリント」には夜のシーンが多い。これはきっと、一般人に姿を見られてはいけないシ念能力者たちが、好んで、人目を避けるべく夜間に行動しているからです。という理由を今しがた思いつきました。割りと無自覚で夜が舞台でした。


    　皆さんは夜が好きですか？　自分は好きです。だいぶ好きです。恥ずかしいことを言うと、初めて女の子に思いを伝えたのも夜でしたし、初めて親友のために泣いたのも夜でしたし、初めて幽霊に出会ったのも夜でしたし、初めて財布をなくしたのも夜でしたし、初めて海中温泉に入って気がついたら手ぬぐいがなくなっていてどうやってここから出たらいいんだよおおおと途方にくれたのも夜でした。


    　夜はドラマチックです。数秒先になにが起きるかわからないし、街灯の届かない闇のなかからなにが出てくるかもわからない。想像する余地があるって、とってもすばらしいことじゃありませんか？


    　晶しょうとカレンの物語もこれで決着を見ましたが、登場人物たちの将来がどうなっていくかは作者にすらわからないものです。読んでくださった方が想像すれば、それはあなただけの物語になるのではないか──と、そう思います。


    



    



    　カメラについてもすこし。


    　作中に出てくるカメラにはモデルとなるものがありますが、基本的にはオリジナルです。


    　それと、ここまでお読みの方はすでにお分かりかと思いますが、自分はカメラが好きです。だいぶ好きです。あまりに好きすぎて周囲に勧めまくり、気がつけば七人もの知人にデジタル一眼レフを買わせていました。「お前、電気屋で働けよ」と言われたことも何度かあります。反省しています。でも今後も勧めると思います。


    　カメラって面白いんですよ。楽しかった日の出来事も、悲しかった日の風景も、同じように撮ることができます。そして撮ったものはあとになってもずっとそのまま残る。まるで時間が停まったみたいに。


    　不思議なことに、写真を撮るには腕が影響するんです。ここが「写す」と「撮る」の違いだと勝手に考えていますがそれはさておき。楽しい出来事を撮ったとき、実際に目にしていた以上に美しく、楽しく撮ることだってできる。すると、そのときの楽しさの欠片かけらがもっともっときらきらして残るんですよ。もちろん、そんな写真を撮ることはほんとうに難しいんですけど。


    　さあ、あなたもカメラ、始めてみませんか？　ただし、レンズのなかからわがままいっぱいの美少女が飛びだしてきたとしても、自分は責任をとれませんけれど。


    



    



    　末筆ながら謝辞を。イラストレーターの純すみさん。いくつもの素敵なイラストをありがとうございました。四巻まで来ると、もう純さんの描いたヴィジュアルでキャラクターが動いていました。そして担当編集さん。今回も様々なご指摘感謝です。あと、だんだん三上康明という人間の扱いに慣れてきたのか、最近ふと気づくと手のひらの上で踊らされているような気がします。そのほか、制作・販売に関与くださいました皆様にも大きな感謝を。著者のクレジットはひとつしかないのですが、皆様に支えられてようやく作品を生みだしてこられたのだと、ひしひしと感じています。


    　最後に、この「クラウン・フリント」というシリーズをここまで読んでくださいましたあなたにも感謝を。あなたが最初、この小説を手にしたときどんな物語を想像し、それとはまた異なっていたのかはわかりませんけれど、結末まで楽しんでいただけたとしたらこれに勝る喜びはありません。


    　また次の作品で、皆さんにお会いできることを心から願っています。


    



    



    
      三　上　康　明　　

    

  


  
    三上康明


    Yasuaki Mikami


    



    １９７９年、神奈川生まれ。このシリーズを始めてから、家にあるデジタルカメラとフィルムカメラがあわせて５台に増えていました。なぜでしょうね。不思議です。
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